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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　あとがき








　第十三話　和風喫きつ茶さを血に染そめて










　式しき森もり和かず樹きはミルクのミニパックの封ふうを開けた。コーヒーカップに中身を注そそぐ。


　空からになった容よう器きを置き、もうひとつ追つい加かする。白い液えき体たいが筋すじとなって渦うずを描えがいた。ついでに砂さ糖とうをスプーン山盛りにして入れた。


　黒いコーヒーが薄うす茶ちや色いろにまでなった。それを眺ながめていた風かぜ椿つばき玖く里り子こが、なんとも嫌いやそうな顔をした。


「うわ、甘あまそう。よくそんなの飲めるわねえ」


「ほっといてください」


　和樹はコーヒーが嫌きらいではない。ただしブラックだと胸むね焼やけをしてしまうので、ミルクと砂糖を必要以上に使うのである。


　彼はスプーンでかき回し、口をつけた。有ゆう線せん放ほう送そうの音楽が、オールディーズへと変わった。


　ここは私し立りつ葵あおい学がく園えんのすぐ近く、ではなく、離はなれたところの喫きつ茶さ店てんである。『睡すい蓮れん』という名の和わ風ふう喫茶で、民みん家かの一階を改かい造ぞうして営えい業ぎようをしていた。テーブルも椅い子すも、くすんだ木の色をしている。


　他ほかには客はおらず、静かだった。和樹も今まで来たことはない。玖里子が利用しているらしく、「たまにはどうよ」と誘さそわれたのである。


　店の玄げん関かんからカウベルの音がする。宮みや間ま夕ゆう菜なと神かみ城しろ凜りんが入ってきた。


「遅おそかったね。舞まい穂ほちゃんは？」


　和樹が声をかける。


「すみません……舞穂ちゃんでしたら、紅あか尉い先生のところに行きました。今日は来られるかどうか」


　と夕菜は言った。それからちろりと凜を見て、


「わたしも危あやうく保ほ健けん室しつに行きそうになったんですけど。凜さんがあっちに和樹さんがいるなんて言うもんですから」


「な、なにを言うのです」


　凜が慌あわてたように手を振ふった。


「私は紅尉先生の言葉を伝つたえただけです。式森もいると誤ご解かいしたのは夕菜さんではありませんか」


「そうだったかしら。凜さん、そこらへんあいまいに喋しやべったんですよね。なんかわたしをのけ者にして、自分だけ和樹さんに会おうとしたみたい」


「そんなことはありません。この通り、玖里子さんもいますし……」


「どうかしら。怪あやしいな」


　弁べん解かいする凜を無む視しして、そっぽを向いたりする。


　なんだか理解できず、和樹は目をしばたたかせていた。玖里子は苦く笑しようして、


「ほらほら、そのへんにしておいて。立ってないで座すわったら」


　二人は同じテーブルについた。店長らしき初しよ老ろうの男が、水の入ったコップとおしぼりを置く。


　夕菜と凜がメニューから飲み物を選ぶのを待って、玖里子が話しかけた。


「あんたたち、最近よく喧けん嘩かするわよねえ。もうすぐ試し験けんだっていうのに飽あきないこと」


「喧嘩ってほどじゃ……ただ凜さんが怪しいだけです」


　夕菜が水を飲みながら言う。凜は反はん論ろんしたそうであったが、なにも言わなかった。


「あらそ。でも試験が始まっちゃうと冗じよう談だんじゃすまなくなるから、ほどほどにしておきなさいね」


　葵学園は三学期を除のぞく各学期ごとに、中間試験と期き末まつ試験がある。レベルの高い学校だけあって、どの教科も出しゆつ題だい範はん囲いが広く、中身も掘ほり下さげてあった。


　その試験がまもなく始まる。いくら同じ家に住んでいるとはいえ、勉強中は閉じこもって机と向かい合わせになり、会話も少なくなる。その前に十分ストレスを抜ぬいておく、ということでこの喫きつ茶さ店てんまで来たのであった。


「和樹、二年生は教師にひねたのが多いから、難むずかしい問題が多いわよ。しっかりやっておきなさいね」


「分かってますよ」


　そう答えたものの、自信はない。夕菜たちと知り合ってこの方、私生活には波は瀾らん万ばん丈じようという熟じゆく語ごに新しい意味を付け加えるほどの出で来き事ごとが起こっていたが、成せい績せきは相あいも変わらない低てい空くう飛ひ行こうなのであった。


「今回はバッチリですよね。わたしがついてますから」


　と夕菜。


「一いつ緒しよに勉強すればいいんです。同じクラスですし」


　和樹と違ちがい夕菜は成績優ゆう秀しゆうである。その彼女が教えてくれれば、これは確かく実じつと言える。なにしろ二学年内でも上位三さん傑けつに入る実力の持ち主なのだ（ちなみに学年トップは松まつ田だ和かず美み）。


　そうだね、と言おうとしたら、夕菜が台詞せりふを続けた。


「今晩から和樹さんの部屋に行きますね。夜はずっとお勉強しましょう」


　和樹は危あやうくコーヒーを噴ふき出しそうになった。昼も教室で隣となり合わせ、夜も一緒とは、まるでなにかの合がつ宿しゆくである。


　和樹よりも早く、凜が口を出した。


「それは良くないです。いけません」


「あら、どうしてですか」


「男子と女子が同じ部屋、しかも夜などは風ふう紀きの乱みだれも甚はなはだしいことです。勉強なのですから、それぞれやればいいでしょう」


　堅すぎる意見であったが、筋すじが通ってはいる。


「じゃあどうやって和樹さんの勉強を見るんですか」


　口を尖とがらせる夕菜。反論された凜は、しばらく言いよどんだ。


「そうですね……夕菜さんが勉強する範はん囲いを紙に書き、そのつど式森に渡わたして指し示じするというのはどうでしょう」


「……なんだか通つう信しん教きよう育いくみたいですね。でもそんなことしてたら、わたしが勉強になりません。いちいち届けるんですよね」


「ではその役やく目めは私がやります。私が式森の部屋に待機していて、時間を計はかって受け取りに行きますから──」


「……それじゃ凜さんが、和樹さんのそばにいるってことじゃないですか！」


　夕菜は両手を黒ずんだ木のテーブルに叩たたきつけた。砂さ糖とうの入ったカップが踊おどる。


「ずるいです！　凜さん、すっごく裏うら表おもてのある女になりましたね」


「馬ば鹿かなことを言わないでください。効こう率りつの話をしているのです。それに私も、式森といるほうがいいので……」


「ほら、本ほん音ねが出た！」


　夕菜は勢いきおいよく立ち上がり、犯はん罪ざいを告こく発はつする検けん事じのように指さした。


　凜も負けじと立ち、その仕し草ぐさを真まっ向こうから受け止める。


「ですが私は夕菜さんのような、淫いん猥わいなことなどするつもりはありません！」


「なんですか淫猥って！　わたしがまるで色しき情じよう狂きようみたいじゃないですか!?」


「それは当たらずといえど遠からずで……」


「言いましたね！」


　夕菜の右手が白く輝かがやきだした。白い粒つぶのような精せい霊れいがきらきらと乱らん舞ぶしている。


「その台詞に態たい度ど、許ゆるせません！」


「やる気ですか!?」


　凜も竹刀しない袋ぶくろを解といた。一挙に鞘さやも捨すて、日本刀を構かまえる。


「ここで決けつ着ちやくをつけましょう！」


「望のぞむところです！」


　二人はぱっと離はなれ、戦せん闘とう体たい勢せいに入った。


　たまらないのは和樹と玖里子である。それぞれ「やめなよ」「やめなさいってば」と口にするが、聞こえていないようだった。


　夕菜の腕うでの輝きが増まし、凜は刀を青せい眼がんにする。緊きん張ちようが上じよう昇しようしていった。和樹と玖里子はたまらず伏ふせた。もうこうなったら止まらない。


　それを見た店長が、急いでやって来た。


「お客さん、こんなところで喧けん嘩かなんかやられちゃあ……」


「危ない！」


　和樹が叫さけぶ間もあればこそ、精霊魔ま法ほうと日本刀が、正面から激げき突とつする。


　轟ごう音おんがわき起こり、喫きつ茶さ店てん内部と店長は、爆ばく発はつに包つつまれた。





「どうもすいません。本当にすいません」


　ぐちゃぐちゃになった店内で、和樹と玖里子は深ふか々ぶかと頭を下げた。後ろでは爆発で顔を黒くした夕菜と凜が、同じように謝あやまっていた。
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「お詫わびのしようもありません。ごめんなさい」


「すみませんでした」


　頭に氷ひよう囊のうを載のせた喫茶店の店主は、うつろな目をしながら、それでも手を振ふった。


「なあにこの通り……ま、確かにこぶはできたが、普ふ通つうだよ。そんなに気に病やまないでくれ」


　奇き跡せき的てきに、店長はそれほどダメージを負おっていなかった。玖里子がとっさに障しよう壁へきを張って防ふせいだのである。ただし店内はそうもいかず、ガラスと瀬せ戸と物ものは軒のき並なみ破は壊かいされていた。


「でも、お怪け我がをしたんですから……」


「若いころはもっとひどい目にあったもんだ。それに比くらべればこれくらい……」


　ずいぶん人のいい店主であった。怪我をしたうえに店が半はん壊かいしたにも拘かかわらず、気にするなと言っている。


　夕菜が目を潤うるませて、すがりつかんばかりに近寄った。


「そんなことおっしゃらないで、弁べん償しようさせてください。できる限りのことはします」


　彼女がまた頭を下げる。


　和樹も同じことを思った。もちろん高校生だから金はない。だがここで騒さわぎを起こし、破壊したのは自分たちなのである。金を払はらえと言われても拒こばむことはできなかった。


　しかし店主はかぶりを振った。


「好こう意いは嬉うれしいが、いらんよ」


　それから寂さびしそうに付け加える。


「もうこの店は、閉しめようと思っているんだ」


　え、と四人は声を上げた。


　店主によると、喫茶店『睡蓮』を始めたのは五年前のことらしい。長年連つれ添そった妻を亡なくし、日々のわびしさを紛まぎらわすために、自宅を改かい造ぞうして開いたのだという。趣しゆ味みであったコーヒーの知ち識しきを生かし、和わ物ものの道具を取りそろえ、全すべて自分一人で切り盛りすることにした。家や賃ちんも人じん件けん費ひもかからないため、十分やっていけるはずであった。


「でも世の中はそう甘あまくなくてね。店というのは、そこにあるだけでも金がかかるものなんだ。豆は仕し入いれなければならんし、軽けい食しよくも作らねばならん。なにより客が入らんのだ」


　和樹は破壊される前の店内を思い出した。確かに自分たち以外には誰だれもいなかった。


　理由は分かっている、と店主は言った。この店は中ちゆう途と半はん端ぱなのである。


　そもそも場所が悪い。自じ宅たく改かい造ぞうのため住宅街にぽつんとあり、探さがさなければ分からない。駅えきやバス停からも離れていた。近所の主婦がやってくることもあるが、それほど頻ひん繁ぱんにではない。アルコールは扱あつかっていないため、サラリーマンが立ち寄ることもない。


　それと、値ね段だんがやや高めだった。コーヒー豆に高こう級きゆうなものを使っているため値が張るのである。それが学生を遠ざける要よう因いんとなっていた。


「ここは地ち域いきのどこの高校からも無む視しされていてね……君たち葵学園生を見たのも久しぶりだ。とにかく、壊こわれてしまってあきらめもついた。もう畳たたむから気にしないでくれ」


「そんなわけにいきません。なんとかさせてください」


　夕菜はそう言うと振り返った。


「和樹さん、玖里子さん、凜さん。みんなでなんとかしましょう。お店を盛り上げるんです」


　決けつ意いに満みちた瞳ひとみであった。拳こぶしまで握にぎりしめている。


　でも試験があるし、とは言えなかった。自分たちが来なくても閉へい店てんするとはいえ、店にとどめを刺さした事実は変わらないのである。


「そうだね、僕たちの責任だから」


「夕菜さんが言い出さなければ、私が一人でやろうと思っていたところです」


「あたしもやるわ」


　三人はほぼ同時にうなずいた。


　代表するような形で、夕菜が発言する。


「わたしたち、高校生ですけどできることはなんでもします。お怪我が治なおるまで、十分休養なさってください」


「……そこまで言うのなら、任まかせようか」


　渋しぶっていたものの、結局店長は承しよう諾だくした。


　頭ず痛つうを取るため店長は自室に引っ込み、あとは四人の相談となった。


　まずはぼろぼろになった店内の再さい建けんである。幸さいわい壊れたのは主に食器で、内ない装そうはそれほど被ひ害がいを受けていない。玖里子が実じつ家か経けい由ゆで、新しくすることにした。


「あたしたちはウェイターとウェイトレスね。いつまでやるのか分かんないけど、軌き道どうに乗るまではいないと。スケジュールを決めなきゃ」


　と玖里子。


「この規き模ぼの店だから二人いれば十分でしょ。四人でローテーションを回すとして、一日おきに店に出て二交代かしらね」


「ですね」


　和樹はうなずいた。なにしろ学生である。放課後は基本的にヒマだが、試験が近いので勉強をする必要があるのだ。夕菜も玖里子も凜も優ゆう秀しゆうなので復ふく習しゆうしなくて大だい丈じよう夫ぶだろうが、彼はそうではない。


「初日は僕ぼくが出ますよ。ええと、あともうひとり」


「はい」


　夕菜が手をあげた。


「わたしがやります。わたしと和樹さん、玖里子さんと凜さんでいいんじゃないですか」


「そうだね。じゃあ……」


「待ってください」


　凜が口を挟はさんだ。


「式森と夕菜さんが一いつ緒しよというのはおかしくありませんか？」


　夕菜が変な顔をする。


「なんでです？」


「なんでもです。さっきも『一緒』が発ほつ端たんとなって騒ぎになったのです。縁起の悪い単語としか思えません」


「……凜さん、理り屈くつが通ってません。なんでですか」


「……とにかく、なんでもです」


　剣けん豪ごう少女は口ごもりながらであったが、言い切った。


　その態度に、夕菜は不ふ信しん感かんを募つのらせながらも、


「……でしたらどうすれば」


「私と式森が組みますから、夕菜さんは玖里子さんとお願いします」


「……そっちの方が駄だ目めです！」


　夕菜が叫さけび、凜を睨にらみつけた。


「凜さんを和樹さんと一緒にしたら、どんないやらしいことが起こるか、分かったものじゃありません」


「なにを言うのです！　私より夕菜さんの方が危険でしょう。なにかあったら大変ですから、私といた方が式森は安全で……」


「人を犯はん罪ざい者しやみたいに！　そもそもなにかあったっていいじゃないですか。凜さんはそう言って、私から和樹さんを奪うばおうとするんですね」


「そ、そんなことはありません！　訂てい正せいしてください！」


「事実です！」


「違ちがいます！」


　凜は喚わめくと、日本刀の柄つかに手をかけた。夕菜も跳とびすさり、右みぎ腕うでを掲かかげて、精せい霊れいを集めようとする。


「ストップ、待った！」


　玖里子が割わって入った。両手を広げ、臨りん戦せん態たい勢せいをとる二人を制した。


「またこの店に迷めい惑わくかける気!?　なんでこうなったか分かってんの!?」


　強い口く調ちようでたしなめる。二人はぶつぶつ言いながら矛ほこを収おさめた。


「なんか危ないなあ」と呟つぶやきながら、玖里子は話を続けた。


「いい。短期間で盛り上げるんだから、気合いを入れていくわよ。話わ題だい性せいで勝しよう負ぶをかけるわ。センセーションと見かけ。値段を下げて、チラシを撒まいて、ファンションも変える」


「どうするんですか」


　和樹が訊きく。


「制服を作るのよ。もっと可愛かわいいので、遠くからも見に来るようなものにする。そっち系のコネは、あたしが持ってるから」


「僕も着るんですか？」


「あんたはどうでもいいの。目立たなければいいわ。ここは女の子の領りよう域いきよ。夕菜ちゃんに凜、二人には客寄せの広こう告こく塔とうになってもらうからね」


「はい」


「分かりました」


　二人は承しよう知ちをし、さっそく準備に取りかかることになった。





　それから数日は店内の改かい装そうとなった。専門的なことは業者にやってもらい、和樹たちは食しよつ器きの調ちよう達たつである。勉強の合間を縫ぬわなければならないので面めん倒どうだが、なんとかなった。


　かくして喫きつ茶さ店てん『睡蓮』は新装開店を迎むかえた。


　初日のシフトは「夕菜、玖里子、凜」の三人である。これと「和樹、夕菜、玖里子」「和樹、凜、玖里子」「和樹、夕菜、凜」とで回まわすのだが、ここで揉もめた。二人にするしないがぶり返し、夕菜と凜が「三人なら安心できると」と主張して決着した。三人なら和樹に手を出せないよう、女の子同士で相手を監かん視しすることができるのである。秘ひ密みつ警けい察さつも真っ青であった。


　最初の客は、やはり学生であった。


「いらっしゃいませ」


　女の子三人が唱しよう和わして、腰こしを折おる。高校生らしき二人連れの客は、戸と惑まどいがちに彼女たちを見つめていた。


「こちらへどうぞ」


　夕菜が窓まど際ぎわの席まで案内した。水とおしぼりをテーブルに載のせる。


「お決まりになったらお呼びください」


　にこりと笑う。高校生たちは「どうも……」などと言っていたが、まるで磁石じしやくに吸すい寄よせられた砂さ鉄てつのように、夕菜に視線を向けたままだった。


　それもそのはずであった。彼女たちの衣い装しようが華はなやかなのである。


　夕菜が着ているのは、赤と白でコーディネートされた、いかにも鮮あざやかな制服であった。スカートはワインレッドで極きよく限げんまで短く、しかもフレアなので広がっている。ウエストは幅はば広ひろのカマーバンドで止めてあり、そのため細さがよく分かった。ブラウスは白で、半はん袖そでのため腕うでが見えるようになっている。長い髪かみはスカートと同色のリボンでくくり、下は黒のストッキングにローファーで決めていた。


　これらが全すべて彼女の顔立ちにマッチしていて、可愛らしさを増ましていた。しかもブラウスは生き地じが限界まで薄うすく、どうかすると下した着ぎが透すけてしまいそうになっていたりする。


　他ほかの二人も同じ制服であるが、玖里子は胸むな元もとが、凜は脚あしが強調されていた。まさにそれぞれの魅み力りよくを引き出した服装であった。


　すぐに高校生が呼んだ。凜がオーダーを取りに行く。コーヒーを注文しているようだ。


　と、凜がなかなか帰ってこない。彼らが話しかけている。彼女は困こまったようになりながら相手をしていた。


　それを見ながら、玖里子が腕組みをした。


「ふむ。成功ね」


「ですね」


　夕菜もうなずいた。


　学生たちは早くもメニューより、ウェイトレスに目をつけたのである。その証しよう拠こにまだなにも注文をしていない。可愛い女の子に目のない年とし頃ごろなので、そっちに注目がいくのだ。


「これで口コミで伝つたわれば、自然と客は増えていくわよ。やり方としては邪じや道どうだけど」


　いくら見かけで客寄せをしているとはいえ、味が良くなければどうにもならない。彼女たちのバイトが終わっても客足が鈍にぶらないようにしなければならないのだ。


「大だい丈じよう夫ぶです。ここのコーヒーは美お味いしいですから、固定客がつきますよ」


「ならいいけど。でもそれまではただの喫茶店つーか、コスプレ喫茶みたいなことをするのよ。あたしは見られるの慣なれてるけど、夕菜ちゃん平気？」


　自分で慣れていると断だん言げんするのも大したものだが、確かに玖里子の言うとおり、夕菜に一いち抹まつの不安があった。他校生徒の視線にさらされたことはないはずである。


　しかし彼女はにこやかに言った。


「平気です。『睡蓮』を盛り上げるのに頑がん張ばらなきゃ。それに」


　表情がゆるむ。


「この服、可愛いじゃないですか。和樹さんに早く見てもらいたくて」


　玖里子が「ああなるほどね」と呟く。夕菜なりに目的はあったのである。


「でもさ、それは夕菜ちゃんだけじゃなくて……」


「なんです？」


「……いや、なんでもない」


　玖里子はそう言い、不安を隠かくしているような顔つきで、凜を眺ながめた。





　噂うわさというのは、意外と広まるスピードが速い。喫きつ茶さ店てん『睡蓮』に可愛かわいいアルバイトがいることは、近きん隣りんの学校にすぐ広まった。


　それからというもの、学生の客がどっと増えた。さすがに中学生は来ず、もっぱら高校生と大学生ではあるが、それでも今までに比べればずっと多い。金がないためかコーヒーだけのことが多いが、とにかく頻ひん繁ぱんにやってくるのだ。


　もちろん目当ては制服と中身の女の子である。声をかけようとするものから、写しや真しんを撮とるものまで現れた。三人とも元が可愛いので、引きもきらない。


　店内では写真は黙もく認にんであった。これも宣せん伝でんの一いつ環かんなのである。その方ほう針しんは功こうを奏そうし、インターネットからも情報は流れて、ますます客数は上じよう昇しよう曲きよく線せんを描えがいた。


　慌あわただしい数日が過ぎていった。


　その日、和樹は食器を洗あらいながら、店内を観かん察さつしていた。


　今は小しよう康こう状態だった。すぐに増えるだろうが、まだ客の入りが少ない。窓まど際ぎわにカップルが座すわっているだけであった。


「注文入りました。キリマンジャロを二つです」


　凜がお盆ぼんをカウンターに置きながら告げた。和樹は軽く返事をして、豆を電でん動どうコーヒーミルに入れる。


　スイッチを入れる。客は一組しかいないので、あまりやることがない。凜もコーヒーができるのを待っていた。


　夕菜は用事でもあるのか、まだ来ていない。二人だけだ。テーブルの客も騒さわがしくないため、ゆっくり時間が流れているようにも感じられる。


　店内には、クラシック音楽が静かに流れていた。


「……なあ、式森」


　凜が話しかけた。


「いい……雰ふん囲い気きだな」


「そうだね」と和樹は答えた。連日の大入りで忙いそがしかったが、今だけは空くう白はくのようになにもなかった。


「こういうのもいいな。私はもっと、山や川のある所で、世間の喧けん噪そうから離はなれる方が好きだが……悪くない」


　元々静かな環かん境きようを好む女の子だから、馴な染じむのであろう。


「将来……ずっと先の話だが、こういう店を持つのにも憧あこがれるな。小さな家と、小さな喫茶店。二人だけでやるような店で、私と……あー」


　ちらりと、和樹のことを見た。


「なに？」


「いや、たんなる夢ゆめの話だ。だがその、式森は……例えば私と、こう……」


　なにかを言おうと、凜が口を開いた。すると、


　カランカランとベルが鳴り、扉とびらが開いた。


「遅おそくなりました」


　夕菜が学校の制服のままで入ってきた。葵学園から直ちよく接せつ来たらしく、カバンも手に持ったままだ。


「…………」


　凜が実じつに恨うらめしそうな目で、夕菜を見つめた。


「なんです？」


「いえ……ずいぶん遅い到とう着ちやくだなと思いまして。もう少し遅くとも、私は構かまわなかったのですが」


　冷つめたさの混まじった口調で言う。夕菜はきょとんとしていたが、やがて隣となりの和樹と凜を交こう互ごに眺ながめると、顔をややこわばらせた。


「……これでも早く来ましたよ。凜さんは和樹さんに手を出せなかったようですし、ちょうどいいんじゃないですか」


「変なことを言わないでください」


　凜が気け色しきばむ。


「夕菜さんが遅かったから、私と式森は忙いそがしかったのです。時間はちゃんと守っていただかないと」


「噓うそばっかり」


「誰が噓を……！」


　激げつ昂こうしかける凜。慌あわてて和樹は口を挟はさんだ。


「ちょっとちょっと、やめなよ。お客さんいるんだし、すぐ忙しくなるんだから」


　なだめるように言う。何な故ぜ揉もめているのかよく分からなかったが、二人の間に雷らい雲うんが漂ただよい始めたのが見えたのである。


　夕菜と凜は互たがいを睨にらむと、「ふん」と言って顔を背そむけた。


　和樹は胸の内から、悪い予よ感かんがせり上がってるのを感じた。玖里子の不ぶ気き味みな予よ言げんが頭に響ひびき渡わたる。


　現実から目をそらそうと、和樹はコーヒーの用意に没ぼつ頭とうした。





　客は次し第だいに数を増ふやした。やはり若い年ねん齢れい層そうが多い。『睡蓮』の評判は、衰おとろえを知らないようであった。


　また扉が開き、背の高い男が入ってきた。どことなく軽そうである。空き席を探すより前に、ウェイトレスをチェックしていた。


「いらっしゃいませ」


　夕菜はテーブルに水を置いた。


「お決まりですか？」


　客は大学生のようであった。茶色に染そめた髪かみにピアスをしていて、いかにも軽けい薄はくそうな雰ふん囲い気きを漂わせている。昼間の住じゆう宅たく街がいよりは夜の新しん宿じゆくか渋しぶ谷やの方にいそうだ。


　案あんの定じようろくにメニューも見ず、夕菜にばかり視線を這はわせている。


「キミ、可愛かわいいね」


　へらへら笑いながら言った。


「どう、一いつ緒しよにドライブ行かない？」


　うわべだけの喋しやべり口である。数をこなし、いずれ女の子が引ひっ掛かかるのを待つタイプだ。


　夕菜は内ない心しんむっとしたものの、営業スマイルを崩くずさなかった。


「あら、お誘さそいですか？」


「お誘いもお誘い。オレ、車持ってんだ。助手席に乗ってよ。メルセデスだよ、知ってる？」


　だからどうしたんですかと言いたかったが、口に出すわけにもいかない。目の前の男を放ほう置ちして戻もどるのも変だ。


　どうしようかと考え、ふと思いついた。


　彼女は演えん技ぎ力りよくを動どう員いんし、嬉うれしげに瞳ひとみを輝かがやかせた。


「素す敵てきですね……どうしようかしら」


　頰ほおに手を当て、いかにも悩なやんでいるような素そ振ぶりをする。


　これは脈ありとみたか、男は身を乗り出した。


「いいじゃん。ね？　お台だい場ばとか連れてってあげるから。夜や景けい見ようよ。ちょっとくらい帰り遅くなっても大だい丈じよう夫ぶだよ、送ってってあげるから。いいよね？」


　男の腕うでが伸のび、夕菜の手の上に重かさねられようとする。


　彼女はさりげなくかわした。


「ごめんなさい。わたし乗り物弱いんです。すぐ酔よっちゃって。でも」


　ちらりとカウンターを見た。


「すごくそういうの好きな娘こがいるんですよ。お誘いにのると思います。凜さん」


　カウンターにいた凜が、彼女の方を向いた。


「こちらのお客様が」


　それだけ告つげて手て招まねきをする。


　凜は不ふ思し議ぎそうな表情をしながらも、テーブルまでやって来た。


　夕菜は「どうぞ遠えん慮りよなく」の言葉を残し、その場を離はなれた。





　和樹は首をひねった。凜が客席のひとつに捕つかまったまま、帰ってこないのだ。


　オーダーも入らず、ずっと話をしている。男は笑いながら、それでも熱ねつ心しんに凜に言葉をかけ、彼女の方は嫌いやそうな素振りをずっと見せていた。


　客ではあるが、これでは商売にならない。注ちゆう意いしようとカウンターを離れたら、男が立ち上がった。


　店から出ていく。その後ろからは凜が、意いを決けつしたように付いていった。


　声をかける間もなかった。外で車のエンジンをかける音が聞こえる。


　と、それがドタバタする騒そう音おんに変わった。やがて消え入るような悲ひ鳴めいになる。


　店の扉とびらが開き、むすっとした顔の凜が戻もどってきた。そのままつかつか歩いてくる。


　夕菜に顔を近づけた。


「……私を売りましたね」


「なんのことでしょう」


　夕菜は「人ひと違ちがいじゃないんですか？」みたいな口調で言った。


「とぼけるのは止やめてください。どうして私がナンパされるのか疑ぎ問もんだったのですが、夕菜さんに薦すすめられたって言ってましたよ!?」


「お客さんはどうしたんですか」


「外で気き絶ぜつしています。私を追い出して、式森と二人きりになる魂こん胆たんでしょう。よくもやってくれましたね！」


「お客さんの前では静かにしてください」


　夕菜は冷ひややかに言った。凜は言葉を詰つまらせ、黙だまった。


　小こ柄がらな少女はきびすを返すと。カウンターの後ろから奥おくへ引っ込んだ。


　夕菜はささやかな勝しよう利り感かんを胸にしたか、軽い足取りで新しい客の所へ行く。


　注文を取る声が聞こえてきた。ブルーマウンテンのようだ。


　和樹は豆まめの入った袋ふくろを取ろうとして、中身が入ってないことに気づいた。


「奥の部屋に取りに行ってくる」


「あ、わたしが行きます。サンドイッチの注文も入りましたから、作ってください」


　夕菜は小さい扉を開けて、奥へ向かった。


　その間に和樹はハムサンドを作った。夕菜はまだ戻ってこない。


　やがて店内に帰ってきたが、それは凜であった。


「ほら、ブルーマウンテン」


　手にした袋を和樹に渡わたす。


「ありがとう……。でも、夕菜が取りにいったんだけど」


「気にするな」


　彼女は薄うすく笑っていた。


　奥の部屋からは、小さいが物音が起こっていた。しかも「開かなーい」とか「出してくださーい」と聞こえる。しばらくするとその声は「なんかいるー。きゃー、虫、虫ー！」と変へん化かして、半泣きのようになっていった。


　凜の耳にも届いているはずだが、彼女は平へい然ぜんとしていた。


　扉が開き、夕菜が姿を現した。


　髪かみと服ふくが乱みだれ、顔もくしゃくしゃに歪ゆがんでいる。目の端はしからは涙なみだまでにじんでいた。


　和樹はその格かつ好こうに驚きよう愕がくしたが、凜はなんの感かん想そうも抱いだいていないようであった。


「客商売なのですから、そのようなみっともない姿ではいけません」


「凜さん……わたしのこと、閉とじこめたでしょう」


　きっとして、睨ねめつける。


「ああ、奥の部屋にいたのですか。気づきませんでした」


「……タイミングを計はかって閉しめたくせに。鍵かぎまでかけられたから、出るのにとても苦労しました」


「災さい難なんでしたね」


「おまけになんか虫が沢たく山さんいるし。こーんな足の長い蜘く蛛もが、うじゃうじゃしていたんですよ！」


　夕菜が手で大きさを示しめす。凜は冷静な表情を崩くずしていない。


「私は生物部ですから、蜘蛛なんか平気です。そこらへんで取ってくることだってできます」


「なんてことを！」


「お互たがい様です」


　二人は真っ向から対たい峙じし、針はりのような視線をぶつけ合った。先ほどのこともあり、店内でもあるので直接勝負とはならないが、それでも殺さつ気きだけは高まっていった。


「もう後あと戻もどりのきかないところまで来ましたね。凜さん、降こう参さんするなら今のうちですよ」


「その言葉、そっくりお返しします」


　二人は最後に視線を交かわすと、今度こそきっぱりと背せを向け、茫ぼう然ぜんとする和樹を残し、それぞれ客の元へと歩いていった。





　それからというもの。


　夕菜と凜はウェイトレスをしつつ、互いの妨ぼう害がいをすることに熱を上げていった。


　身を守りつつ、相手の仕事の邪じや魔まをするのである。注文をわざと間ま違ちがえるのはまだいい方で、足をかけて転ばそうとする、口くち紅べにで背中にイタズラ書きをする、食事に多た量りようのマスタードを仕し込こむなど、かなりの陰いん湿しつさを競きそっていた。


　どれも間かん一いつ髪ぱつで防ふせいでいるので大事には至いたっていない。ただ雰ふん囲い気きが悪くなるのはどうしようもなく、異い様ようさを察さつ知ちした客が足を踏ふみ入れたところで回まわれ右をするようになり、その数はどんどん減へっていった。


　このままではせっかくの評判が落ちることもあり得た。だからと言って攻こう撃げきの手を弛ゆるめるようなこともなく、時間ばかりが過ぎていった。


　店の外で足音がして、この日何度目かのカウベルと共に扉が開いた。


「こんにちはー。食べに来たよー」


　やって来たのは栗くり丘おか舞穂であった。後ろには紅尉晴はる明あきもいた。


「やあいらっしゃい」


　和樹が出で迎むかえた。


「和樹君たちのバイトを見たくて来たの。なにか食べさせてね」


「いいよ。座すわって。紅尉先生もどうぞ」


　窓まど際ぎわに案あん内ないをする。


「すまんね。……しかし、思ったよりも繁はん盛じようしていないのか？　ずいぶんと寂さびしいが」


　紅尉が店内を見回した。客の姿はほとんどなかった。


「いえその、さっきまではいたんですが」


「それに空気が悪い。なんだか殺ころし合いでも始まるようだ」


　ご明めい察さつです、と和樹は小さく言った。人死にが出ていないだけで、凄せい惨さんなバトルがおこなわれているのだ。


　その元げん凶きようが水を持ってやって来た。二人の前に置く。


「ご注文は」


　夕菜と凜は同時に喋しやべった。オーダーを取るのに二人もいらないはずだが、あたかも自分一人だけで仕事をしているような感じであった。


「……ではセイロンティーを」


「舞穂はホットミルク」


　少女二人はこれまた同時にうなずく。隣となりに立っている女は空くう気きですと言わんばかりの態たい度どに、紅尉と舞穂は実に複雑な顔をした。


「……なんだこれは」


　和樹に尋たずねる。


「すいません。できれば気にしないでください」


「と言われても気になるのだが……まあいい。ところで式森君、映画は好きだったか？」


「人並みですが」


「実はタダ券をもらってね。さすがに試験期間中は無む理りだろうが、終わったら観みに行ってきたらどうだ」


「これだよ」


　舞穂が細長い券を二枚取りだした。ニュージーランド人の監かん督とくが撮とったファンタジー映画である。


「テストがすんだら、舞穂と一いつ緒しよに行こう」


「面おも白しろそうだね」


　和樹は書かれている絵をよく見ようと、顔を近づけた。


　すると突とつ然ぜん、舞穂の手から券が消えた。


「これ、わたしに譲ゆずってください」


　夕菜が券を握にぎりしめていた。


「わたしと和樹さんで観に行きますから。お金は払はらいます。もういくらでも」


　舞穂は「行きたいのにー」と文もん句くを言ったが、彼女は聞いていない。誰にも渡わたす気はないようであった。


　だがその手からも、券はかき消すようになくなった。


「これを夕菜さんが持っているのは好このましくありません。私が式森と行きます」


　凜が持っていた。そのまま、少しずつ遠ざかる。


「夕菜さんは映画に行かないほうがいいです。あの暗くら闇やみで、破は廉れん恥ちな欲よく望ぼうを剝むき出だしにするのは分かり切っています」


「……どこが。それは凜さんがしたいことでしょう」


「いいえ、間違いなく夕菜さんはたくらんでいます」


「侮ぶ辱じよくです！」


　夕菜はついに爆ばく発はつし、お盆ぼんを投なげ捨すてた。手を掲かかげ、精せい霊れいを急速に集める呪じゆ文もんを唱となえる。今度は片手ではなく、右手にシルフ、左手にザラマンダーだ。


　凜も負けていなかった。素す早ばやくカウンターの後ろに飛び込むと、日本刀を摑つかむ。


「もはや話し合いの余よ地ちはないようですね！」


「そうです！」


　ごおっと音がして、店内に熱ねつ風ぷうが吹ふいた。精霊たちが騒さわいでいるのだ。


　凜の日本刀も光を放はなつ。魔ま力りよくを帯おびつつあった。


　事じ態たいの急きゆう変へんに、紅尉は呆あきれたように首を振ふって、和樹に言った。


「どういうことだこれは」


「もうなにがなんだか……」


　二人の対立による緊きん張ちよう感かんは極きよく限げんまで高まっており、あっという間に殺さつ意いに変わったのである。


　どちらも歯を剝むき出し、瞳ひとみを燃やしている。人の手で止められる範はん疇ちゆうを越こえていた。


「どうにかならんのか」


「もう……無理です！」


　そして和樹は、数少ない客に叫さけんだ。


「ここはもう駄だ目めです。避ひ難なんしてください！」


　彼は紅尉に舞穂をつれて逃にげ出すように言い、扉とびらを大きく開け放った。


　最後に店を離はなれた彼が見たのは、夕菜と凜が跳ちよう躍やくする姿であった。


「ここで眠ねむってもらいます。覚かく悟ご！」


「させるか！」
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　今度は誰も止めるものがいなかった。





　こうしてコスプレ喫茶として評判の高かった『睡蓮』は、短い生しよう涯がいを終えた。完かん膚ぷ無きまでに破は壊かいされた店内からは気絶した夕菜と凜が発見され、家まで運ばれた。


　弁べん償しよう代だいは玖里子が実家から金を借り、負ふ担たんすることになった。彼女は姉への借りを作ってしまい、店長は静かな余よ生せいを過ごすことになった。


　肝かん心じんの試験だが、あれだけの騒そう動どうなのに、彼女たちは前回並みの結果に留とどまった。


　ただし和樹だけは、ひとつ順位を落として、学がく業ぎようの低てい空くう飛ひ行こうを続けることとなった。




　第十四話　剣けん豪ごう少女の憂ゆう鬱うつ










　養よう護ご教きよう諭ゆの紅あか尉い晴はる明あきは眉まゆを顰ひそめた。


　葵あおい学がく園えん生徒の健けん康こう管かん理りという役目上、一日の勤きん務むで書き仕し事ごとの割わり合あいは多い。保ほ健けん室しつに訪おとずれる生徒の記録を残すためである。そのため机き上じようには余計なものを置かないようにしているのだが、今日に限ってデパートのお中元セットみたいな箱はこがいくつも積まれていたのであった。


「紫し乃の」


　かたわらで栗くり丘おか舞まい穂ほの話し相手になっている、妹の紅尉紫乃を呼よぶ。


「なんですか、お兄様」


「宅たく配はい便びんでも来たのか。重そうなのが積まれている」


「さきほど製せい薬やく会がい社しやの方がいらっしゃいました。新発売の健康ドリンクだそうです。ぜひ受け取って欲ほしいと」


「こういうのはサラリーマンが愛あい飲いんするものだ。私に贈おくってどうする」


「存在感だけでもアピールしたいんだと思います」


　紅尉は肩かた書がきこそただの養護教諭であるが、全国の大学や研けん究きゆう所じよからの誘さそいは頻ひん繁ぱんにある。その手のオファーは端はしから断ことわっているのだが、中には頻ひん繁ぱんに贈り物を持ってくるメーカーがあるのである。


　紅尉は包ほう装そうされている箱の封ふうを切って中を見た。


「……『タフ・バリヤー。飲んであなたも電でん磁じ波は遮しや断だん。滋じ養よう強きよう壮そう、夜のお供に』か。ますますいらんな」


　一いつ緒しよに入っていた店頭表示用のポップを読み、蓋ふたを閉しめる。


「こっちの開いているのはなんだ」


「それはわたくしのです。南米から送ってもらいました。現地の薬やく草そうをつかって調ちよう合ごうした薬のサンプルです」


「合ごう法ほうか？」


「聞かないでください」


「早くしまっておけ。……こっちの健康ドリンクは製薬会社に送り返さねばならんな」


「受け取ればよろしいのに」


「冷れい蔵ぞう庫この容よう量りようを埋うめるだけだ」


　紅尉はおよそ体たい調ちようを崩くずしたり体力を消しよう耗もうすることがないため、興きよう味みを引かないのだ。


　紫乃はそうですか、と呟つぶやいた。


「舞穂ちゃんは飲みますか？」


「いらなーい」


「そうだな。栗丘君の年ねん齢れいには不必要なものだ。仮かりに必要になっても、食生活とタイムスケジュールの管かん理りでなんとかすればいい。へたに飲んで、体調が余よ計けい悪くなったら大変だからな」


　紅尉はなにやら予言じみたことを言うと、聴ちよう診しん器きを取りだして診しん察さつを開かい始しした。





　　　　○





　外は曇くもりだった。昨日の天てん気き予よ報ほうでは夜や半はんから雨になるということで、雲くもと傘かさのマークが日に本ほん列れつ島とうを覆おおっていた。日につ光こうはどうにも頼たよりなく、草くさや樹きに活かつ気きを与あたえていない。そして彼女の心も、負けず劣おとらずどんよりしていた。


　神かみ城しろ凜りんは生せい物ぶつ部ぶ室しつで、本日何度目かのため息をついた。


　右手にボールペンを握にぎったまま、白紙のノートをずっと眺ながめている。現在生物部ではカエルの生せい態たいを記録していて、今日は凜が当とう番ばんなのだが、さっぱり進んでいなかった。このままでは顧こ問もんに怒おこられてしまうし、他ほかの部員たちもいい顔はしないだろうが、書けないものは書けないのであった。


　理由は分かっている。


　最近の自分のおこないを思い出してしまい、どうにもめげてしまうのだ。どうしてか感かん情じようの抑よく制せいが利きかなくなっている。以前の自分であったら自身を律りつすることなど当たり前で、どのような困こん難なんな状じよう況きようでも冷れい静せい沈ちん着ちやくに行動できていた。


　それが今はどうだ。ちょっとしたことで驚おどろき、慌あわて、挑ちよう発はつに乗る。この前はついに夕ゆう菜なと死し闘とうを展てん開かいしてしまい、喫きつ茶さ店てんを一いつ軒けん破は壊かいした。あとで玖く里り子こに訊きいたら、リフォーム代に四百万、五百万かかるのは当たり前なのだという。金きん額がくを耳にして、思わず目を回してしまったくらいだ。


　こんなことではいけないと思い、どこかでの修行を考えた。しかしそれも有ゆう効こうな気がしない。少し前に寺にこもってみたことがあったが、考えてみればあれも精せい神しん統とう一いつの障しよう害がいにしかならなかった。


　どうにかして直したい。元の自分を取り戻もどしたいと願うが、さっぱりうまくいかなかった。学がく業ぎようと剣けん術じゆつはむしろ上じよう昇しよう傾けい向こうにあるのだが、ひとりの男子生徒のことになると周囲がまったく見えなくなり、食ってかかってしまうのだ。


　ボールペンを動かす。無む意い識しきのうちにその生徒の名前を書こうとして──


　慌てて止めた。


　危あぶなかった。もう少しで部のノートに書くところだった。ボールペンなので訂てい正せいは利かない。部員が見たらどんな顔をするだろうか。カエルの新しい名前だと主しゆ張ちようしても信じてくれないだろう。


（駄だ目めだ……）


　記録どころではなかった。とにかく集中できないのだ。これが他の部員と一緒の作業なら、無駄話を交まじえながらでもできただろうが。あいにく自分一人しかいなかった。静かというのは精神集中に絶ぜつ好こうの環かん境きようなのだが、今の彼女には逆ぎやく効こう果かなのである。


　たった一人の男のことに気をとられるとは、凜の人生において初めてであった。義ぎ兄けいで悩なやんだことはあったが、はっきりと質しつは違う。


　あの男のことを考えると自然と身体からだが熱くなり、鼓こ動どうが大きくなる。口に出すともう大変で、すぐに慌ててしまい醜しゆう態たいを晒さらすのだ。


　どうしてこんなに悩むのか、まったく不明だった。いや、本当は分かっていて、あえて不明と思いこんでいるような気もするのだが、とにかく精神の迷めい宮きゆうでうろうろしていた。


　少し距離をおくのがいいかもしれない、と思う。もちろんカエルではなく、同じ屋や根ねの下で寝起きしている男のことである。


　ある程度間かん隔かくをおくことが、自分を見つめ直す契けい機きになるかもしれない。家では極きよく力りよく顔を合わさず、朝あさ夕ゆうは挨あい拶さつだけに留とどめているのがいいだろう。変かもしれないが、意識することもない。なにも嫌きらっているわけではないのだし。


　そこではっとする。まて、昔は確か嫌っていたんだぞ。どうして「嫌いじゃない」などということになるのだ。今から嫌いに戻るのがいいかもれない。やってみよう。


　凜は目をぎゅっと閉とじ、うつむいて頭の中で繰くり返かえした。嫌い嫌い嫌い。あいつは軟なん弱じやくの上に勉強も体たい育いくも駄目で女にだらしがない。いつもどこかおどおどしていて、道の端はしを選えらんで歩く奴やつだ。けしからん。


　だんだん腹が立ってきた。よしよしいいぞ。他に欠けつ点てんは、なんといってもあの鈍にぶさだ。とにかくなにをしても、惑まどうだけで気づきもしない。これは本当に許ゆるしがたい。だいたい人が何度ありったけの勇ゆう気きを振ふり絞しぼったと思っているのだ。あれで気づかれないとなったら、こっちが馬ば鹿かみたいではないか。


　もしかしたら、私になにか問題でもあるのだろうか。だとしたら自分の態たい度どを大いに反はん省せいしなければならない。しかしその場合も一言あってしかるべきだろう。悪いところを直す気はあるのだ。それで好このみの女になるのならいくらでも──


　そこまで思し考こうが進んだ瞬しゆん間かん、凜は脱だつ力りよくした。へなへなと机に顔をつけて、両りよう腕うでをだらんと伸のばす。なんということだ。いつの間にか奴のことばかり考えていたとは。まったくあなどれない男だ。


　ぼんやりとカエルを眺ながめる。なんの悩なやみもなさそうな顔をしている。きっと悩みはないのだろう。あっても「食用コオロギは飽あきた。新しん鮮せんなハエが食べたい」とかのレベルに違ちがいない。その証しよう拠こにこっちを見てげこげこ鳴ないている。水すい槽そう内に作られた池いけと陸りくをうろうろしている姿がうらやましくてしょうがなかった。今の自分のような愚おろかな目にあったことなんて一度も──
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「いかん……」


　口に出した。相そう当とうに重じゆう症しようである。両りよう生せい類るいをうらやむようになってはおしまいだ。どこの世界にカエルになりたいと考える女子高生がいるというのだ。


　ノートを閉じた。本当に身体からだがだるくなってきた。体たい調ちようにまで影えい響きようしている。少し休むなりなんなりしなければ。立ち上がった。部室の戸を開けて外に出る。


　校こう庭ていを横よこ切ぎって校こう舎しやに戻る途と中ちゆう、風かぜ椿つばき玖里子に会った。


「あら……どうしたの、凜」


　生徒会の仕事でもあったのだろう。ノートを小こ脇わきに抱かかえている。


「ええ……ちょっと」


　言葉を濁にごす。男のことで悩んでましたなんて、口が裂さけても言えない。


「顔色悪いわよ。早く帰ったほうがいいんじゃない」


「そういうわけにもいきませんので……」


「じゃあ保健室に行って来たら。紅尉先生いたわよ」


「そう……ですね」


　なにか薬くすりでももらった方がいいかもしれない。妖あやしい雰ふん囲い気きのある先生だが、いきなり実じつ験けん材ざい料りようにされたりはしないだろう。


「気分悪かったらすぐ帰宅しなさいね。布団、用意しておくから」


　心配してくれる玖里子に軽くうなずき、凜は保健室のある棟とうへと向かった。





　保健室の扉とびらをノックしたが、返事がなかった。ノブに手をかけたら鍵かぎがかかっていなかったので、「失礼します」と言って入った。


　誰だれもいなかった。ベッドは空からで、むろん紅尉の姿もない。隣りん室しつにでもいるのかと思ったが、物音がしない。


（帰るしかないか）


　そう思うと、途と端たんに全身が重くなってきた。


　やはり体調が悪いのだろう。悩なやみ事が原げん因いんなのかもしれない。めまいがしそうだ。


　踵きびすを返そうとしたら、机の上になにか載のっていた。


　小こ瓶びんであった。最近ＣＭで見る、新発売の健けん康こうドリンクである。内容そのものは得え体たいがしれなかったが、とにかく疲ひ労ろう回かい復ふくだけは何度も謳うたっていた。


　凜はしばらくためらったあと、手に取った。まずいかと考えつつも、健康には代えられないと言い聞かせる。あたりをきょろきょろ見回して、蓋ふたを開けた。


　細いストローがついていたが、使わず一気に飲のみ干ほした。


　意外と飲みやすい。胃いにも優やさしく、すぐに効きいてくるような気がした。


　がちゃりと扉が開いた。


「あら」


　紫乃であった。凜はとっさに、後うしろ手でに空き瓶を隠かくした。


「神城さんどうなさったのです？」


「い、いえ……その、気分が悪くて」


「そうですか。兄は外に出ています。もう少しで戻もどってくると思いますから」


「そ、そうですか。いないのなら、これで」


「待ってらしたら。それほど時間は……あら」


　彼女は机の上を見て、変な顔をした。


「この上に、瓶がありませんでした？」


「いえ……なにも」


「そうですか」


　不ふ思し議ぎそうに机の周りを探さがす紫乃。その姿に凜は後こう悔かいして、「すみません飲んでしまいました」と言おうとした。が、


「弱りましたね。あれは大事な薬やく品ひんですのに」


「えっ……！」


　隠していた瓶を落としそうになり、慌あわてて摑つかみ直す。


「大事なのですか」


「はい。南米から送られてきたものをさきほど調合して、健康ドリンクの瓶に詰つめ替かえたのです。貴き重ちようなものですから、大だい事じに扱あつかわないと」


「きっ、貴重なもの……」


「それはもう。検けん疫えきの目をくぐって手に入れたものですから。ここでなくしてしまったら……どうしたのですか？　すごい汗あせ」


　凜の顔面には脂あぶら汗あせが浮うかび、滝たきのように流れていた。


「は……ええ……気持ちが……ちょっと……て……」


「大変。顔色も悪いみたいです。ベッドで横になってらしたら」


「そっ、それよりも……その薬を飲むと、どうなってしまうので……しょうか……」


　紫乃はちょっとためらったあと、凜の顔をじっと眺ながめて言った。


「異い性せいを、嫌きらいになってしまいます」


「……は？」


「アンチ惚ほれ薬ぐすりなんです」


　凜はぽかんとした。


「よく惚れ薬ってありますでしょ。最初はそれにして地ち下かで売りさばこうと思ったのですが、それだけではつまらないのでアンチにしてみました。薬の成分が視し覚かく情じよう報ほうに反はん応のうして脳のうの視し床しよう下か部ぶに影えい響きようを与あたえ、ＰＥＡやβエンドルフィンの発生を抑よく制せいします。さらに一歩踏ふみ込こんで、扁へん桃とう体たいを刺し激げきして嫌いという感情をも起こさせるのです。簡かん単たんに言えば、頭の中に噓うそ情じよう報ほうをまくわけですわね」


「つまり、飲むと……男が嫌いになると……」


「はい。特に意中の相手には、抜ばつ群ぐんの効き目を発はつ揮きすると思います」


　凜は目の前が真っ暗になり、足元をふらつかせた。そう言えば蓋が軽く回った。はじめから開いていたのか。彼女はよろよろとさまよい、壁かべに頭をごんとぶつける。


　紫乃が怪け訝げんな表情になった。


「どうなされました？　まさか薬を……」


　ぶんぶんと勢いきおいよく頭を振ふる。


「そっ、そんなことはありません！　薬なんか知りません。まったく」


「ならよろしいのですが……まあ、男嫌いの神城さんのこと。飲んでもそれほど影えい響きようはありませんわよね」


「え……ええ、それはもう……男嫌いですから……。ところで、薬はどのくらいの間、効くのでしょうか」


「半日くらいでしょうか。でも一度嫌いになれば、半はん永えい久きゆう的に持じ続ぞくします」


「え……治ち療りよう薬やくとかは……」


「ないです。調合したばかりですから」


「……そんな……」


　凜はいっそう顔を青くした。そしてそのまま紫乃に挨あい拶さつもせず、保健室から出ていった。





　彼女の頭の中では、紫乃の言葉がぐるんぐるんと鳴なる門との渦うず潮しお（時速約二十キロ）のごとく回転を続けていた。


　異性が嫌いになる。そのこと自体はまあいい。今だって男はあまり好きではない。あいつらはがさつで、いい加か減げんで、エッチなことばかり考えているからだ。入学前は、男友達を作る気だってさらさらなかったのだ。いまさら嫌いになっても問題はない。


　しかし、一名だけそうはいかない男子がいる。


　薬を飲んでしまったせいで、あいつも嫌いになってしまうのだ。そのことを考えると、心が乱みだれ、理り性せいが大たい気き圏けん外がいに飛んでいきそうになる。この気持ちをロケット燃ねん料りようとして取り出せば、ＮＡＳＡが大おお喜よろこびするに違ちがいない。もはや地じ面めんに足がつかず、どこを歩いているのか分からない体ていたらくである。


　しかし待て。凜は不安のメロディーをフルオーケストラで演えん奏そうする心を必ひつ死しで抑おさえながら思った。確か嫌いになろうと努ど力りよくしていたはずだった。これはチャンスだ。自分の精神的な弱さを克こく服ふくする一いつ環かんだ。薬の力を借りるのは不本意だが、このさい仕し方かたがない。


　よし。自分に言い聞かせる。これでいいのだ。嫌いになる。嫌いになる。嫌いになるったら嫌いになる。


　小さく握にぎり拳こぶしを作る。ふと前を見ると、廊ろう下かの向こうに宮みや間ま夕菜がいた。彼女も気づいたか、こっちに手を振った。


　小走りに寄ってくる。


「凜さん、具ぐ合あいが悪そうだって、玖里子さんに聞きましたよ。大だい丈じよう夫ぶですか？　早く帰った方がいいんじゃ」


　心配そうに聞いてきた。夕菜にとって凜は恋こい敵がたきであるが、やはり身を案あんじてくれている。


「いえ……それほど……あまり」


「でも顔色良くないですよ」


「さきほどに比くらべれば気分も……ところで」


　凜はきょろきょろ見回した。


「式しき森もりは……」


「和かず樹きさんですか？　さっきまでいましたけど」


　その時、曲まがり角かどから男子生徒が姿を見せた。


「あ、和樹さんだ。こっちでーす」


　夕菜が手招きをする。


「遅おそいですよ。いなくならないでください」


「ごめん。なにかあったの？」


「凜さんが捜さがして──あら？」


「……どこに凜ちゃんが？」


「おかしいですね。今ここにいたのに」


　凜はその言葉を、ロッカーに押おしつけた背中で聞いた。


　和樹が来ると思った途と端たん、身体からだが勝かつ手てに動いて、ロッカーの陰かげに身を隠かくしてしまったのである。嫌きらうチャンスのはずなのに、直ちよく視しすることができなかった。


　どうしようと思っていると、夕菜が顔を出した。


「あー、こんなところにいた」


　彼女は少し怒おこったような口く調ちようをしていた。


「なんでいなくなっちゃうんですか。こんなところに隠れて」


「いえ……その……」


　口をもごもごさせる凜。夕菜が後方を振ふり返った。


「和樹さん、凜さんここにいますよ」


「えっ！」


　つい大きい声を出した。


「なんですか？　凜さんが和樹さんを捜していたんじゃないですか」


「そっ、そうなんですが」


「お話があるなら直ちよく接せつ言ったほうがいいですよ」


「いや、しかし……」


　夕菜は聞いていなかった。和樹になにか言っている。


　ある意味夕菜の言うとおりである。和樹と直接顔を合わせれば、薬の力で嫌いになることができるのだ。だから今はいい機き会かいだ。


　凜は大きく息いきを吸すった。ただ男の顔を見るのに多大な努力を必要とするとは変な話だが、とにかく剣けん道どう大たい会かいの決けつ勝しよう戦せんと同じくらいの緊きん張ちよう感かんがある。


　下を向いてると、男の影かげが目に入った。こっちに向かってぐっと伸のびる。


「凜ちゃ──」


「……わーっ!!」


　凜はとっさに耳を塞ふさいだ。目までつぶって、反対方向へ駆かけだした。


　場所なんかどこでもいい。とにかく、走って走って走りまくった。





「……いっちゃった」


　和樹は呆あきれたように呟つぶやいた。


「どうしたのでしょう」


　夕菜も首をかしげている。


「和樹さんに話があったようなんですけど」


「でも僕ぼくと顔を合わせる前に走って行っちゃったよ。嫌われるようなこと、したかなあ」


　あまり記き憶おくになかった。あまり、というのは無意識のうちにやっている可能性があるわけで、ことプライドの高い凜だから、いつの間にか気を悪くさせていたのかもしれない。


「それにしては、耳を塞いでいっちゃうなんて変ですよね。いつもの凜さんなら怒り出すところです」


「そうだね。日本刀を鞘さやから抜ぬくのに」


「悪い電でん波ぱでも受じゆ信しんしたのでしょうか」


「耳にアルミホイルをつめて来るのかなあ……」


「……あんたたち、なに馬ば鹿かな話をしてるのよ」


　別方向から声がした。玖里子がいつの間にか来ていた。


　彼女は剣けん豪ごう少女が走り去った方角を、顎あごをしゃくって示しめした。


「今、耳を塞いだ凜とすれ違ちがったわよ。和樹、なんかしたんでしょう」


「えっ……なにもしてないですよ」


　和樹は慌あわてて両手を振る。


「本当？　具ぐ合あい悪わるそうだったから心配したんだけど、あれは心こころの病やまいね」


「心配ですね。どんな病気なんですか」


「あんたのせいじゃない」


「……なんで僕なんですか」


「そうなのよ」


　鈍にぶい奴やつだと言わんばかりの玖里子。


　腕うで組ぐみをして疑ぎ問もん符ふを浮うかべる和樹の代わりに、夕菜が訊きいた。


「凜さんはどこに行ったんですか？」


「生物部室じゃないかしらね。あの方向だと」


「行ってみましょうか。本当に病気だったら大変ですし」


「そうね。先に家に帰るわけにもいかないわ」


　夕菜の言葉に玖里子も同意する。彼女たちは、早さつ速そく部室棟とうへと向かった。


　和樹は「だから、なんで僕のせいでそんな病気になるのさ」と訊き続けたが、玖里子に「分からないなら黙だまっていて」と言われ、無む言ごんでついて行くことになった。





　出ていったときと同じく、生物部室には誰もいなかった。凜にはむしろこれが良かった。


　中に入って内うち側がわから鍵かぎをかけ、ほっと一息ついた。


　同時に「なんでこんな馬ば鹿かなことをしてるんだ」という後こう悔かいが押おし寄せてきた。ここで悩なやみ、保健室で変な薬を飲み、和樹に会う直前で逃にげ出して、またここにいる。時間だけが経けい過かしていて、なにも変わっていないのだ。カエルの生せい態たい記き録ろくまでそのままだった。


　やはり以前のような自分には戻もどれないのかと思う。せっかく嫌きらうチャンスだったのに、和樹が近づいた途と端たんにあの有あり様さまだ。まったく情なさけない。


　凜はがっくりして椅い子すに座すわった。


　嫌うことはまた今度にしよう。ごく普ふ通つうに接せつして、ごく普通に会話を交かわせばそれでいい。特とく別べつに意い識しきをするからやっかいなことになるのだ。また夕菜が挑ちよう発はつしてくるかもしれないが、そこはケースバイケースで。


　なんとか心を落ち着けると、カエルの水すい槽そうに向き直り、ボールペンを取った。記録を取らなければならない。


　日付を書こうとしたら、部室の扉とびらがノックされた。


「凜ちゃん、いる？」


　和樹の声だった。間まがいいんだか悪いんだか。開いてるぞと言おうとして、鍵をかけたことに気づいた。立ち上がり、開かい錠じようしようとして──


（……薬を飲んだままだ！）


　背中に汗あせが噴ふき出た。今ここで顔を合わせたら、自分の意い志しに関かかわりなく嫌ってしまう。いや自分の意志だが、薬物によって強きよう制せいされたものだ。


　しかしこれは昔の自分を取り戻すチャンスでもある。だがそれは今度にするとさっき決めたはず。いやいやこれを逃のがしたらもう二度とこないかも。ちょっと待て本当に嫌う必要があるのかよく考えろでもやっぱりここは──


「ねえ凜ちゃん、どうしたの？　具合悪い？」


　はっと我われに返る。とりあえず鍵を確かく認にんして、言った。


「あー、こ、ここにいる」


　緊きん張ちようして、つい声が裏うら返がえってしまった。


　和樹は変に思ったか、ノックがぴたりと止やんだ。それでも安心したらしく、


「良かった。ここ、開けてよ」


「いやそれは、まずい」


「……なんで？」


「それはな……えー」


　正直に「黙だまって健康ドリンクを飲んだらそれがロクでもなくて」と言うのはみっともなかったので、ついごまかした。


「か、風か邪ぜをひいたらしいんだ。うつすとまずいから」


「……風邪なの？　だったら余よ計けいに帰き宅たくした方がいいよ」


　どんどんどんと、ノックの音が激しくなった。





　和樹はノックを続けた。中からは凜がごにょごにょ言う声が聞こえていた。


　もう一度叩たたこうとしたら、玖里子に止められた。


「止めなさいよ。うるさいだけ」


「凜ちゃん、風邪ひいたらしいです」


「そうなの？　だったら早く帰らせた方がいいけど……」


　玖里子はじっと扉を見つめ、


「風邪じゃなくて、別のわずらいじゃないかな……」


「なんにしても、病気なら医い者しや行かなきゃ」


　和樹はドアノブのあたりに口を近づけた。


「ねーえ、開けてよ。病びよう院いんが嫌いやだったら、一いつ緒しよに行ってあげるからさ」


　今度は軽くノックをした。





　風邪と答えたのを凜は後こう悔かいした。和樹はますます離はなれなくなってしまったようだ。


　おまけに「病院まで一緒に行く」などと言っている。つい「私は子供か」と呟つぶやいた。


　しかし病院の待まち合あい室しつで一緒に座すわっているところを想そう像ぞうし、心が弾はずんでしまった。ああいう優やさしいところは評ひよう価かできるな、なんて思ったりする。


　またノックが聞こえ、いかんいかんと首を振ふった。


「凜ちゃーん」


「だから入ってくるな。そっとしておいてくれ」


「病気なら、医者に診みてもらった方がいいって」


「その判はん断だんは私がする」


「紅尉先生に来てもらおうか？」


「いらん」


　机の上に載のっていた薬を黙って飲んだことがばれたら、一いつ生しようの恥はじだ。


　外が静かになった。やがて、外でなにやら合が点てんがいったような会話がなされ、和樹から夕菜に代わる。


「凜さんごめんなさい。病気というか……気分が悪いんですよね？」


「そ、そうです。気分がちょっと」


「分かります。イライラとか、そういうのありますもんね」


「ええ……そうですね」


　扉とびらの向こうで、妙みように納なつ得とくしたような雰ふん囲い気きが流れていた。


「よく分かりました。ここを開けてください」


「いやそれはちょっと」


「安心してください。和樹さんには離れていてもらいます。同じ女の子ですから、遠えん慮りよはいりませんよ。あれ、始まったらきついですもんね」


「…………」


　凜は頭の中の砂すな時ど計けいが落ちきるまで、独ひとり惚ほうけていた。


「あの、凜さん？」


「……へ、変なこと言わないでください！　それじゃありません！　だいたい、もう終わりました！」


　顔を真まっ赤かにして怒ど鳴なる。


「……もうあがっちゃったんですか？　おばあさんみたい」


「そうじゃなくて、二日前に終わったんです！　とにかく、ここは開けません！」


　やけくそになって、バリケードを築きずき始めた。机や椅い子すを扉の前に積み上げていく。


「先に帰っていてください。半日はここから動きませんから！」





「怒おこられちゃいました」


　夕菜はきょとんとしていた。


「あれじゃなかったみたいです」


　和樹には、夕菜と凜でなされた会話がよく理り解かいできなかった。


「あれって？」


「……言わせないでください」


　彼女は顔を赤くしてそっぽを向いた。


　どうにも和樹には難むずかしい話であった。女の子同士でしか分からない暗あん喩ゆみたいなものがあるようだ。玖里子が苦く笑しようする。


「あれじゃなかったってことだけ知ってりゃいいのよ。それで、半日は出てこないんでしょう？」


「みたいですね」


「それじゃ日が暮くれちゃうわ。とんだアマテラスよね」


　下校時間はとうに過ぎている。すでに空は茜あかね色いろに染まりつつあった。


「ここの鍵かぎ、借かりてきましょうか？」


　夕菜が言った。当たり前だが部室の鍵は外からでも開けられるようになっていて、予よ備びも何本か保ほ管かんされていた。


「そうね、お願い。生徒会室にあるから。あたしの名前を言えばいいわ」


　夕菜は「分かりました。いってきます」と返事をして、本校舎に走り去った。


「でも、無理矢理扉を開けて、凜を引きずり出すってのも強ごう引いんよね」


　玖里子が呟いた。


「そうですねえ……」


　和樹は生返事をする。しかし玖里子は真しん剣けんに、眉み間けんにしわを寄せて、なにごとか考えていた。





　扉とびらの外が静かになり、凜はほっとした。力ずくで雪な崩だれ込んでこられるのが一番困こまるのである。ここまできて和樹と顔を合わせるわけにはいかなかった。


　いつ「嫌きらう」が「嫌わない」になったのか自分でも謎なぞだったが、こうなったら籠ろう城じようを続けるよりないのであった。


　彼女は愛あい用ようの日本刀を握にぎりしめ、城しろ攻ぜめに対たい抗こうする城じよう主しゆのような心しん境きようで扉を睨にらみ続けた。


「……あ……」


　なにか外から聞こえてきた。


「……あん……駄だ目めよ……」


　玖里子の声だ。どこかなまめかしく、艶つやがある。


「……もう、駄目だったらあ……せっかちねえ……」


　せっかち？　部室の扉を破やぶるのに破は壊かい槌づちでも持ってきたのだろうか。投とう石せき避よけの覆おおいまでつけていたら、まさに中ちゆう世せいの攻こう城じよう戦せんだ。


「やん、そんなところ触さわらないで……ふふ……ここは外なのよ……その方が燃もえる？」


　凜は思わず身体からだを乗り出した。扉を壊こわす準じゆん備びをしているのではない。もっと別のことだ。


（玖里子さんのあの声は……まさか式森が!?）


　目の前が真っ赤になる。無意識のうちに刀の柄つかに手が伸のびた。


（なんといかがわしい……学校で、しかも外でするようなことか！　許ゆるさん！）


　バリケードに駆かけ寄よった。積み上がっている机や椅子を急いでひっぺがす。


「ほおら、凜に聞こえちゃうから。もっと優やさしく……ね？」


（聞こえるようにやっているくせに！）


　鍵を外そうとする。


　そこで気づいた。そうだ、聞こえるようにやっているのかもしれない。わざと破は廉れん恥ちな声を上げて、扉を開けさせようとする魂こん胆たんである。そう言えば、アマテラスがどうだと話していたではないか。


　刀を鞘さやに戻もどす。扉に耳をくっつけた。


　音がしなかった。ただ、荒あらい息づかいだけが聞こえていた。


「もう……和樹ったら、そんな激しくしないで。この手はここ」


　衣きぬ擦ずれの音がした。続いて玖里子の嬌きよう声せい。


「ホック外はずして……ああん、舐なめちゃ……いやん」


　舐めるが耳に入った瞬しゆん間かん、凜の理り性せいは弾はじけ飛んだ。


「ななななにをしてるんです！　こら、式森ー!!」


　先ほどまでの冷れい静せいな推すい測そくはどこかへ消えてしまい、代わりに生の感情が集団で駆かけ寄よってきた。頭の中を想そう像ぞうやら妄もう想そうやらが暴れ回る。


　凜は鞘を投げ捨すて、片手に日本刀を持ち、ドアノブに手をかけた。





　誰かが階段を駆かけ上がってきた。


「鍵かぎ、借かりてきました」


　夕菜であった。走って戻ってきたらしく、息を切らしている。後ろには舞穂がいた。途と中ちゆうで連れてきたのだろう。玖里子は残念そうに、和樹の口から手を離はなした。


「夕菜ちゃん、もう少しで鍵いらずだったんだけど」


「はい？」


　夕菜が不思議そうな顔をする。


「なに言ってんですか」


　和樹は喉のどをぜいぜいと鳴らしながら、


「玖里子さんが変なことするから、こっちは焦あせりましたよ。誤ご解かいされたらどうするんです」


「あら。あたしの手のひら舐めたくせに。ぞくっとしたわ」


「長い間口を塞ふさがれてりゃ、舐めもしますよ」


　制せい服ふくの乱みだれを直す。玖里子に羽は交がい締じめにされたあげく、喋しやべることができないよう口を塞がれていたのであった。


　玖里子は手をあげて和樹の言葉を制せいし、ドアノブを見つめた。


　レバー式の取っ手が少しだけ動いて、元に戻った。


「ほら気づかれた」


「こんなのすぐに気づかれますよ。やっぱり鍵で開けた方が早いです」


　和樹は夕菜から鍵を受け取った。鍵穴に差し込む。


「凜ちゃん、開けるよ」


　回そうとするが──動かない。


「あれ？」


　固かたかった。なにかに引っかかっているみたいだ。


「おかしいな。夕菜、この鍵だよね」


「ええ。生徒会の人にも確かく認にんしました」


　和樹はもう一度力を込めた。





　凜は必死でサムターンを押おさえていた。


　玖里子のあえぎ声には我われを忘れたものの、危あやういところで踏ふみとどまった。ところが今度はスペアキーである。指先でなんとか固定しながら、壁かべの時計を見た。


　たった二時間しか経たっていない。このままでは和樹と顔を合わせてしまう。もしもそんなことになったら──


（冗じよう談だんではない。嫌きらいになどなりたくない！）


　もはや当初目的から百八十度変わっていた。しかしそれを自じ嘲ちようする余よ裕ゆうすらない。


「し、式森、入るのはまだ待て！」


「なんでさ。風か邪ぜなんだろ。放ほうっておけないよ」


「そうじゃなくてだな……そうじゃなくて」


　言い訳も思いつかない。頭に浮うかんだことを端はしから口にする。


「生物部で飼かってるカエルの記録が取れないんだ。ノートも真っ白で頭も真っ白になって……ああ、なにがなんだか分からない。引き取ってくれ」


「……なに言ってるの？」


「だからカエルの口から魔ま界かい転てん生しようで佐さ藤とう浩こう一いちが千ち葉ば真しん一いちで柳生やぎゆう博ひろしなんだ。十じゆう兵べ衛えだったかもしれない。とにかく帰ってくれ！　頼む！」


　こうなると哀あい願がんであった。鍵を押さえていなければ、本当に土ど下げ座ざをしたかもしれない。


「……ねえ、凜ちゃん」


　不ふ意いに和樹の声せい質しつが、いたわるようなものに変化した。


「そこまで精神的に追いつめられるなんて、やっぱり僕が悪かったんだね。ごめん。謝あやまるよ。何回でも謝る。でも僕は凜ちゃんを助けたい。前の元気な凜ちゃんが好きだし、こんなところに閉じこもっているのを見み捨すてておけないんだ。僕にできることならなんだってするつもりだよ。だから、ここを開けて」


　心からの台詞せりふであった。ついぐっとくる凜。


「……本気なのか、式森」


「もちろんだよ」


「わ、私だって……こんなカエルやトカゲやばかでかい金きん魚ぎよや得え体たいの知れない剝はく製せいと夜を明かしたくなんてない！　というか、どうしてお前はこんなときに限かぎって優やさしいんだ！　普ふ段だん優しくしろ、普段！」


　激げつ昂こうしてしまい、つい手を離した。


　かちゃりと鍵が外はずれる。


　扉とびらが開いた。


　凜は目をつぶって下を向くが、間に合わなかった。部室に入ってくる和樹の顔は、しっかりと目に焼やきついてしまった。


「凜ちゃん……」


　肩かたに手が置かれる。


「し……式森……」
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　凜はかすれそうな声で言った。


「すまん式森……私はお前に冷つめたい態たい度どをとるかもしれない、厳きびしい言こと葉ばを浴あびせるかもしれない、はっきりと拒きよ絶ぜつしてしまうかもしれない……だけど覚えていてくれ。お前のことが嫌いなわけじゃないんだ。むしろ……」


　後の方は消えてしまい、言葉にならなかった。


「……え？」


「だから……何度も言わすな」


　その時、後ろで様よう子すをうかがっていた舞穂が口を出した。


「ねー、凜さん。さっきね」


「うるさいな……邪じや魔まをしないでくれ」


「紫乃さんがね、凜さんに『ごめんなさい』って」


「いきなり詫わびてどうしろと……」


「飲んだのは薬品じゃなくて、ただの健康ドリンクなんだって」


　ぱっと顔を上げた。


「……なに？」


　舞穂はいまいち事じ態たいが飲み込めていないような感じではあったが、台詞を続けていた。


「薬はねー、紫乃さんが自分のカバンにしまっておいたんだって。凜さんが焦あせっていたみたいだから、つい悪戯いたずらしたって言ってたけど……なんなの？」


「あ──」


　凜は全身から力が抜ぬけるのを感じ、へなへなと座すわり込んだ。


　つまり保健室で飲んだのは純じゆん粋すいに市し販はんされている健康ドリンク剤ざいで、なんの影えい響きようもなかったのである。むろん、好き嫌いの感情にも。


　不安そうな和樹の顔が目に入った。


「大だい丈じよう夫ぶなの、凜ちゃん」


「式森……」


　彼女は再び日本刀の柄つかをぐっと握にぎった。


「私が言った言葉の最後、覚えているか？」


「え、えーとね。あまり覚えてない……」


「……覚えてないのか」


「うん……」


　凜は自分の頭に、一いつ瞬しゆんにして血ちが上るのがわかった。


「ふ、ふざけるな。私がどのような思いをして言ったと……」


　歯をぎりっと嚙かみ鳴ならす。和樹が怯おびえたように後ずさる。そこを目がけて刀を振ふるおうとし──力を抜いた。


「止やめた」


「……え？」


「覚えてないならいい。そもそも、お前に何かを期き待たいするのが間ま違ちがっているのだ。いちいち熱あつくなっていられるか」


　和樹はしきりと目をしばたたかせていた。夕菜と玖里子もぽかんとしている。


　凜は三人に手を振った。


「外に出てくれ。私も帰るからここは閉しめる」


「凜ちゃん、風か邪ぜとかカエルとかは……」


「気が抜けた。カエルは明日回しだ。出ていかないなら先に帰るからな。予よ備びの鍵かぎは、元のところに返しておいてくれ」


　凜はさっさと支し度たくをした。電でん気きを消し、カバンを持って外に出る。


　ちらりと振り返った。和樹はまだ、戸と惑まどったように立ちつくしていた。


　彼女は大きく息いきを吸すった。


「──馬ば鹿か！」


　それだけ言うと、走り去っていった。




　第十五話　年上の女ひと










　時間はすでに夕ゆう刻こくで、太陽もそろそろ地ち平へい線せんに潜もぐり込こむ頃ころ合あいだった。駅前の広場は買い物をする客と帰宅しようとするサラリーマンで、かなりの混こん雑ざつを見せていた。


　文ぶん房ぼう具ぐと菓か子しを買かった式しき森もり和かず樹きは、人の流れを避さけるようにして歩いていた。瘦やせた学生の間をすり抜ぬけ、太ふとった主しゆ婦ふに押おされつつ、家へ続く歩ほ道どうへと移動する。しばらくふらふらしていると、ようやく人ひと混ごみが緩かん和わした。


　手に持った菓子の箱が潰つぶれていないかどうか確かく認にんをする。なんともなっていなかった。


　駅の側そばにある店で買ってきた洋菓子である。テレビや雑誌ではそれほど話題になっていないが、知る人ぞ知る手作りケーキの店らしい。


　休み時間中、クラスメートとの会話で、たまたまこの店が話題になった。聞いていた宮みや間ま夕ゆう菜なが「食べてみたい」と言ったので、帰りに直接駅まで寄よったのである。


　夕菜だけではなく、他ほかの女の子の分も買ったので、結けつ構こうな量りようがある。保ほ冷れい剤ざいが入っているが、時間が経たってしまうと困るので、足を速めた。角を曲がって帰き途とにつく。人の数もまばらになっていた。


　路ろ肩かたに黒の外がい車しやが停とまっていた。ポルシェだ。ガードレールには運うん転てん手しゆらしい女性が難しい顔をして、なにやら眺ながめていた。


　和樹は横を通り過ぎた。


「ああ、そこの君」


　女性が声を掛かけてきた。


「はい？」


　立ち止まり、振ふり返る。


　女性が手て招まねきをしていた。黒くろ塗ぬりの外車と同じく黒ずくめのパンツスーツを着ている。ショートヘアーで髪かみも真っ黒。タバコをくわえた口とやや吊つり上がった目が印いん象しよう的てきで、どうにもキツそうな気がした。


「これ、どこだか分からないかな」


　彼女は和樹に、手に持った紙し片へんを突つきだした。雑ざつな字じと線せんで描えがかれた、手書きの地図だ。


　和樹には、どこだかすぐに分かった。


「……ええと、ここを真まっ直すぐ行って、左に入ったところです。そこから二つ目の角を右に曲がってください」


　指を動かしながら指さし示しめす。今住んでいる家の近くであった。


「ありがと」


　女性はくわえタバコのまま礼れいを言い、地図をポケットにしまった。


　それから和樹のことをじろじろ眺める。


「……葵あおい学がく園えんの生徒かい？」


「ええ、そうですけど」


　軽かるく返事をする。着ている制服は、この辺の住じゆう民みんなら誰だれでも知っている。


「ふーん」


　それから和樹の顔をじっと見た。


「……なんでしょう」


「いや……ふむ……君」


　とそこまで言って、彼女は車を指さした。


「乗のんな」


「えっ？」


　和樹は戸と惑まどった。


「な、なんですか、いきなり」


「いいから」


　女性が和樹の腕うでを摑つかむ。助じよ手しゆ席せき側まで連つれていかれた。


「待ってください。どうして僕ぼくが車に……」


「ちょっとつきあってもらうだけだ。いいから乗った乗った」


　軽い口く調ちようだったが、有う無むを言わせないものがあった。強ごう引いんに押おし込められる。


「あー、和樹君だー」


　道路の反対側から声がした。


「なにしてるのー」


　栗くり丘おか舞まい穂ほであった。和樹を見て手を振っている。


「舞穂ちゃん!?　そこで待っ……あっ、ちょっ、離はなしてください！」


　女性は和樹を摑んだままエンジンをかけた。セルモーターが回り、腹はらに響ひびく排はい気き音おんを立てる。


　ドアが閉しめられた。


「やめてください、なにをするんです！」


「顔出してると怪け我がするぞ」


　舞穂がなにか叫さけんでいるが聞こえない。黒塗りの外車は滑すべるように走っていった。





　一方、こちらは宮間健けん太た郎ろう邸てい。


「和樹さん、遅おそいですね」


　宮間夕菜は時計を見た。学校で和樹と別わかれてから、かなりの時間が経たっていた。


「そうね」


　風かぜ椿つばき玖く里り子こも返事をする。二人は一階リビングで、所しよ在ざいなげに座すわっていた。


「駅前でお菓か子しを買ってくるだけなのに、こんなに時間がかかるなんて」


「そうね」


「こんなことなら、わたしも一いつ緒しよに行けば良かったです」


「そうね」


「これだから授業に遅ち刻こくも──」


「そうね」


　夕菜はちらりと、生返事を続ける玖里子を眺めた。


「……玖里子さん、足元にゴキブリが」


「そうね……きゃっ、なに、なに!?」


　彼女は飛び上がり、慌あわてて足をじたばたさせた。


　夕菜がじと目でその仕し草ぐさを見つめる。


「玖里子さん、わたしの言ってたこと、聞いてました？」


「え……あ……ご、ごめん」


　彼女は小さくなり、手を合あわせた。


「もう……。どうしたんですか、らしくないですよ」


「ごめんね。考えごとしてて」


　玖里子はそわそわと、貧びん乏ぼう揺ゆすりをした。


「どうしたんですか」


「んー……実はね」


　玖里子はさも言いにくそうに喋しやべっていた。


「あたしにね、客が来るのよ」


「お客さん？」


　夕菜は拍ひよう子し抜ぬけした。


「なら気にすることないじゃないですか。わたしたち、別に邪じや魔ましたりしませんよ。それならお茶ちやの準じゆん備びをした方がいいですね」


　腰こしを浮うかそうとした彼女を、玖里子が押しとどめる。


「いいのいいの、そこまでしなくて。外で会うつもりだったんだから」


「遠えん慮りよしなくていいですよ」


「遠慮っていうか……他人に見せたくないって言うか……」


　台詞せりふの語ご尾びが聞き取りづらくなる。


「どうしたんです？」


「あのね……苦手な客なのよ」


　困ったように喋る玖里子。


「苦手って……お金でも借りているんですか？」


「そうじゃないんだけど……」


　その時、玄げん関かんから声がした。


「ただいまー」


「ただいま帰りました」


　明るい方は舞穂、落ち着いた方は神かみ城しろ凜りんであった。リビングまでやってくる。


「お帰りなさい」


　夕菜が立ち上がって出で迎むかえた。


「和樹さん、見ませんでした？」


「私は会いませんでしたが」


　凜が舞穂を見ながら続ける。


「舞穂ちゃんが駅の方で」


「なんかねー、真っ黒な外車に乗ってたよ。女の人と一いつ緒しよだった」


「女？」


「うん。きれーな人だった」


「女……」


　夕菜の目つきが鋭するどくなる。呪のろいの言葉を吐はこうとした。が、


「えっ!?」


　びっくりするような大声を上げたのは、玖里子であった。


「ちょっと舞穂ちゃん、黒の外車って……その女、目つきが悪くてくわえタバコじゃなかった!?」


「そんな感じだった」


　玖里子はソファから飛とび上がった。顔が青くなり、汗あせまで噴ふき出でている。


「ねっ……姉さん」


「姉さん？」


　夕菜と凜と舞穂は、一いつ斉せいに同じ言葉を口にした。





「風椿葉は流る華か……さん？」


　和樹は聞いたばかりの名前を、思わず口にした。


「そう」


　玖里子の姉は、ショットグラスを傾かたむけながら言った。


　ここは雑ざつ居きよビルの地下にあるショットバーである。店内は落ち着いた灯あかりに照てらされ、カウンターの向こうには見たこともないボトルが並んでいる。いかにも大人のカップルが来そうだが、まだ時間が早いため、店内にはほとんど客がいなかった。


　葉流華は入るなり丸テーブルに座すわって和樹のコーラを頼たのみ、自分にはシングルモルトウイスキーを運ばせた。運うん転てんするんじゃないのかと思ったが、彼女は気にせず飲んでいた。


「玖里子さんのお姉さんだったんですか。麻ま衣い香かさんなら見たことありましたけど……」


「あれは一番上の姉。わたしは三番目なんだ」


「えーっと、前に風椿家のパーティーがありましたけど、いらっしゃってました？」


「いいや」


　話によると、葉流華は商しよう用ようで国内はもとより海外まで飛び回っていて、あまりひとつの所にいないらしい。こうして東京にいるのも、かなり久ひさしぶりとのことであった。


「よく僕のことを知ってましたね」


「写真で見た」


　そう答え、琥こ珀はく色の液えき体たいを空からにする。ダブルを頼んだはずだが、あっという間に飲のみ干ほしていた。


「玖里子が持ってるからな」


「玖里子さんが？」


「そう」


　なんのつもりだか分からないが、玖里子が自分の写真を持っているとは、変な気分だった。


　葉流華はタバコに火をつけた。


「わたしは半月ほど前に日本に帰ってきたんだ。ちょっとだけ玖里子に会って、そこで君の話を聞いた。しかしまあ、写真通りの顔だな」


　褒ほめられているのかけなされているのか分からない。


「はあ……。それで、なんで僕を拉ら致ち、みたいなことをしたんですか」


「また海外行かなきゃならんので、離り日にちする前にもう一度玖里子と会おうと思っていた。そうしたらたまたま君を見つけた」


「でも、だったら玖里子さんにも会った方が……」


「いいんだ。君と話がしたいと思っていたから」


「そうですか」


　なんとなく和樹は返事をした。話をしたいと言われても、話わ題だいが豊ほう富ふではないので、たいしたことは提てい供きようできない。


　もっとも葉流華の方も、世間話がしたいわけではないらしい。勢いよく、天てん井じように紫し煙えんを吐いて言った。


「で、聞きたいんだが、学校での玖里子はどんな感じだ？」


　突とつ然ぜんの質しつ問もんだったので、少し驚おどろいた。
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「感じ、ですか」


「君からの印いん象しようで構かまわない」


「そうですね……普ふ通つうなんだと思います」


　今までの出来事を思い出しながら言う。


「その、相変わらずのイケイケ……あー、活かつ発ぱつです。最近はそうでもないですけど、僕を見たら押おし倒たおそうとしてましたし」


　相手が肉にく親しんなので、できる限り言葉を選んだ。


「今は獲え物ものを狙ねらって息いきを潜ひそめているっていうか、まだ僕の身体からだが目当てなのかなと。あ、頼たよりがいのある女性って感じも強いです。玖里子さん積せつ極きよく的てきですから、最初は僕の方が戸と惑まどっちゃって」


「ほお」


　葉流華は感かん心しんしたような声を出した。


「玖里子が積極的ねえ。ふーん」


「やっぱり、そういう女性ですから……」


「へーえ」


　彼女は半分ほど吸ったタバコを、灰はい皿ざらに押しつけた。


「君、玖里子に狙われてんだ」


「ええまあ……ご存じなかったんですか？」


「麻衣香姉ねえがそうしろって命じていたのは知ってたけどな」


　葉流華はちょっと視し線せんを巡めぐらし、携けい帯たい電でん話わを取りだす。


「……あの？」


「もうちょいつきあってくれるか」


　電話番号を呼び出すと、通話のボタンを押した。





　舞穂の話を聞いてからというもの、玖里子は落ち着きを失うしなっていた。立ったり座すわったり、リビングをうろうろしたり、何な故ぜか踊おどり出したりしている。いつもの彼女からすれば、かなり珍めずらしい光こう景けいだった。


　夕菜はとりあえず、ソファに座るよう勧すすめた。


「どうしてそんなに慌あわてるんですか。玖里子さんの姉妹しまいの方かたなんですよね」


「そうなんだけど……」


「あの怖こわそうな女の人ですか？」


「麻衣香姉じゃなくて、葉流華姉。見たことないと思うけど」


　どよんとした目で、夕菜の方を向く。


「それはまあ……。でも麻衣香さんじゃなければ」


「なに言ってんの！　あたし葉流華姉苦にが手てなのよ」


　叫さけぶや否いなや、頭を抱かかえた。


「もう滅め茶ちや苦く茶ちや優ゆう秀しゆうで、企き業ぎようの社しや外がい取とり締しまり役やくや経けい営えいコンサルタントをいくつも掛かけ持ちしてるのよ。それはいいんだけど、皮ひ肉にくっぽいし人の心をすぐ見み透すかすの。なにやってもお見通しって感じで、話すだけで緊きん張ちようしちゃって……。麻衣香姉はクールなんだけど、葉流華姉は底知れない恐おそろしさが……」


　ぶつぶつと、底そこなし沼ぬまに沈しずみ込むように喋しやべっていた。放ほうっておいたら、そのまま力つきそうだ。


「でもそのお姉さんと会うつもりだったんですよね」


「葉流華姉が『会いに行くから、時間空あけとけ』って言うのよ」


「断ことわれば……」


「無む理り！　あたしに用よう事じがないこと知ってて言うんだもん。一いち応おう、友達と一いつ緒しよに住んでいるからって断ったんだけど、にやって笑って『友達同席でも、わたしは構かまわない』って……」


　夕菜は、ここまで玖里子を狼ろう狽ばいさせる女性を逆に見てみたくなったが、とりあえずなぐさめることにした。


「あまり気にしない方がいいんじゃないんですか。仮にも肉にく親しんなんですから」


「苦手なもんは苦手なのよ。せめてひとりで会おうとしたんだけど、なんかそれも気が進まないし……」


「なにもそこまで……」


　その時、電話が鳴なった。


　玖里子が身体からだをびくっとさせ、リビングに置かれた子こ機きを眺ながめる。彼女が一番近いのだが、そのまま動こうとしない。仕し方かたないので凜が出た。


「はい……ええ、そうですが」


　丁てい寧ねい口調で応おう対たいする凜。どうやら知り合いではないらしい。


「はい……はい？」


　凜は送話口を手で押おさえた。


「玖里子さん、電話です。風椿葉流華と名乗っていますが……」


「やっぱり……」


　玖里子はうめいた。夕菜は不ふ思し議ぎそうな表情をした。


「お姉さんにここの電話番号、教えたんですか？」


「教えてない」


「なんでかかってきたんでしょう」


「そういう人なの」


　ため息をついて、玖里子は子機を受け取った。


「お電話代わりました……。はい……いえ……そんな、すみません……」


　なんだか分からないが謝あやまっていた。


「……そうですか……ええ……え？　でも……分かりました、行きます……」


　それから二ふた言こと三み言こと会話をして、電話を切る。


　玖里子は大きくため息をついて、子機を元の場所に戻もどした。


「なんか駅の近くのショットバーに和樹といるから、来いって」


「そうですか。帰りはいつごろ……」


　夕菜が質しつ問もんしかけた途と端たん、玖里子はがばっと頭を下さげた。


「お願い、みんなも一緒に来て！」


「ええっ？」


　三人は疑ぎ問もんの声を上げた。


「ひとりで会うつもりだったんじゃないんですか？」


「私たちはお姉様と初しよ対たい面めんですから……」


「なんか付つき添そいみたいで変ー」


　玖里子はそれらをうち消すように、さらに平へい身しん低てい頭とうする。


「そうなんだけど、やっぱりひとりじゃ不安なの。離はなれた席で見守っててくれればいいから。お願い！」


「でも……」


「お願いったらお願い！　あとでなんでもおごるから！」


　そこまで言われれば拒きよ絶ぜつするわけにもいかない。三人は玖里子についていくことにした。





　葉流華は携けい帯たい電でん話わを畳たたんだ。


「ちょっと時間がかかるかもしれんが、来るだろ」


「玖里子さんが、ですか？」


「ああ」


　そんなに簡かん単たんに来るものなのだろうかと思ったが、彼女は疑っていないようであった。


　店内に音楽が流れ出した。和樹はストローに口をつけようとして、コップの中身が空からになっていることに気づいた。


「次はなに飲む」


「いえ、もういいです」


「遠えん慮りよするな。まだ聞きたいことがあるんだから」


　葉流華はジンジャーエールを頼たのんだ。


　ほどなくしてトールグラスが運ばれ、空のコップと交こう換かんされた。


「さて、式森君」


　玖里子の姉は、やや身を乗り出していた。


「君、玖里子にやられちまったか？」


「ぶっ！」


　飲み込もうとした液えき体たいを、ついもどした。


「なっ……なにをいきなり……！」


　げほげほとむせ返りながら、かろうじてそれだけ口にする。


「だから、やられちまったかっての」


「そっ、そんなことは……。僕はですね、玖里子さんだけじゃなくて、そういうことは一いつ切さい……」


　変な認にん識しきをされていてはたまらない。必ひつ死しになって言った。


　信じるか不明だったが、彼女はあっさりとうなずいた。


「だろうな」


「……え？」


「あれにそういうことはできんよ」


　意い外がいな台詞せりふに、和樹はきょとんとする。


「いえでも、否ひ定ていしておいてこんなこと言うのはなんですけど、玖里子さんはいつも僕を押おし倒たおそうとしていて……」


「まあそういうふりはするだろうな」


　一人で納なつ得とくしている葉流華。


「そうなんですか？」


「そう」


　確かく信しんに満みちた声であった。


　和樹はしばらく考え、思い切って言う。


「でもそれは信じられないですよ。玖里子さんのあれは本気ですって。僕、本当に脱ぬがされかかったんですから。それこそ誰が見てようがお構かまいなしだったし」


　頭の中で反はん芻すうした。なにしろ初めて会ったときから、身体からだを狙ねらってきたのである。ボタンが跳とんだことも一度や二度ではない。


「人が見ていても？　ああ、そりゃわざとだ。誰かが止めに入るのを誘さそってるんだ」


「……まさか」


「最初のうちは結構本気だったかもな。だけど今は駄だ目めだ。君と会ったころの玖里子とは違ちがうはずだ」


「でも、こう言ってはなんですけど、葉流華さんあまり玖里子さんと会ってなかったんですよね。違いが分かるとは……」


「姉としての勘かんだ」


　葉流華は少しだけ口の端はしを曲げる。


「それにね、玖里子はあれでうぶなんだよ」


　当とう然ぜんのように言う。


　うぶとはまた、玖里子に似に合あわない単語である。それでも姉が言っているのだから、間違いないのかもしれない。


　しかしまだ、和樹には納なつ得とくがいかない。


「うぶなんてことはないです。玖里子さんにはボーイフレンドが沢たく山さんいますよ。校内のミスコンだって一位でしたから、言い寄る男だってすごく多いです」


「表ひよう面めんはな。だけどうぶはうぶだ」


「まさか」


「本当だとも。いいこと教えてやろうか」


　葉流華は声を潜ひそめるようにして、あることを告つげた。


　和樹はぽかんと口を開けた。


「それは……噓うそですよ」


「噓なものか」


「信じろっていうのが無理です。だって玖里子さんが──」


「じゃあ賭かけよう」


　葉流華がにやりとした。


「さっき言ったことが本当か噓か。噓だったら、君の好きなものをなんでも買ってあげる」


「本当だったら？」


「そうだな……」


　今度は別な言葉を告げた。


「それを……賭けるんですか？」


「ああ。受けるかい？」


「……分かりました」


「よしよし」


　葉流華は満足げにうなずく。店員を呼んで、つまみを何なん皿さらか注文した。


「食べていいぞ。これは賭とは別だ」


「どうも……でも、本当なんですか？」


「玖里子が来れば分かる」


　余よ裕ゆうの態たい度どであった。


　チーズとクラッカー、シーフードピザが運はこばれてきた。和樹は葉流華に言われたとおり、遠えん慮りよしないでもらうことにした。


　熱あつ々あつのピザを頰ほお張ばり、ふと顔を上げる。


　葉流華は静かにグラスを傾かたむけていた。


　そうしていると有ゆう能のうな私し立りつ探たん偵ていのようであった。麻衣香とはまた違ちがった感じの、大人の女性の雰ふん囲い気きを醸かもし出している。


「……話の続きだけどね」


　彼女はゆっくりと言った。


「うぶって単語が適てき切せつかどうかはともかく、玖里子にはあと一ひと押おしが欠かけるんだ。度ど胸きようがない」


　ここでも和樹は反はん論ろんした。


「ですけど、玖里子さんに度胸がないことないと思うんですよ。生徒会の仕事だってよくしてますし、リーダーシップもあって、みんなを引っ張っていけるお姉さん的なところが多いです」


「麻衣香姉がそうやって教きよう育いくしたからな。風椿の女は人の上に立っても、恥はずかしくない振ふる舞まいをしなければならない。余よ人じんを導みちびかなければならない。会社の手て伝つだいとかもしてるんだろ」


「ええ、してました」


「無理しなくていいと思うんだが……期待に応こたえようとしてるのかもな」


　ぐいとウイスキーを飲む。ショットグラスの中身が一気に減へる。


「応えようって……みなさん期待してるんですか」


「してるとも。わたしたちみんながしてる」


　この台詞せりふには、力がこもっていた。


「麻衣香さんは、すごくおっかなく接してましたけど……」


「麻衣香姉はそうだな。風椿全部に責任があるから、どうしてもそうなる。君にくっつくよう命じたのもあの姉だ」


「それはちらっとうかがいました」


「そういうことに玖里子は従したがっちまうんだ。逆さからったりできないんだよな。どこか弱いところがある」


「でも前に、麻衣香さんを引ひっ掛かけたことがありましたよ。パーティーで」


　夕菜が暴れて、麻衣香の屋や敷しきを半はん壊かいさせたことがあったのである。それを仕組んだのが玖里子だった。


「ああ、聞いたよ。ありゃ痛つう快かいだった」


　葉流華はくっくっくと笑った。


「玖里子にそんなことをする度胸があったとはね。……君らとつきあっているおかげかもしれないな」


「でも前から玖里子さん、ああいう性せい格かくでした。なにやってもおかしくないです」


「そうじゃない。あの娘こはね、もっと……そうだな、か弱い」


「…………」


　和樹は思わず目の前の女性の顔を凝ぎよう視しした。か弱いとは、まったく玖里子のこととは思えない評ひよう価かであった。


　葉流華は笑うのをやめ、真ま顔がおになっていた。


「これはわたしたち姉に責任があるんだ……。実は玖里子は、後妻の子供でね」


「らしいですね。聞きました」


「玖里子が喋しやべったのか。よっぽど君のことを信しん頼らいしてるんだな……それで、わたしたちとは血が繫つながっていない。だから引け目みたいのものを感じている。あと、自分でこんなことを言うのは馬ば鹿か馬鹿しいんだが、風椿の女は優ゆう秀しゆうなんだ。揃そろって出来がいい」


　そこで言葉を切った。


「そういう女に囲かこまれていたせいかな。小さいころは内うち気きで引っ込み思じ案あんだった。あまり喋らなかったな……これも聞いたかもしれないが」


「…………」


　知っていた。凜のパーティーをやる際さい、たまたま二人きりになったことがあり、玖里子が漏もらしていたのである。


「わたしの妹に江え美み那なってのがいて、玖里子に一番年が近いんだが、それでも九歳さい離はなれている。やっぱり世代が違っていて、微び妙みように話が合わないんだ。孤こ立りつしてたよな」


「今はああいう性格ですけど」


「反はん動どうだよ。もしかしたら、わたしたちへの反はん抗こうなのかもしれんな……」


　和樹は黙だまって聞いていた。玖里子の姉は、どこか遠い目をしていた。


　時計の長ちよう針しんが、ゆっくりと進んだ。


「でまあ、玖里子はそれまでの自分を否ひ定ていするように、奔ほん放ぽうになってるわけだ。君も悩なやまされてるんだろ」


「まあ、それなりに」


　今までの玖里子とのつきあいは、全すべて彼女から迫せまってきていた。冗じよう談だん半はん分ぶんに押おし倒たおされたものから、真ま面じ目めに唇くちびるを奪うばわれそうになったものまである。


「内面はかなり女の子だぞ。むしろ押されることになれてない。わたしとしては、君からアプローチをして欲ほしいくらいだ」


「アプローチって……。いえでも、やっぱり玖里子さんは年上ですから、どうしても主しゆ導どう権けんを持ってます」


「そんなに難しいことじゃない」


「僕には無む理りです」


「簡かん単たんだって。試ためしてみようか」


「試す？」


「そうとも……来たみたいだな」


　葉流華は会話を中ちゆう断だんさせた。


　扉とびらの開く音がする。「いらっしゃいませ」の声と足音がした。


　玖里子が、店内に入ってきた。


「時間かかったな」


「すみません……でも、早く来たつもりです」


　葉流華は座すわるように手て招まねきをした。玖里子は木もく製せいの椅い子すに、まるで生なま卵たまごに触ふれるかのように腰こし掛かけた。


　その背はい後ごでは夕菜たちが、別のテーブルに着ちやく席せきしていた。


「友とも達だちか？」


「はい」


　葉流華はバーテンに、夕菜たちが注文したものは全て自分が払はらうと告げた。


　妹にもなにを飲むか聞いたが、彼女はメニューを見つめるだけで答えない。結けつ局きよく和樹と同じジンジャーエールになった。


　玖里子は見るからに緊きん張ちようしていた。両手を前で組み、せわしなげに動かしている。ずっと会話をしていたせいか、和樹の方がよほどリラックスしていた。


　飲み物が来た。それにも手すら触ふれない。


　葉流華は紙巻きタバコをくわえた。


「玖里子」


「は、はい」


「なにを硬くなってる」


「だって、葉流華姉さんとは久しぶりで……」


「半月前に会っただろ」


「そ、そうでしたか」


　玖里子は紙ナプキンで額ひたいの汗あせを拭ふいた。


　葉流華はそれを待ち、


「なにか喋しやべったらどうだ。わたしは明日になりゃ成なり田たから機上の人だぞ」


「そ、そうですね……え、えーと、日本には、ずっといないんですか」


　聞いていた和樹がずっこけそうになった台詞せりふであった。国外に出ると言っているのに、日本もなにもない。


「いないよ」


「そうですか。良かっ……いえ、なんでも」


　急いで口をつぐむ。


「良かったか？」


「そっ、そんなことありません！　でも姉さん、千ち代よ田だ区くにあんな大きいビルを持っているんですから……」


「住すむわけじゃない。それに千代田区は地じ獄ごくもいいとこだ。歩きながらタバコも吸すえやしない」


「そうですね……地獄……です」


　なんともおかしな会話であった。


　玖里子は消え入る寸すん前ぜんであったが、葉流華は表情を変えていなかった。しっかりと妹を見み据すえている。


「さっきまで、式森君と話していたんだが」


「えっ！」


　はっと顔を上げる。


「極きよく端たんだな」


「ご、ごめんなさい。でも、和樹と話って」


「色々と、お前のことだ」


「あ……あたしの……」


「わたしから教えてあげたし、彼からも聞いた」


「そう……なん……です……か……」


　貧ひん血けつになりかかっているのが端はたからでも分かる。顔面が真まっ白しろであった。


　和樹はさすがに気の毒になったが、葉流華の言葉でそんな気持ちはどこかへ行った。


「玖里子、お前、式森君のこと好きか？」


　がたんと大きな音がしたのは、玖里子がテーブルの足を蹴け飛とばしたからだ。


「な……な、な、なんですか姉さん！」


　立ち上がろうとしたらしいが、腰が抜ぬけたようになったのか座ったまま。


「どどどどうしてそんなこと訊きくんですか!?　どういう権利があって……！」


「姉としてだ。知ってるか？　葵学園に提てい出しゆつしたお前の書しよ類るい、保ほ護ご者しや欄らんがわたしの名前になってるんだ」


「それは知ってます。でもあたしが言いたいのはそうじゃなくて……」


「お前ははっきりしない」


　葉流華が言いい放はなつ。


「だからわたしが手伝ってやる。それにな、中ちゆう途と半はん端ぱに押おし倒たおしたって式森君には迷めい惑わくなだけだ。お前の気持ちがちゃんと定さだまっていなきゃ、男だって困るぞ」


「そうかもしれませんけれど、でもあたし……」


「今言えば、すぐに結果が分かる」


「そんな余よ計けいな……！」


「余計？」


　ぎろりと鋭するどい視線が飛んだ。


　和樹から見ても恐おそろしい目つきであった。たったそれだけで激げつ昂こうしかかっていた玖里子は絶ぜつ句くし、小さくなる。


「……その……」


「よし。じゃあはっきりしろ。好きか嫌きらいか」


「えっと……」


　玖里子はぼそぼそと呟つぶやく。和樹は呆ぼう然ぜんとしたまま、夕菜たちは息を殺ころして次の台詞を待った。


「あの……」


「どっちだ」


「…………」


　口をもぐもぐさせるだけで、答えない。


　葉流華は呆あきれたように、ふうっとタバコの煙けむりを吐はいた。


「ま、こういう女だ。諦あきらめろ、式森君」


「はあ」


「浮うわついてしっかりしない奴やつなんだ。君とじゃ釣つり合あいがとれない。捨すてた方がいいぞ」


　冷ひややかな声であった。


「まったく情なさけない妹だよ。ちょっともてるといってもこのざまだ。まあこの態たい度どは殊しゆ勝しように見えるけどな、裏じゃなにやってるか分かったもんじゃない」


　容よう赦しやない台詞が続けざまに浴あびせられる。玖里子は顔を上げることもできない。


「ミス葵学園なんだろ。もしかしたらその肩かた書がきで、男を釣っているのかもしれんな。そのくせはっきりせずにふらふら。どういうつもりだか」


「そんな……」


「こうやって相手に気ばかりもたせて、男に貢みつがせてるんだ。何人くわえ込んだことやら。式森君、もう付き合うのは止やめとけ」


「なっ……姉さん」


　妹が下した唇くちびるを嚙かみながらも反はん論ろんする。


「あたしはそんな女じゃ……」


「どうかな。前にどっかのボンボンとデートしたんだって？　それはどうなんだ」


「あれは……向こうの手にのったように見せかけただけで……。でもあれ以上なにかあったわけでも……！」


「やめとけ。どうせ形だけは一人前の身体からだを使って誘ゆう惑わくしたんだろ」


「食事してただけですよ」


「噓うそは良くない。認みとめろよ。そもそもそんな汚よごれた身体じゃ式森君だって──」


「姉さん！」


　玖里子が怒ど鳴なって立ち上がった。


「あたし経けい験けんなんてないし、男とつきあったことだってありませんっ!!」


　しん、とした。


　和樹と葉流華だけではなく、夕菜も凜も舞穂も、店中の人間が身体を震ふるわせている女の子を凝ぎよう視ししていた。


「あ……」


　我に返った玖里子の顔が、見る見る赤く染そまる。
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　葉流華が忍しのび笑いを漏もらした。和樹の方を向く。


「どうだ。わたしの言ったとおりだろ」


「ええ……」


　和樹は思いがけない玖里子の告こく白はくに、ぽかんとしていた。


「賭かけはわたしの勝ちだな」


「まあ……そうですね」


「……賭？」


　身体を真っ赤にした玖里子が、それでも恥はずかしさを堪こらえながら訊きいてきた。


「お前が男とつきあったことがないってこと。わたしはそうじゃないかと思っていたんだが、式森君が信じなくてなあ。どっちが正しいか賭をしようってことになった」


「じゃあ……」


「そういうことだ」


　葉流華はにやっとした。


　玖里子は何秒間か惚ほうけていたが、やがて恥ずかしさではない別の感情で全ぜん身しんが包つつまれていった。


「なんてことするんです！」


「怒おこるな。お前にとって悪い結けつ果かじゃないんだから」


「悪いですよ！」


「そうでもないぞ」


　彼女は和樹に目ばくせした。それから耳元に囁ささやく。


「玖里子のこと、よろしく頼たのむな」


「は……」


「リードしてやってくれよ」


　片かた目めをつむる。タバコを消して腕うで時計を見た。


「さてと、そろそろ時間だ。明日は朝いちで成田だからな」


「車はどうするんですか」


「江美那に頼たのんで運はこんでもらうよ。君らはゆっくりしてってくれ……ああ、支し払はらいは気にするな。じゃ」


　葉流華はそう告げると、片手を上げて店から出ていった。


　あとには和樹たち学生が残された。


「……なんだったんですか？」


　ずっと隣となりのテーブルに座すわっていた夕菜が訊いてきた。


「いや……まあ、色んな意味で、玖里子さんのお姉さんだなあと」


「だなあじゃないわよっ！」


　玖里子が叫さけび、和樹の胸むなぐらを摑つかんだ。


「あたし恥ずかしくて死にたくなったわよ！　だから葉流華姉と会いたくなかったのに、あんたまで手を組むなんて！」


「手を組んだわけじゃなくてですね、あのですね」


　和樹は脳をシェイクされながらも、落ち着かせようと言い続ける。


「僕だってたまたま会っただけなんですってば。賭だって僕が言い出したわけじゃなくて……」


「そう、賭よ！　人を馬ば鹿かにして。よくもあんなことを！」


「僕が負けたんだからいいじゃないですか」


「ふん。葉流華姉の勝ちってことね。ま、あの人がなにかに負けたところなんて見たことないけど」


　玖里子が手を離はなした。和樹はごほごほ咳せきをしながら、襟えり元もとを整ととのえる。


「それで、なにを賭けてたのよ」


「僕が勝ったら、なんでも買ってくれるって言ってました」


「残念だこと。で、あんたはなにするの」


「それが……」


　和樹はちらっと夕菜を見た。


「一日、玖里子さんとデートしろって」


「……ええっ!!」


　女の子四人は、揃そろって驚きよう愕がくの声を上げた。




　第十六話　心の扉とびら開け










　校こう舎しやの一階階かい段だん裏うらにある掃そう除じ用よう具ぐ入れは大きくて、部室に使えそうなくらいの空間になっていた。目立たないところにあるため知る人は少なく、「隠かくれたり、隠したりするシークレットルーム」として、口こう頭とうによってのみ伝つたえられている。季き節せつによっては蒸むし暑あついものの他者から注意を払はらわれることはなく、密みつ会かいにはまことに都つ合ごうの良よい場所であった。


　今、その内部に二人の生徒が潜ひそんでいる。


　一人は髪かみを二つに分けて束たばねた二年生の女子で、正せい統とう派は美び少しよう女じよの顔立ちをしているが、まるで犯はん罪ざいを犯おかす寸前のように硬こう直ちよくした表情をしていた。さきほどからずっと、用具入れの扉とびらを凝ぎよう視ししている。


　もう一人は小こ柄がらな一年生の女子で、日本人形のような可愛かわいらしさを持っている。隣となりの二年生ほど身体からだをこわばらせていないものの、やはり緊きん張ちようの色いろは隠せない。


　どちらも息を殺し、なにかを待ち受けているようだ。空気が張はりつめ、今にも恐おそろしい事件が起こりそうな予よ感かんすらしてくる。この二人、異い端たん黒くろ魔ま術じゆつの魔マ術グ師スか、それとも政府転てん覆ぷくを狙ねらう無ア政ナ府ー主キ義ス者トかと思いきや、さにあらず。


　宮みや間ま夕ゆう菜なと神かみ城しろ凜りんであった。


　二人はかれこれ三十分ほど、この用具入れに隠れていた。どちらも成せい績せき優ゆう秀しゆうで教きよう師したちや生徒たちへのうけは極きわめて良く、こそこそする理由はどこにもない。それでもこんなところにいるのは、やはり人目につきたくない理由が、彼女たちにはあるのであった。


「……まだですか」


　夕菜が呟つぶやいた。


「まだのようです」


　凜が低い声で応おうじる。


「もしや失敗した、とか」


「それはないでしょう。ああ見えても機き転てんは利きく方です。三年生にも警けい戒かいはされないはず」


「それにしても遅おそすぎます。万が一、正しよう体たいが露ろ見けんしたら今度の日曜日のことは……」


「しっ！」


　凜が人差し指を口に当てる。二人はお喋しやべりを止め、身をかがめた。


　コンコン。扉を叩たたく音。


　ややあってから、「開けてー」と舌した足たらずな声がした。


　しばしためらってから、夕菜は囁ささやいた。


「……合い言葉は」


　扉の向こうで、首をかしげる気け配はいがする。


「そんなのあったっけ？」


「気分の問題です」


「開けてよ、夕菜さん」


　夕菜は少し眉まゆを顰ひそめると、用具入れの扉を開けた。


　そこでは栗くり丘おか舞まい穂ほが手を振ふっていた。


「聞いてきたよー」


「大声で喋らない」


　中に引っ張り込んで扉を閉める。


「どうでした？」


「んとね、三年生の人に聞いたんだけどね」


　舞穂はいつもと変わらず明るい口く調ちようであった。深しん刻こくさがにじみ出ている二人とは対たい照しよう的てきだ。


「授じゆ業ぎよう中ちゆうもずっとそわそわしてるんだって。ぶつぶつ独ひとりごと言ったり、ぼーっと外を眺ながめたり。珍めずらしいって、驚おどろいてたよ」


「確かに珍しいですね。それで？」


「日曜日は映えい画が観みに行くみたいだよ。同じクラスの人にね、男の子と映画館に行くにはどんな服ふく装そうがいいか、訊きいたんだって」


　がーんと音にならない衝しよう撃げきが二人を襲おそった。夕菜は足あし元もとをふらつかせ、凜はがくりとうなだれる。


「洋よう服ふく選えらびに悩なやむなんて……まるで恋れん愛あい初しよ心しん者しやみたいに、あ、あの淫いん魔ま！」


「もしかしたら、本当に初心者かもしれません」


「だとしても、玖く里り子こさんのデート相手が和かず樹きさんなんて、天が許ゆるしてもわたしが許しませんっ!!」


　夕菜の叫さけび声は、地じ獄ごくすら覆おおい尽つくさんばかりであった。


　玖里子の姉、葉は流る華かによって、和樹と女の子たちの間には、ちょっとした騒そう動どうが持ち上がっていた。半なかば強ごう引いんなやり方によって和樹と玖里子がデートをすることになったのである。


　夕菜にはそれだけでも許せないのに、なんと玖里子が「男とつきあった経けい験けんがない」と告こく白はくまでしたのだ。「男を手のひらで動かして喜よろこぶタイプ」と思われていた中でのこの事実は、まったく喫きつ驚きようものであった。


「ふしだら淫いん売ばいキャラだと信じていたのに純じゆん情じよう路ろ線せんを取るなんて！」


　夕菜は壁かべに北ほく斗と百ひやく裂れつ拳けんを叩たたき込こみながら言った。


「ヤンキーが子犬を可愛かわいがって点てん数すう稼かせぐようなものです！」


「だって子犬は可愛いし」


　舞穂がピントのずれた返事をする。凜がその頭をよしよしとなで、


「遊園地とかは行かないの？　千ち葉ば県けんのあそことか」


「いかないみたい。千葉県のところはね、初デートで行くと必ず別れるって噂うわさがあるんだって」


　そんな噂を鵜う呑のみにするあたりが、ますます玖里子の初うい々ういしさを表していた。これまた夕菜の怒いかりセンサーを刺し激げきする。


「そうやって読者アンケートの票ひようを伸のばそうとする！」


「夕菜さん、落ち着いてください。用具入れが壊こわれます」


　夕菜は我われに返り、壁に刺ささった手刀を引ひき抜ぬいた。


「そうでした。対たい策さくを考えないと」


　そもそも、そのために集まったのである。もっとも凜は強ごう引いんに、舞穂は菓か子しで釣つって連つれてきたのだが。


「式しき森もりの様子はどうなのです」


「人ごとみたいに雑ざつ誌しばっかり読んでるんです。あんまり無む関かん心しんすぎるんで訊いたら、『約やく束そくなんだから、行かなきゃ』ですって。どうでもいいような賭かけごとなのに」


　もっとも、破やぶったら破ったで、夕菜は文もん句くを言うだろう。「約束を守る」という極ごく単たん純じゆんなことを実行できるのも、和樹の数少ない利り点てんの一つである。


「とすると、我々に打つ手はあまりありませんね」


　早くも凜は諦あきらめ気ぎ味みだ。


「そんなことありません。逆ぎやつ境きようが人間を成長させるんです。織お田だ上かず総さの介すけだって桶おけ狭はざ間まを天下取りの第一歩としました。ここで諦めたら負けです！」


　さすが和樹のことになるとアグレッシブである。


「ではなにを？」


「まず監かん視しをします」


　と夕菜は言った。


「玖里子さんをずっと見み張はって、なにか不ふ埒らちなことをしようとしたら、その場で取り押おさえます。和樹さんを毒どく牙がにかからせるわけにはいきません」


「しかし、今の玖里子さんは純じゆん情じよう路ろ線せんなのでは」


「それが怪あやしいんです。裏うらがあることも十分考えられます。いざとなったらわたしたちの手で妨ぼう害がいすることも視し野やに入れなければなりません」


「どのような？」


「なんでもいいんです。歩いていると穴に落ちるとか車に轢ひかれるとか死体が降ふってくるとか戦争が始まるとか！」


　凜と舞穂は呆あきれた。


「それは……ストーカーより始し末まつが悪いのでは」


「なんか変」


　異い議ぎを唱となえる二人に対し、夕菜は殺さつ人じん的てきな視線を飛ばして意い見けんを封ふうじた。


「これは危き機きです！　和樹さんの貞てい操そうとか純じゆん潔けつとか、その、色々貴き重ちようなものが危あやういんです。この地球全体にも及およぶ未み曾ぞ有うの災さい害がいに、わたしたちは全力で対たい処しよしなければならないんです！」


「はあ……」


「えー……」


「声が小さい！」


「はい！」


「はいっ」


「よろしい。では次の日曜日、映画館の前に集合です。和樹さんや玖里子さんよりも先に館内に入り、万ばん全ぜんの準じゆん備びを整ととのえます。いいですね」


　気合いの入った夕菜の台詞せりふに、凜と舞穂は気け圧おされながらもうなずくのであった。





　　　　○





　日曜日は晴はれていた。湿しつ度どはそれほど高くなく、すごしやすい気温であった。そのためか映画館近くの駅前には、カップルだけではなく親子連れも多かった。


　和樹と玖里子は並んで歩いていた。


「いい天気ですね」


　和樹は頭上を見上げ、今朝から何回か繰くり返かえした台詞を口にした。


「そうね」


　玖里子がこれも同じ返事を繰り返した。


　あまり会話がない。それもそのはず、いつもなら口数の多い玖里子が、ろくに喋しやべらないのである。おかげで和樹も調子が狂くるい、どうにもぎくしゃくしていた。


　そもそも朝からしていつもと違ちがっていた。和樹が目を覚ますと、玖里子はすでに用意をすませ、リビングで待っていた。朝の弱い彼女にしては、珍めずらしいことであった。


　おまけに服ふく装そうも違っていた。普ふ段だんならパンツルックにサングラスと、カジュアルさの強い格かつ好こうなのだが、今は裾すその広いフレアースカートなのである。見み慣なれない服装なだけに新しん鮮せんで、「可愛かわいらしい」という単たん語ごが頭に浮うかんだほどだ。


　電車に乗っている最さい中ちゆうも、玖里子はずっと顔を伏ふせていた。話したくないのかと思っていたが、そういうわけでもないらしい。むしろ話しかけられるのを待っている風でもある。


「えーと、玖里子さん」


　和樹は強ごう引いんに話題を見つけ、自分から切り出した。


「なあに」


「あの……靴くつ、珍しいですね」


　彼女のストラップシューズを指さす。


「そう？　普ふ通つうの靴だけど」


「でも、いつもならハイヒール履はくじゃないですか。そんなぺったんこなのは珍しいと思って」


「……なんとなくね」


　また会話が途と切ぎれる。


「……どうして黙だまってるんですか？」


「黙っていないと思うけど……」


「そうじゃなくて、いつもみたいに冗じよう談だんとか言わないじゃないですか。生返事ばかりで。もしかして……来たくなかったんですか？」


「そ、そんなことないわよ」


　玖里子が大おお慌あわてで否ひ定ていをした。


「なんかね、緊きん張ちようしちゃってるのよ。実は昨夜ゆうべもあまり寝ねてなくて」


　彼女は恥はずかしそうに髪かみを搔かき上げた。


「あまりこういうの、慣なれてないから……」


「でも、男の人とはたくさん遊びに行ったでしょう」


「そりゃまあ、二人だけで出かけたこともあるけど、でも……」


　語ご尾びは小さくなって聞き取れなかった。「本気なのはこれが初めて」と言ったような気もした。


　少し歩くと映画館が見えた。ひとつの建物にいくつものスクリーンがある、いわゆるシネコンである。


「どの映画にします？」


「和樹の好きなところにして」


　切きつ符ぷ売うり場ばの上に書かれているタイトルを眺ながめる。


「……人が沢たく山さん死ぬ映画とそれなりに死ぬ映画と少しだけ死ぬ映画の、どれがいいですか」


「死ぬ話しかないの？」


「戦争映画とヤクザ映画とミステリ映画しかないんですよ」


「……ミステリにして」


　窓まど口ぐちでチケットを頼たのみ、料金は和樹が出した。皆みなで遊びに行くと年上の玖里子が一いつ括かつして払はらうことが多いが、今日は自分が出さなければならないような気分だった。


「面おも白しろい映画だといいんですけどね」


「評ひよう判ばんとか知らないの？」


「ええ、まったく」


「……なんだか変わったデートね」


「僕ぼくも慣なれてませんから」


　二人は係員に切きつ符ぷを渡わたして館内に入った。観かん客きやくはかなり多く、そのため物もの陰かげからじっと監かん視ししている人ひと影かげに、全く気づかなかった。





「……こちらサンダーバード。目もく標ひようが館内に入りました。追つい跡せきします」


　その人物はいまどき珍めずらしいハンチングに上着の襟えりを思いっきり立てて、顔を隠かくしていた。薄うす茶ちや色いろのサングラスまでしている。その隣となりには小こ柄がらな人物がいて、これも帽ぼう子しにマスクで顔を覆おおっていた。


「ミステリ映画を観みる気です。持ち場を離はなれ、ついてきてください」


　念ねん話わなので声は漏もれていない。早はや足あしで歩きながら思し念ねんを送っていた。


（こちらマグノリア）


　半分呆あきれたような念話が返ってきた。


（中に入るんですか？）


「当然です。あの暗くら闇やみでなにをするか、分かったもんじゃありません」


（はあ。マグノリア了りよう解かい……夕菜さん、符ふ丁ちようで呼よび合あうの、止やめません？）


「ばれたらどうするんですか」


（ばれないと思うのですが……）


　凜の声はかなり懐かい疑ぎ的てきだった。


　夕菜は二人の背中をじっと見つめた。


　彼女の観かん察さつ眼がんは、早くも玖里子がいつもと違ちがうことを見み抜ぬいていた。スカートもそうだが、かかとの低い靴くつを履はいていたのである。極きよく力りよく和樹との身長差を目立たせないためで、いつもならスタイル優ゆう先せんでハイヒールを履いてくるはずだ。


（これは……本気です）


　拳こぶしを握にぎりしめたりする。


「ねー、夕菜さん」


　横にいた舞穂が袖そでを引っ張った。


「暑いからマスク取っていい？」


「駄だ目めです。もし露ろ見けんしたらスパイとして苛か烈れつな拷ごう問もんを受けるかもしれません」


「にゃー、舞穂暑いの嫌きらいー」


「舞穂じゃなくて、今はパロミノってコードネームを名乗るんです」


「そんなのやだー」


「気分の問題なんです」


　夕菜は強ごう引いんに舞穂の腕うでを引っ張った。凜と落ち合ってから中に入る。


　目当ての映画のスクリーンはすぐに分かった。座ざ席せきは半分以上埋うまっている。


「どこにいるんでしょう」


「あそこですね」


　凜の指さした先に、和樹と玖里子の姿があった。前の方だ。


　ちょうど後ろが空あいていたので、見つからないよう慎しん重ちように座すわる。


　二人の姿が良く分わかった。なにか話をしている。


「くっ、楽しそうに……もし二人が不ふ埒らちな行こう為いに及およんだら、シネコンごと爆ばく破はを」


「静かにした方がいいですよ、夕菜さん」


　凜が囁ささやく。ブザーが鳴って、館内が暗くなった。





　十八世紀西せい欧おうを舞ぶ台たいにした、歴れき史し風ふう味みの入ったミステリ映画だった。町まち娘むすめが将しよう軍ぐんの息子むすこに一ひと目め惚ぼれをし、その過か程ていで事件が起こる。


　スクリーンでは町娘が、将軍の死体を前に立ちつくしていた。和樹はそれをなんとなく眺ながめていた。


　面おも白しろい映画である。セットも良くできているし、気の利きいた台詞せりふも挿そう入にゆうされていた。だから嫌いや気けはささないのだが、やはり隣に座っている女性のことが気になる。とりたてて意い識しきをしているつもりはないのだが、人の良さから「退たい屈くつしていたらどうしよう」と思ってしまうのだ。


　ちらりと玖里子のことをうかがう。


　すると、彼女もこっちを向いていて、視線があった。


「え……」


「あ……」


　しばし見つめ合ったあと、気き恥はずかしくなって前を向いた。


　頰ほおが熱あつくなっていた。気分を静めようと、スクリーンに集中する。


　町娘が犯はん人にんと決めつけられて、兵へい隊たいに追われていた。


　ふと、耳のあたりが暖あたたかくなった。


「ねえ、和樹」


　ぴょんと身体からだが跳はねた。玖里子が顔を近づけて、囁ささやいていた。


「大だい丈じよう夫ぶ？　退屈してない？」


「……なんでです？」


「だってさっきから、そわそわしているから」


　心配そうな声であった。


　和樹はつい笑いそうになった。玖里子も自分と同じことを考えていたのだ。


「してませんよ。大丈夫です」


　答えてから、付け加えた。


「もし退屈してても、僕が選んだ映画のせいです。玖里子さんのせいじゃありません」


　暗くら闇やみで、玖里子の表情が弛ゆるむのが感じられた。


「……ありがと」





（なんですかなんですかなんですか、あの会話は！）


　上映中のことゆえ口には出せず、夕菜は念話で力ちから一いつ杯ぱい叫さけんだ。


（玖里子さんったら、あんなに顔を近づけちゃって。和樹さんもなにが『玖里子さんのせいじゃありません』ですか！　わたしにはあんなに優やさしくしないのに！）


　今にも二人を血ち祭まつりに上げんばかりの勢いきおいであった。凜が押おさえていなければ、本当に暴れ出したかもしれない。


（夕菜さんやめてください。人死にが出ます）


（凜さんじゃないマグノリアは平気なんですか!?　あんなマンガみたいなシーンを見せられて！）


（私には理り性せいというものが）


（静かにしてよー。今いいところなのに）


（呑のん気きに映画なんか観みてるんじゃありません！）


　理り不ふ尽じんな怒いかりを舞穂にぶつけ、彼女は前の二人の後こう頭とう部ぶを、親の仇かたきとばかりに睨にらみつけた。





　やがて映画が終わった。スクリーンにテロップが流れ、和樹は無意識に頭の後ろをなでた。気のせいかちくちくしていた。


　客の数が少なくなってから、席を立つ。玖里子が妙みような顔をしていた。


「どうしたんです？」


「あたしたちの後ろに座っていた客なんだけど、変じゃなかった？」


「そうでした？」


　すでに誰だれも座っていない。注目していなかったので、どんな客だったかも知らなかった。


「なんだか服を着き込こんじゃって。映画館の中だってのにサングラスまでしてたわよ」


「変わった人もいるんですね」


　話しながら外に出た。


　時じ刻こくは三時を回っていた。考えてみたら、昼を食べていなかった。


「なにか食べますか」


「そうね。お腹なかも空すいたわ」


　和樹は辺りを見回し、目の前の店に入った。


　パスタの専門店であった。内部は明るく、雰ふん囲い気きもいい。カウンターの奥おくの厨ちゆう房ぼうでは、イタリア人らしきシェフが働はたらいていた。


「あら、いい感じの店ね。行きつけなの？」


「適てき当とうに入りました」


　玖里子は苦く笑しようした。


「噓うそでも、そうだって言えばいいのに」


「じゃあ、そうです」


「もう」


　店員に丸テーブルまで案内された。しばらくして三人連れの客が来て、やや離はなれたテーブルに着席した。和樹はメニューを眺ながめ、やはり適当に注文した。


「……あ、玖里子さんに任まかせた方が良かったですね」


　この手の店なら、彼女の方が経けい験けん値ちは圧あつ倒とう的てきに上だ。


「すみません。出しゃばっちゃって」


「いいわよ」


　文もん句くを言われるかと思ったが、あっさりと許ゆるしてくれた。


「どれを頼たのんでも不ま味ずくなさそうだし……それにあたしもパスタの種類って、あまり知らないの」


　どこか照てれくさそうであった。


　料理が運ばれてきた。おいしそうな食しよく欲よくをそそる匂においがしていた。


　しばらく無む言ごんで食事が続いた。


　あまり会話が弾はずまない。映画館はそれでも良かったが、こうなると見合いをしているような錯さつ覚かくすらしてくる。


「この上に載のっている葉っぱ、なんでしょう」


「バジルでしょ」


「へえ……」


　たまに交かわされる言葉も、こんな具ぐ合あいであった。


　セットでついていたコーヒーが運ばれてきた。


　和樹はそれを機会に話を始めた。といっても他た愛あいのないもので、学校での出来事である。やはり学生なので、話題に広がりがない。


　それでも玖里子は楽しそうに聞いてくれた。彼女からも話を振ふり、夕菜や凜、舞穂のことまで及およんだ。


　そうなると和樹も乗りやすい。なにしろ今は同どう居きよしているし、なんだかんだでつきあいが長いのである。授業中や、私し生せい活かつでの出来事も飛び出した。


「……なんだか変よね。夕菜ちゃんたちのことで、こんなに盛り上がるなんて」


　玖里子はコーヒーをすすった。


「そうですね」


「ここにいないのにね」


　また笑う。彼女はカップをソーサーに戻もどした。


「その、夕菜ちゃんのことなんだけど……」


　玖里子がうつむき加か減げんに言う。


「夕菜がどうかしました？」


「こういう風に……デートとか、してる？」


「えー、遊びに行くことは……あるかなあ？　でも外出する時って、いつも玖里子さんや凜ちゃんと一いつ緒しよのような気がするんですよね。僕は魔ま力りよくのせいで、舞穂ちゃんともなるべく一緒にいなきゃならないし」


　そういえば今日は離れたままだなと、腕うでのバンドをいじりながら考える。
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「そうね……」


「夕菜と二人だけって、あまりないですね。それが？」


「あのね」


　なにやらためらいがちになっている玖里子。


「そうやって夕菜ちゃんのことだけ呼よび捨すてにするじゃない。今までは気にしていなかったんだけど……ちょっとね」


「？」


　和樹は頭上に疑ぎ問もん符ふを浮うかべた。彼女の言っていることがぴんとこない。


「だから夕菜ちゃんとの間がどうなっているのかなって、考えちゃって」


「どうもこうも……普ふ通つうなんだと思います」


「そうよね。あたしにも、チャンスがある……かな」


　なにやらはっきりしない物言いであった。


「なんだか今日の玖里子さん、変ですよ」


　和樹は言った。


「そ、そう？」


「いつもはもっとはきはきしてるじゃないですか」


「あは、そうよね。あたしらしくないわね。でも……こうやって二人きりだとね……。葉流華姉のせいよ、きっと」


　彼女は感情を振ふり払はらうようにコーヒーを飲のみ干ほした。





「くっ、またまた照れちゃったりして！」


「玖里子さん、顔が赤いのでは」


「どうしていまさら、あんな純じゆん情じようっぽいことするんですか！」


　夕菜は文もん句くを言い、カルボナーラスパゲッティをずずっとすすり上げた。


　凜はもう少し冷れい静せいである。


「やはりあれが本当の姿なのでしょうか」


「どうだか」


「意外ですね」


「まだ分かりません。淫いん獣じゆうが本ほん性しようを現すには、ここでは人目につきすぎます。いえ、その方が燃もえるって言い出すかも」


　早くも夕菜の脳のう裏りには、泣なき叫さけぶ和樹をテーブルに押おし倒たおし、舌したなめずりをしながら服を脱ぬがすいつもの玖里子が映うつし出だされていた。


「わたしだって羞しゆう恥ち心しんさえなければ、すぐにでも和樹さんに飛びかかって、あんなことやこんなとこをするのに。玖里子さんったら、あえて清せい純じゆんに見せるとは……」


　つい手に力を込め、スプーンを曲まげる。


「このスパゲッティがワイヤーロープだったら、首に巻まきつけて……！」


「あまり大声を出すと聞こえます」


　すでに隣となりの客がこっちを見ながらひそひそやっていた。もちろん夕菜は気にしない。


　凜はさすがに気にしていた。舞穂はというと我われ関かんせずといった感じで、メニューを眺ながめている。


「夕菜さん、デザート注文していい？」


「なんでも食べなさい。……舞穂ちゃん、じゃなかったパロミノ。そこから和樹さんは見えます？」


「うん」


　座ざ席せき位い置ちの関かん係けい上じよう、舞穂は和樹の姿を正面から捉とらえることができた。


「なに喋しやべっているか分かりますか」


「うにー、舞穂読どく唇しん術じゆつなんてできないよ。あっ、でももう出るみたい」


「そうなんですか？」


「伝でん票ぴよう摑つかんだ」


　二人が立ち上がるのが、夕菜からも分かった。





　空は茜あかね色いろに染そまっていた。いつのまにか夕方で、かなり長なが居いをしていたようだった。


「遅おそくなっちゃったかしら」


「まだそれほどでもありませんけど」


　和樹は時計を見ながら答える。


「でも戻もどりましょうか」


「もう……帰るの？」


　残ざん念ねんそうな玖里子。


　和樹は急いで言いい添そえた。


「まだいいですよ。そうですね、少し歩きましょうか」


「ええ」


　二人は歩道をゆっくりと歩いた。


　昼間よりは人通りが少なくなっていた。家か族ぞく連づれの姿が消え、代わりにカップルが目立つようになっている。


　和樹と玖里子はその中に、それほど違い和わ感かんなく溶とけこんでいた。


　ぶらぶらと、行きとは別の道を進み続ける。


「ねえ和樹、このままだと駅へ行くのよね」


「そうです」


「あっちに、公こう園えんがあるんだけど……」


　言いよどんでいた。


「じゃあ行きましょうか」


　さすがにこれは察さつすることができた。角を曲がり、繁はん華か街がいを抜ぬける。


　玖里子がすっと身体からだを寄せた。


　指先がからまった。





「な……な……これは、これだけは……」


　夕菜は泡あわを吹ふかんばかりに怒いかり狂くるっていた。


「手なんか繫つないで！」


　玖里子から差し出したとはいえ、和樹が他ほかの女と手を繫いでいるのである。しかも拒きよ絶ぜつをしない。体内の血けつ液えきを沸ふつ騰とうさせるのには十分であった。


「ゆ、ゆ、許ゆるせません。あれじゃ普ふ通つうのカップルじゃないですか。しかもなんだか初うい々ういしくて」


　まなじりが音を立てて吊つり上あがり、犬けん歯しがあらわになる。


「ああいう浮うわ気き者ものと泥どろ棒ぼう猫ねこにはやはり！」


　呪じゆ文もんを唱となえようとするのを、凜がなんとか押おしとどめる。


「こんなところでなにをする気ですか。警けい察さつ沙ざ汰たではすみませんよ」


「……そういう凜さんも、なんで日本刀を握にぎりしめているんですか」


「え……」


　彼女は急いで柄つかから手を離はなした。


「こ、これはですね……」


「手が白かったですよ。ぎゅっと握っちゃって。本当はやきもち焼いているんじゃないんですか」


「や、やきもちなど……」


「どうなんです」


　意い地じの悪そうな目になる。目の前の剣けん豪ごう少女も恋こい敵がたきであることを、いまさらながら思い出したのである。


「わ、私はですね、この件けんに関しては、その」


　おろおろする凜。夕菜は冷ややかな顔つきになった。


「やっぱり凜さんも……」


　そこに横から別の声が挟はさまれた。


「ねー、夕菜さん」


「うるさいですね。邪じや魔ましないでください」


「サンダーバード」


「いまさらコードネームなんかどうでもいいです。デザート食べられなかったのが、そんなに残ざん念ねんなんですか」


「そうじゃなくて、和樹君たちいなくなったよ」


「えっ！」


　夕菜は慌あわてて振ふり返った。


　歩道上からは、二人の姿が消えてなくなっていた。凜を追つい及きゆうしているうちに引き離されたのである。


「ど、どこに行ったんです」


「あそこを曲がった。向こうに公園があるみたい」


「追います！」


　こうなったら凜に関かかわっている場合ではない。夕菜は二人をうながして、走り出した。





「あまり人ひと気けはないですね」


「そうね。大きい公園だと思うんだけど」


　和樹と玖里子は、恩おん賜し公こう園えんと書かれた敷しき地ち内に入った。


　公園と言ってもブランコや滑すべり台があるわけではなく、舗ほ装そうされた小道がぐるっと一周しているものである。休日の散さん歩ぽなどに利用されるところであった。


　二人は道に沿そって歩いていた。


　また会話が少なくなった。他ほかに人がおらず、互たがいを意い識しきせざるを得えないのが、むしろそうさせているようだった。


　木製のベンチが見えた。


「座すわらない？」


　玖里子が言った。


　それほど疲つかれてはいないが腰こし掛かけた。ベンチの背後は繁しげみで、眼がん前ぜんには芝しば生ふが広がっている。上空を鳥が飛んでいた。


　やはり無む言ごんのまま、二人は座っていた。


「和樹」


　ややあって、玖里子が口を開く。


「なんでしょう」


「今日あたしといてさ、楽しい？」


　不意をつかれたので、多少混こん乱らんした。


「……楽しいですよ」


「そう……」


　彼女は呟つぶやき、和樹の横顔を見た。


「やっぱり夕菜ちゃんの方が良かった？」


「え……」


「凜は？　舞穂ちゃんは？　あたしよりも、あの娘こたちと一いつ緒しよにいたいって思う？」


「いや、その……」


　和樹は戸と惑まどった。台詞せりふの内容のみならず、玖里子があまりにも真しん剣けんだったからだ。


「な、なに言ってるんですか玖里子さん」


「和樹がさ、映画とレストランに連つれていってくれたけど」


　伏ふし目がちになる玖里子。


「あれは葉流華姉に『リードしろ』って頼たのまれたから。違ちがう？」


「えっと、それは」


「いまさら言い訳はいいわ」


「……そうです」


　和樹は仕し方かたなく答えた。


「映画はいいけど、パスタ食べた店、情じよう報ほう雑ざつ誌しに載のっていたもん。知らないふりをしていたけど、本当はあらかじめ調べていたでしょう。迷まよわず入ったもんね」


「ええ。すみません……」


　正直に言った。先週はずっと、その手の雑誌を読みふけっていたのである。彼なりに計けい画かくを立てていたのであった。


「いいのよ。和樹がそこまでしてくれたんだから、嬉うれしいわ。でもそれが、葉流華姉に頼まれたからなのでは……」


「それは……賭かけで」


「あたしは、本気でしてくれたら、もっと嬉しかった……」


　小さく呟いていた。


　もう鳥の鳴き声もしなかった。木の葉が数枚、風で舞まっているだけだった。


　玖里子は顔をそらした。


「いつものあたしと違うって、言ってたわよね」


「え、ええ」


「そうかもしれない。自分でも変なのよ。和樹と二人っきりでいると、いつも……。葉流華姉はあたしのこと、なんて言ってた？」


「……えっと……」


　口にするのがややためらわれた。


「か弱いって」


「そうかもね……」


　哀かなしそうになった。


「今のあたしは、和樹にならなんでも話せそうな気がする。賭の対たい象しようになるのも仕方ないか」


「でも、僕は確かに賭に負けましたけど、玖里子さんと一緒にいるのが嫌いやなわけじゃないです。本当に嫌だったら電車に乗ってここまで来ませんから。それに──」


「……慰なぐさめてくれてる？」


「あっ……」


　意い識しきしてやったわけではなかった。ただ玖里子の様よう子すを見て、自し然ぜんと言葉がついて出ただけだった。


「いいのよそれで。少なくとも今のは本気だったわよね」


「もちろんです」


「ありがとう」


　玖里子はふっと微笑ほほえんだ。


　今までに見たことのない表情だった。


　風が収おさまった。周しゆう囲いは徐じよ々じよに薄うす暗ぐらくなっていった。


　右手に、玖里子の手が重かさねられた。


「あたしの手、どうなっているか分かる？」


「震ふるえて……います」


「そう……さっきからずっとこうなの。自分ではどうしようもないくらいに震えて、嫌になっちゃうくらい」


「どうして……」


「前のあたしはこんなんじゃなかったの。男の子と遊ぶのだって、本当にただの遊びだった。和樹と初めて会ったときだってそう。でも、どうしてか、こうなっちゃったのよ」


　和樹は以前のことを思いだしていた。玖里子の家で二人きりだったときも、彼女は自分をさらけ出していた。その姿は最初に出会ったときとは違い、ずっと女の子らしかった。


「だからもう──」


　彼女の身体からだが揺ゆれた。


　手は重ねられたまま、額ひたいが和樹の肩かたに載のせられた。しがみつかれてはいないものの、身体はぴたりと寄せられていた。
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「玖里子さ……」


「離はなれないで」


　命めい令れい口く調ちようではなかった。


　和樹から玖里子の顔は見えない。なにを考えているかも、読みとれない。ただ彼女の声を聞くだけだ。


「あたし、こんなことするつもりなかった」


　呟つぶやくように、玖里子。


「和樹が頼まれただけって分かっていたから、帰るつもりでいた。いつものあたしでいるつもりでいた。でも、ここまで来た。だって、だって……」


　言葉が切れる。続く台詞せりふが泣き声のようにか細ぼそくなる。


「……駄だ目めだ、言えない。あたしの口からは言えない。男の子から、和樹から言って欲ほしい。噓うそだって分かっていても、本気じゃないって分かっていても、やっぱり──」


「玖里子さん……」


「お願い……」


　和樹は天を仰あおいだ。


　目の前の女性の感情が痛いたいほど伝つたわっていた。いかに鈍にぶい彼とはいえ、それがなんであるかも摑つかみかけていた。だが、どう答えるべきかは──


「その……」


　言いよどんだ。続きが出てこない。


「僕は……」


「…………」


　玖里子は顔を上げた。


　それから立ち上がる。ゆっくりベンチの背もたれを乗のり越こえ、繁しげみに近寄ると、灌かん木ぼくを両手で開いた。


「きゃっ！」


「あっ！」


「にゃっ！」


　そこには夕菜と凜と舞穂が、身を低くして寄せ集まっていた。


　突とつ然ぜんのことに三人は身体を強こわ張ばらせ、そのまま動けなくなっていた。


　玖里子は手を腰こしに当てた。


「いい趣しゆ味みね。ずっとつけていたでしょ」


「…………」


「なにをしているのか……訊きくまでもないわよね」


「…………」


　夕菜が言葉を詰つまらせる。その腕うでには、金きん粉ぷんのようなものがまとわりついていた。


「勝かつ手てに精せい霊れいが集まってきてるわね。また怒いかりモードだったの？」


「こ、これは……」


　玖里子はふうっと息を吐はいた。


「……安心しなさい。なにもなかったから」


　振ふり返りながら言う。和樹はがくがくとうなずいた。


「で……でもっ、玖里子さん和樹さんにもたれていたじゃないですか。あれって絶ぜつ対たい……」


「なにもないし、あれからもなにもなかったはずよ」


「なにを根こん拠きよに……！」


「だってね」


　くっと顔を近づける。


「まだ、あんたたちの方がリードしてるから」


「……え？」


「今日はっきり分かった。レースだとするとね、夕菜ちゃんと凜がトップを争ってるの。あたしはずっと後こう方ほう」


　いきなりの譬たとえに、ぽかんとする夕菜と凜。


「さっき分かった。悔くやしいけど、ちょっとやそっとじゃ追いつけないわ。だから安心していいわよ」


「舞穂は？」


「舞穂ちゃんは別べつ競きよう技ぎかな。でもね」


　玖里子はにやりとした。


「あたし、負けないわよ。玖里子さんはね、こんなことで諦あきらめたりはしないの。か弱い女だからって、へこたれたりしない。今はビリでもきっとトップになってみせる。絶対にね」


　彼女はそうやって、力強く言い切るのであった。




　第十七話　ないしょの白い箱










　暗くら闇やみの中。


　といっても単に薄うす暗ぐらい廊ろう下かの隅すみなのだが、ともかく複ふく数すうの男子生徒が向かい合っていた。


　いずれも挙きよ動どう不ふ審しんであり、どこか落ち着きがない。あきらかに後ろ暗いことをしている顔である。中にはしっとりと額に汗あせをにじませている者もいた。


「──すると」


　眼鏡めがねをかけた男子生徒が発言した。


「風紀委員サツの手入れは間ま違ちがいないんだな」


「ああ。奴やつらと同じクラスの生徒からの内ない部ぶ情じよう報ほうだ」


　スポーツマン風の、全身の引ひき締しまった生徒が答える。


「このところ寮りよう内ないが弛ゆるんでいたのは確かだからな。ここらで点数を稼かせがないと、学校側の介かい入にゆうを許ゆるすと考えたんだろう」


「ヘタレが」


　舌した打うちをした。


「じゃああれはどうする。いつまでも佐さ野のの部へ屋やに置いておくわけにはいかないだろう」


「持って来たけど」


　佐野と呼ばれた生徒が紙かみ袋ぶくろを見せた。茶色い紙袋は、箱はこ形がたに膨ふくらんでいた。


「あまりさらすな。どうする？　せっかく手に入れた逸いつ品ぴんだ。ここでやつらに押おう収しゆうされて、焼しよう却きやく処しよ分ぶんされるのは惜おしい」


「宮みや本もと、俺に貸かしてくれ」


　スポーツマン風の男が言う。


「いいのか、仲なか丸まる」


「俺も金を出したんだ。取られてたまるか」


「隠かくす方法は？　お前の部屋も手入れの対たい象しようだろう」


「分かっている。考えねえとな……」


　仲丸由ゆ紀き彦ひこは瞑めい目もくするように目を閉とじた。


「つまり、一時的にでも全然関係ない第三者に預あずけてりゃいいんだ」


「俺たちじゃ無理だろう」


「だから他ほかの奴、信しん頼らいのおける生徒だ。生徒会と繫つながりがあって、向こうが手て加か減げんせざるを得えなければもっといい」


「というと？　いるのか？」


「いないか……いや、一人いる」


　誰だれだ、と宮本が訊きこうとしたとき、予よ鈴れいのチャイムが鳴った。


「ちっ。戻もどるか」


「こいつは俺に任まかせてくれ。なんとかする」


　仲丸はそう言うと、小走りに教室へと戻る。他の二人も後へ続いた。





「式しき森もり」


　声をかけられた式森和かず樹きは、教きよう科か書しよを出すのを止やめて振ふり向いた。仲丸が深しん刻こくな表情をしていた。


「これ、預かっててくれ」


　強ごう引いんに紙袋を押おしつけられる。


「なにこれ」


「大事なものだ。なくさないでくれ。ショップで手に入れたレアな……とにかく、大事なんだ」


「そんなの僕に渡わたすなよ」


　和樹は抗こう議ぎした。本当に大事なものだったら、おいそれと預かるわけにはいかない。


「お前以外にいない。あさって寮りようで風ふう紀き委い員いんの検けん査さがあるだろ。俺は狙ねらわれてるんだ。頼たのむ」


「無む茶ちや言うなって」


　押し返そうとした。しかし、仲丸が強引に握にぎらせる。


「俺だけじゃなくて宮本と佐野の分も入っている。検査が終われば返してくれればいい」


「僕に渡してどうすんだよ」


「お前は風かぜ椿つばきさんと仲がいいだろ。風紀の連中も厳きびしくしない。なにより今は寮住まいじゃない。適てき任にんなんだ」


　和樹が寮から出ていることはクラス内にも知られている。栗くり丘おか舞まい穂ほと一いつ緒しよにいるための措そ置ちということになっていた（他の女の子とも同どう居きよしていることはあいまいにされていた）。


　仲丸は、念ねんを押すように和樹の肩かたを叩たたく。


「頼んだぞ。後でなにかおごる」


「おい、待てって！」


　文句を言おうとしたが、担たん任にんの伊い庭ばかおりが入ってきた。和樹は仕し方かたなく、袋ふくろを預かったまま席についた。





　　　　○





　和樹は袋を持って帰き途とについた。


　中身は見ていないので分からない。まさか麻ま薬やくや爆ばく薬やくではないだろう。重くはなく、振ふってみたらかさかさ音がした。


（なんだろ……？）


　疑ぎ問もんを抱いだきつつ、帰宅した。


　まだ誰も帰っていなかった。電気を点つけながらリビングに行き、紙袋を置く。


　喉のどが渇かわいたので台所に出しゆつ張ちようし、冷れい蔵ぞう庫こを開けた。調ちよう味み料りようと肉にく、野や菜さいが目につく。ジュース類るいだけがなかった。


　ないとなると、よけい飲みたくなってくる。


（買ってこようか……）


　夕ゆう菜なたちも飲むだろうしなと考え、和樹は制せい服ふくのまま再び外に出た。


　この間、わずか数分間であったが、和樹は紙袋のことを忘わすれていた。


　そしてそれは、リビングのテーブルに、放ほう置ちされたままになっていた。


「ただいまー」


　宮みや間ま夕菜は明るい声で言った。彼女はどのようなことにも挨あい拶さつを欠かかさない。子供のころから身についた習しゆう慣かんであった。


　誰もいないのか返へん事じがない。夕菜はちろっと舌したを出すと、靴くつを脱ぬいで上がった。


　オレンジジュースを冷蔵庫にしまう。今朝、ないことに気づいて買ってきたのだ。リビングをのぞいてから二階に行こうとした。


「あら……」


　誰もいないはずなのに、紙袋が置いてあった。


（誰か帰ってきたのかしら）


　開けようと思ったが、それは悪いので隙すき間まからちょっとのぞく。


「……ん？」


　つい声が出た。


　白っぽいパッケージである。他にはなにも見えない。


（なんでしょう……）


　重さからして、どうもゲームかなにかの箱はこらしい。


（ゲームする人いたかしら）


　夕菜は存そん在ざいだけを知っているくらいで、玖く里り子こも知ち識しきはあるもののやっているところを見たことがない。凜りんはゲーム嫌ぎらいだし、舞穂は不明。父親は論ろん外がいだ。


（和樹さんかしら）


　なんだか気になった。大きさからすると、パソコンのゲームっぽい。和樹がやっているのを見たことはある。しかし、最近は買ってもいないはずだ。


　どんなゲームなんだろうと思って、もう一度眺ながめる。


　記き号ごう化かされたイラストが見えた。なんと女性の裸はだかのシルエットである。


（……もしかしたら、まさか）


　男の人と女の人とがいけないことをするゲームかも。


　夕菜は軽かるいショックを受けた。想そう像ぞうにすぎないと分かっているのだが、頭が勝かつ手てに事じ実じつとして認にん識しきし始めていた。


（なんてこと……十八歳さい未み満まんお断ことわりのはずなのに買ってしまうなんて。和樹さんたらなんて不ふ潔けつ……ていうか、言ってくれれば虚きよ構こうじゃなくて現げん実じつで……）


　そんなに欲よつ求きゆう不ふ満まんなのかしらと、思いつつ、もう一度袋を眺める。


　やはり中が見えない。しかし気になった。


（どんなジャンルなんだろう……）


　性せい格かくからいって、暴力的なものではないだろう。とすると、ラブラブなカップルがそのまま突とつ入にゆうしてしまう話か、仲の悪い二人がひょんなことからなるようになってしまう話だろうか。


　もしかしたら、女おんな教きよう師しと生徒という話なのかもしれない。いや、医い者しやと患かん者じやというジャンルもありうる。それなら看かん護ご婦ふと患者でもスチュワーデスと乗客でも教きよう習しゆう所じよの教きよう官かんと教習生でもなんでも可か能のうだ。


（やだ、わたしったら……）


　先走りすぎた想像に、夕菜は一人で顔を赤らめた。


　変なことを考え出したせいか、どうにも気になった。元の場所に置こうとして、止やめる。


　逡しゆん巡じゆんしたあげく、意を決して袋を抱かかえた。誰もいないのは分かっていたが、きょろきょろあたりを見回す。
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　階かい段だんを昇のぼる。部屋に戻もどるつもりだった。


　そこには旧きゆう式しきだが、十分使用に耐たえうるパソコンがあるのだ。





　風椿玖里子が帰宅したとき、三た和た土きには一いつ足そくだけ靴があった。夕菜のものであった。


「ただいま」


　素そっ気けなく言って、返事を聞かずに上がる。コンビニで買ってきたコーラを台だい所どころに持っていった。


　冷蔵庫にはすでにオレンジジュースが入っていた。夕菜が購こう入にゆうしていたらしい。


　肩かたをすくめると、横置きで入れた。制せい服ふくのタイを弛ゆるめ、鞄かばんを小こ脇わきに抱かかえて二階へ上がる。


　部屋は四人同どう居きよである。住む際さいに揉もめたあげくこうなった。プライバシーの点ではなにかと問題があるが、楽しくやっていた。


　中からは機き械かいらしき音がしていた。


「夕菜ちゃん、入るわよ」


　ノックをして開けた。


「きゃ……玖里子さん」


　夕菜が驚おどろいたように玖里子を見ていた。机を背に、なにかを隠かくしているような感じだ。


「い、いつ帰ってきたんですか？」


「さっき。ただいまって言ったじゃない」


「そっ、そうでしたか……」


　引きつった笑いを浮うかべていた。


　玖里子は首をかしげ、鞄を置いた。


「夕菜ちゃん、まだ着き替がえてなかったの？」


「帰ってきたばかりですから……」


「そう。……あ、パソコンに電でん源げん入れたの？」


　夕菜の背後では、パソコンのモニターが光っていた。


「え、ええ……。ちょっと、調べもの……」


「インターネット？　夕菜ちゃん詳くわしくなかったんじゃない？　なんなら教えるわよ」


「いえ、い、いいです！」


　夕菜はパソコンに向き直ると、慌あわててなにか操そう作さをした。


「電でん源げん切るのは手て順じゆんがあるわよ」


「いいんです。分かってますから！」


　彼女は何な故ぜか机の引き出しを開あけ閉しめして、マウスを何度か動かし、結けつ局きよくパソコンを動かしっぱなしにしたまま向き直った。


「夕菜ちゃん？」


「ご、ごめんなさい玖里子さん。つけっぱなしでいいですよね!?」


「いいけど」


「わたし、下でジュース飲のみますから。ごめんなさいっ」


　夕菜は顔を伏ふせて部屋から飛び出した。


　どたばたと階段を駆かけ下おりていく。途と中ちゆうで「きゃあああっ」と悲ひ鳴めいがした。転ころんだらしい。


「変な娘こ」


　玖里子は呟つぶやくと、電源を切ろうとパソコンの載のっている机に近づいた。


　引き出しが半分だけ開いていた。夕菜が慌あわてたためだ。


　ちゃんと閉しめようとして、のぞき込む。


　紙かみ袋ぶくろが入っていた。


　夕菜が無む理り矢や理り押おし込んだため皺しわが寄よっているが、まだ封ふうがしたままになっている。


　隙すき間まから中をのぞいた。


　よく分からない。しかし夕菜の慌てようが引っかかった。


（……もしかしてエロゲー？）


　やるわねと思った。アグレッシブなところがあるが、こんなことまでするようになったとは。


　しかしすぐに考え直した。さすがに夕菜が買うとは信しんじがたい。


「和樹かな……」


　こんなのやる子だったっけ。男の子だから興きよう味みはあるのかと考えた。


　元の場所にしまおうとして、思い直す。


（見てみるか……）


　ちょっとくらいプレイをしても、怒おこったりはしないだろう。どうせパッケージは開けてしまうのだし、そうそう価か値ちが下がるものでもない。


　頰ほおが染そまると同時に顔がにやける。和樹の秘ひ密みつに触ふれるような気がした。


　十八歳さい未満禁きん止しなのに手に入れるなんてやるじゃない。もしかしてあたしとする予よ習しゆうのためかしら。でもゲームで勉強は良くないわよ。現実とは全ぜん然ぜん違うんだから。ま、あたしも実じつ戦せん経けい験けんがあるってわけじゃ……。


　封のテープを切ろうとして、振ふり向いた。


　誰かが階段を上がってくる。軽く、規き則そく正しい歩ほ調ちようだ。


　玖里子は袋を隠かくそうとした。引き出しの中はよくない。また夕菜の手に渡わたってしまう。ここまできたら、先にプレイをしておきたい。


　きょろきょろすると、押し入れを開けて布ふ団とんの間に挟はさみ込んだ。ここならとっさには見つからない。あとで他ほかの場所に移うつせばいいのだ。


　襖ふすまを閉しめると同時に、部屋の扉とびらが開いた。


「あら凜、早かったわね」


　玖里子は冷れい静せいを装よそおった。


　入ってきたのは神かみ城しろ凜であった。彼女は竹刀しない袋ぶくろを持ったまま、ちらりと時計を確かく認にんした。


「そうですね。部ぶ活かつを早めに切り上げましたから」


「お疲つかれさま。下に買ってきたコーラがあるから、飲めば？」


「牛ぎゆう乳にゆうを買ってきました。炭たん酸さん飲いん料りようは、飲のみ過すぎると身体からだに良くありませんよ」


「オレンジジュースもあるわよ。夕菜ちゃんが買ってきたものだと思うけど」


「夕菜さんならリビングにいます。どこかぶつけたらしくて、うんうんうなってましたが」


「そりゃ大たい変へん。手当てしてあげなきゃ。凜も下で牛乳飲めば？」


「……私を下に行かせたいのですか？」


　凜は不ふ審しんを抱いだいたような顔をした。


「まだ着替えてもいないのですが……」


「そうだったわね。じゃああたし、先に行ってるわ」


　玖里子は手を振って、部屋を出た。


「早く来てね」


「はあ……」


　凜が気のない返事をした。





　玖里子がいなくなってから、凜はリボンを解といた。黒くろ髪かみが流れ、日本人にん形ぎようのような顔立ちをいっそう際きわだたせた。


「ふう……」


　自分の机の上に鞄かばんを置く。脇わきに日本刀を立てかけようとして、止やめた。


　乱らん雑ざつに扱あつかうのは良くない。道具を神しん聖せいなものとして扱あつかう思し想そうはそれほど強くないが、縦たてより横の方が刀にいいことくらいは分かっている。


　押おし入れから刀かたな掛かけを出そうとして、襖を開けた。学校に行く前、下の段にしまっておいた。


（ん……？）


　上の段に布ふ団とんが積み上がっているのだが、真ん中あたりに不ふ自し然ぜんなふくらみができていた。


　手を突つっ込む。紙袋が出てきた。


（これは……？）


　パソコンのソフトのようだ。どうして布団の間に、こんなのが挟まっていたのだろう。


　封ふうがしてあるので、破やぶかないよう隙すき間まから中をのぞいた。


（……!!）


　凜は危あやうく袋を取り落としそうになった。


　彼女の瞳ひとみの中に、信じられないものが飛び込んだのだ。シルエットで描えがかれた女性の裸はだかである。一いつ瞬しゆんしか見えなかったが、間ま違ちがいない。これは噂うわさに聞くアレなゲームではなかろうか。


（なっ……どうしてこのようなものが！）


　顔を真っ赤にして、心の中で叫さけぶ。


（ここここんな破は廉れん恥ちなものが部屋に……というか布団の中に隠されているとは！　誰の仕し業わざだ！）


　頰が火ほ照てり、同時に怒いかりがわいてきた。日本刀のことをすっかり忘れ、憤ふん然ぜんとして室内を歩き回る。


（まったくなんという……信じられん。いったいどこの恥はじ知しらずだ。夕菜さん……は考えられん。玖里子さんならあり得るかもしれんが女性だし……とすると）


　ぴたっと足が止まる。


「式森か！」


　つい声に出した。


「ええい、なんと軟なん弱じやくで惰だ弱じやくな。このような虚きよ構こうの存そん在ざいに頼たよるとは、常つね日ひ頃ごろから男らしくできんのか。見どころのある奴やつだとずっと信じていたのに……。こんな男に心を動かされていたとは！」


　自分が嘆なげかわしいと思った。心しん中ちゆうで感情が煮にえたぎる。


　まったく理解できない。どうして男というのはこうスケベなのだ。他ほかに考えることがないのか。確かに式森も一人の男性として、この手のものに興きよう味みがあるのは分かる。しかしそれならそれで私というものが……前になんとかという亡ぼう霊れいみたいな奴にとりつかれたときに、押し倒たおしてきたではないか。……あ、いやいや許ゆるしてはいけない。男女関係というのは、もっとこう、清せい潔けつで慎つつましいものなのだ。こんなことは結けつ婚こんしてからいくらでも……いやいや。


「とにかく！」


　彼女は誰もいないのに叫んだ。とにかく、この袋ふくろはどうにかしなくてはならない。近くにあるだけで汚けがらわしい。そもそも高校生が所しよ有ゆうするには問題がある。


　捨すてるのが一番いいだろう。バラバラにしてゴミ箱ばこ行きにする。


　だがしかし。


　ちらっと袋を見た。


　鼓こ動どうが早くなった。好こう奇き心しんが鎌かま首くびをもたげる。どんなことがおこなわれるゲームなのだろうか。


　捨てるのもまずいかもしれない。仮かりにも金を出して買った……かどうかは知らないが、黙だまって捨てたら怒おこるだろう。それに、なにが面おも白しろくてこんなものを入手したのか、調べる必要もある。


　そう自分に言い聞かせた。今後、式森がこのような過あやまちを犯おかさないためにも、自分がきちんと内容を把は握あくしておく必要があるのだ。そう、これは調ちよう査さである。単なる好奇心では断じてない。


　おあつらえ向きに、パソコンが動いたままになっていた。ゲームをプレイする方法はよく分からないが、説明書を読めばいいだろう。


　机に近づく。どきどきした。ゆっくり椅い子すに座すわろうとして──放ほう置ちされたままの日本刀が目に入った。


　はっとした。いかん、私としたことがなんということだ。こんなものに惑まどわされるとは。


　人の心を乱みだす、手の込こんだ陰いん謀ぼうなのだろうか。これを持ち込んだ奴を追つい及きゆうするしかない。もちろん式森をだ。


　凜は日本刀を乱らん暴ぼうに摑つかみ、部屋を飛び出した。





　夕菜は膝ひざをなでながらジュースを飲のんでいた。階段から落ちてぶつけたので、青く痣あざになっていた。当分残りそうだ。制服のスカートが短みじかいので、これは恥はずかしい。


　しばらくじっとしていたら、玖里子も下りてきた。


　夕菜をちらっと眺ながめる。


「凄すごい音がしたけど、大だい丈じよう夫ぶだった？」


「だいぶ治おさまりましたから……」


「そう」


　オクターブの高い声で言葉が返ってきた。


　なんだか不ふ自し然ぜんな声こわ音ねであった。なにかを隠かくしている……というより、訊ききたいことがあるのだけれど、どう切り出すか迷まよっている風ふうである。


　心当たりはありまくりであった。


　あのゲームがバレたとしか思えない。見つけられたのである。


　玖里子が咳せき払ばらいをした。


「あのさ、夕菜ちゃん……」


「え、えーと、く、玖里子さんもなにか飲みますか？　コーラ、ありましたよね」


　相手の台詞せりふを遮さえぎり、立ち上がった。痛いたむ足を引きずって台所に行く。


　動どう揺ようしていたので、注そそぐときテーブルにこぼれた。


　泡あわばかりのコーラを玖里子の前に差し出す。


「ぬる……」


「氷こおり、入れた方が良かったですね」


　また台所に行こうとする。その腕うでを摑まれた。


「待った」


「きゃっ、なっ、なんでしょうか」


「訊きたいことがあるんだけど」


　玖里子はにへら、と笑っていた。


「あれさ、夕菜ちゃんが買ってきたの？」


「なっ、なんのことでしょうか……！」


　声がうわずった。


「なかなかやるわよねえ。夕菜ちゃんにそういう趣しゆ味みがあったなんて、ちょっとびっくり」


「しゅ、趣味じゃありません！　エッチなゲームなんて、わたしは……あ」


　玖里子の笑えみが大きくなった。


「やっぱり」


　夕菜は全身を紅こう潮ちようさせてうつむいた。


　玖里子はコーラをすすり、


「ま、夕菜ちゃんが買ってきたんじゃないわよね。和樹？」


「多分……」


「やっぱりそういうのに興味があるんだ。男の子だもんねえ。でも、肝かん心じんの和樹はどこ？」


「いないんです。一度は帰ってきたみたいなんですけど……」


「ふーん」


　彼女はにやにやを消さないまま、夕菜に顔を寄せてきた。


「じゃあさ、ゲーム見ちゃわない？」


「えっ……」


　驚おどろいて、顔を見返した。


「わ、わたし、こういうのは……」


「またまた。本当はやろうとしてたでしょ」


「……でも、和樹さんに黙だまってなんて」


「いればやるの？」


「…………」


　なにも言えずに黙る羽は目めになった。


「夕菜ちゃんがやらないならいいわよ。あたしが一人でやるから。楽しみね、和樹はどんな趣味なのかな」


「ちょ、ちょっと待ってください」


　立とうとした玖里子を、急いで押おしとどめる。


「なんで玖里子さんだけ……！」


「だって夕菜ちゃんやらないんでしょ。あたしは和樹と趣味を共きよう有ゆうするわよ」


「和樹さんはわたしだけが！」


「そんな決まりないもん。和樹のことだから、初はつ恋こいがどうのこうのとか、ささやきとかきらめきとか、アルファベットだけとか、ちょっと泣きの入ったゲームね」


「そんなの分かりません！　痴ちとか獣じゆうとか犯はんとかがいっぱい使われてるタイトルかもしれないじゃないですか！」


「じゃあ確かめる？」


「う……」


　夕菜は逡しゆん巡じゆんした。頭の中に、さきほどのシルエットやら少女マンガのそれらしきシーンやら本屋で見かけたそれ系の表紙やらが乱らん舞ぶして──結局承しよう諾だくした。


「じゃあ行こう」


　玖里子にうながされる。


　その時、階かい上じようから荒あら々あらしい物音がしてきた。


　凜が顔面を真っ赤にして目を吊つり上あげ、愛あい刀とう片手に駆かけ下りてくるところであった。


「式森は、式森はどこです!?」


　なにやら腹を立てている風である。


「いないけど」


　玖里子が冷れい静せいに対たい処しよした。


「そっ、そうですか。あいつめ、よりにもよって、部屋にあんな汚けがらわしい……その、不ふ埒らちな……」


　二人はぴんときた。


「和樹さん、買い物に行ったみたいですから、凜さんは待ちます？」


「あたしたちは上に行くから」


　意い表ひようを突つかれたか、凜はきょとんとした。


「部屋へ……なにしに？」


「ゲームやんの」


　玖里子がしれっとした顔で言う。


「もしかして……あの」


「そっ」


　惚ほうけていた凜だったが、再ふたたび顔が紅こう潮ちようしてきた。


「ななななんということを！　いけません、絶ぜつ対たい駄だ目めです！」


　憤ふん然ぜんと食ってかかった。興こう奮ふんのあまり、刀の柄つかに手をかけている。


「いいじゃない。ちょっとだけ」


「いけません。なぜやらなければならないのです。そもそも高校生というのはもっと健けん全ぜんであるべきで、選せん挙きよ権けんもない未み成せい年ねんなのですから、それ相そう応おうの自じ覚かくというものを……」


　早はや口くちで理り屈くつを並べ立てる凜。玖里子は片かた手てを上げて制せいした。


「じゃあ、凜はゲームに興味がないのね」


「あ、当たり前です！」


「ならここで和樹を待っててね」


「……は？」


「あたしたちは上でプレイしてるから」


　夕菜に合あい図ずして、部屋に行こうとする。


「ま、待ってください。私はここに一人でいるのですか」


「だってやらないんでしょ」


「そうですが……」


「あたしと夕菜ちゃんはやるもん。二人で和樹の秘ひ密みつをのぞいちゃうんだもんね」


　玖里子に同意を求められ、夕菜は思わずうなずいた。


「ほら。凜はやらないんなら下にいること」


「しかしですね……！」


「やりたい？」


「う……あ……ですが……」


「気が向いたらどーぞ」


　二人は今度こそ階段を昇った。


　凜はしばらくうろうろしていたものの、やがて「二人だけでそんないかがわしい真ま似ねは許ゆるしません」とか言いつつ、二階へ上がってきた。





　パソコンの電源は相あい変かわらず入れっぱなしであった。三人はそれぞれどきどきしながら、周りに集まった。


「どんな内容なのでしょうか……」


　まだ紙かみ袋ぶくろも開けていないのに、夕菜の頭の中はそのことで一いつ杯ぱいであった。


「だから泣けるゲームよ。または純じゆん愛あいラブラブのやつ。あたしの和樹の未み来らいのような」


「なに言ってるんですか。『満まん員いん電でん車しや××××』とか『×××××女教師』とかのタイトルがついていたらどうするんです」


「それはちょっと困るわね。『淫いん獄ごく×××』や『屈くつ辱じよくの××××』とかもあり得るかな。和樹がそんな趣しゆ味みだったら、夕菜ちゃんも引くでしょ」


「へ、平気です！　和樹さんの好みが『××看護婦』でも『いけない人妻×××』でも『淫×××セーラー服学園』でも、わたしは受け入れます。いざとなったらコスプレでもなんでもして……」


「いいかげんにしてください……！」


　凜が机をばんと叩たたいた。
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「なんですか、さっきから汚けがらわしい単語ばかり口にして。だいたい人妻のコスプレなんか、どうやってするつもりです」


　夕菜と玖里子は、「ふん。一人だけいい娘こぶっちゃって」と言いたげにそっぽを向いた。


「そうやって凜さんは、自分だけなにも分からないふりをするんですよね」


「ついてきたくせに」


　責せめ口く調ちようである。ただし非ひ難なんするというよりは、「共きよう犯はん者しやにしてしまおう」という感じであった。


「わっ……わたしはですね、皆みなさんが高校生としての節せつ度どを守るよう、いわば監かん視しのためにここにいるわけでして……」


「最近の監視は、悪いことをするのを止めないみたいですね」


「馬が走り出してからゲートを閉めるようなもんよね」


「ぐ……しかし……」


　なおも反はん論ろんしようとする凜の肩かたを、玖里子がぽんぽんと叩たたく。


「そこで静かに見てればいいから。あたしだって、多分夕菜ちゃんも、こういうの初めてなのよ。だからね……うふふふ」


　笑いがこらえきれないようである。夕菜もいつもと変わらない表情ではあったが、口元がぴくぴくしていた。


　彼女は袋を手に取った。


「じゃ、開けますよ……」


　ゆっくりと、テープを剝はがそうとする。


　とその時。


「ただいまー！」


　明るい声が飛び込んできた。三人の心しん臓ぞうは一いつ斉せいに跳はね上あがった。


　背はい後ごで栗丘舞穂がにこにこしていた。


「お、おかえりなさい……」


　夕菜が冷ひや汗あせを流しながら返事をする。


「なにしてるの？」


　手元をのぞき込もうとする。


「な、なんでもありませんから」


　とっさに袋を背後に回す。


「なになに？　なんなのー」


「えっと……和樹さんが持ってきた……その……」


「和樹君が？　なにー？」


「ゲーム……なんですけど……」


　聞いた舞穂はうれしそうになった。


「ゲーム？　舞穂もやるー」


（ちょっと夕菜ちゃん、舞穂ちゃんにも教えちゃうの？）


　玖里子が耳みみ元もとで囁ささやく。


（こんな子供まで巻き込むのはまずいです！）


　と凜も言った。


（ごまかしようがないんですっ）


「ごまかす？」


　舞穂が言う。


「なんでもないです。えっと、舞穂ちゃん、下にジュースがありますから……」


「それなにー？」


　舞穂は夕菜の台詞せりふを無む視しして首を伸のばした。袋ふくろを見ようとしている。


「なんでもないですって！　駄だ目めです舞穂ちゃん、なんにもありません、ありませんから。こっちに来ないでください！」


　夕菜が慌あわてて妨さまたげようとする。だが舞穂は強ごう引いんに袋を奪うばい取とった。


「あー、ほんとにゲームだー」


「ゲームです。だから返してください！」


「エッチなやつ？」


　一番聞かれたくないことを訊きいてくる。


「ち……違ちが……」


「そうなんだー」


　夕菜の態たい度どで確かく信しんを持ったらしい。やけに嬉うれしそうであった。


「やるやる、舞穂もやるー」


「駄目です！」


「駄目よ！」


「駄目！」


　夕菜のみならず、玖里子と凜も叫さけんだ。


　三人に注意され、舞穂の目にじんわりと涙なみだがにじむ。


「わーん、みんながエッチなゲームをやらせてくれなーい」


「当たり前です！」


「舞穂も『×××××』とか『××××』とか『××××』がやりたいよー」


　騒さわぎ出した。あまりのヤバさに全すべてを伏ふせ字じにしなければならないほどである。


「そんなんじゃありません！」


「噓うそだ」


「ほ、本当です。そんな……いくらなんでも過か激げき……」


「だって和樹君は、きっとぬるい清純ものなんて嫌きらいだもん。メジャーじゃなくてインディーズ派だもん。モザイク反対だもん。企き画かくものでも露ろ出しゆつとか緊きん縛ばくとかスカ──」


「それはビデオの話ですっ！」


　夕菜は舞穂の台詞を遮さえぎり、紙袋を取り上げようとした。


　舞穂はその手をすり抜ぬけ、逃にげ出した。


「にゃー、夕菜さんがやきもち焼いたー」


「これのどこがやきもちです！」


「和樹君の本当の姿を認めたくないんだ」


「舞穂ちゃんのでっち上げでしょう！　玖里子さん、凜さん、捕つかまえてください！」


　三人はそれぞれ舞穂を追いかけ回した。


　部屋中を逃げ回る舞穂。小こ柄がらな身体からだを生いかして走はしり、跳はね、駆かける。


　しかし、結局は一人対三人である。時間はかかったものの、ついに捕まえ、取り押おさえることができた。


「……まったくもう……」


　夕菜は肩かたで息をしながら、袋を奪うばい返した。


「舞穂ちゃんは子供なんですから、こういうのを見るのは早すぎます」


「うにゃー、夕菜さんだって凜さんだって未み成せい年ねん……」


　その口を強引に塞ふさいだ。


「わたしたちはいいんです。和樹さんの性格をチェックするための、仕し方かたない作さ業ぎようなんですから」


　彼女は「屁へ理り屈くつだー」と騒さわぐ舞穂を無む視しし、呼こ吸きゆうを整ととのえた。


　改あらためてパソコンに向き直る。舞穂のことは放ほうっておくわけにもいかず、玖里子と凜が手で口を塞ぎ、目め隠かくしをした。


　紙袋を開ける。素そっ気けない箱はこに、女性が小さくシルエットで描えがかれていた。レーベルのマークのようだ。タイトルと説明文はどこにも書いていない。


「流りゆう通つうに乗っていない商品みたいね。同人ソフトかしら……」


　声を潜ひそめて玖里子が言う。


「もうすぐ分かります……」


　箱には円えん盤ばん状じようのＤＶＤ─ＲＯＭが一枚だけ入っていた。説明文はファイルになって中に収められているのだろう。


　パソコンのＤＶＤドライブ内に銀色の円盤を収める。しばらくモーター音がしていたが、やがて画面にインストールのためのウィンドウが開いた。とにかくＯＫボタンを押し続ける。


　見み慣なれない文字が出てきた。


「オンラインが……なんでしょう」


「ネットワークにも対応してるのかしら。大勢でプレイできるってことよ」


「大勢……プレイ……」


　妄もう想そうに拍はく車しやがかかり、夕菜の頭の中はあっという間にピンク色となった。汗あせばむ手を拭ふきもせず、マウスを操そう作さする。


　一分強でインストールは完かん了りようした。あとはスタートするだけ。


「これで……たくさんの裸はだかが……あんなことやこんなことが……」


「落ち着いて夕菜ちゃん。あれやあれもやるのよ」


「そんな、あれなんて……もうお嫁よめさんになれないかも」


「あたしたちが汚よごれるわけじゃないわ。ただの経けい験けんよ。和樹も経験豊ほう富ふな方がいいに決まっているわ」


「大人の階段昇のぼるんですね！」


「君はまだシンデレラよ！」


　盛り上がる夕菜に玖里子。凜は無む言ごんだったが、目はしっかりと画面を凝ぎよう視ししていた。


「じゃ、じゃあ、いきますね」


　スタートボタンをクリック。


　簡かん素そな音楽が流れ、ＣＧのロゴが表ひよう示じされる。


　どーんと裸が現れた。


「は……？」


　夕菜と玖里子と凜は、あんぐりと口を開けた。





「ただいまー」


　和樹は玄げん関かんで言った。靴くつが沢たく山さん並ならんでいる。もう全員帰ってきているようであった。ジュースを買うだけのつもりが、すっかり遅おそくなってしまった。


「ただいま」


　もう一度言ったが返事がない。おかしいなと思いつつ、二階へ上がる。


　女の子の部屋の扉とびらが開けっ放しになっていた。全員いるが、不ぶ気き味みなくらい沈ちん黙もくしている。


「あのー……どうしたの？」


　夕菜が振ふり向いた。無言で手にしたゲームを突つき出す。


「あ、それ、開けちゃったんだ」


「…………」


「仲丸から預かったんだけど……」


「…………」


「いや、問題はないと思うけど……えと、な、なにか？」


　夕菜が右手を鉤かぎ状じようにする。爪つめがやけに伸のびていた。


「なにか……怒おこって……なんで!?」


「期待させすぎです」


　彼女の右手が一いつ閃せんした。





　　　　○





「返すよ」


　Ｂ組の教室で、和樹は仲丸にソフトを渡わたした。


「おお、悪かったな。手入れも無ぶ事じ終わった。なんかおごるよ」


　仲丸は嬉うれしそうに受け取った。


「いいけど……それ、なんだったの」


「裸のゲームだよ」


　仲丸はにやりとした。


「と言っても相撲すもうのゲームだけどな」


「……相撲」


「自分で力りき士しを作って横よこ綱づなを目指す。同人ゲームで、昔はエロいのを作ってたらしいんだが、最近ネットワークの方をやっていてな、対たい戦せんまでできる。レベルアップのための稽けい古ことか、単たん純じゆんだけど奥おくが深くて、はまっている奴やつも結けつ構こういるらしい。俺たちもやってみようかと思って買ったんだ。だけど最近の寮りようは締しめつけがきつくてゲームは全部没ぼつ収しゆうだから、お前に預かってもらって……どうしたんだ、その顔」


　仲丸が怪け訝げんそうに、和樹の顔を眺ながめた。


「ああ、これね」


　憮ぶ然ぜんとしたまま言う。


「手て加か減げんしてくれたらしいよ」


　和樹はそう言って、頰ほおの引ひっ搔かき傷きずをなでた。




　番外編　アナザー・ガール










　遊びに行こうと言い出したのは妹だった。


　妹の神かみ代よは、近ごろしきりに誘さそってくる。目的も場所も様さま々ざまで、買い物であったりテーマパークであったり、横よこ浜はまであったり東とう京きようであったり。それも毎日のように、口を開けばどこかに行こうと言ってきた。


　気を使っているんだろうと、山やま瀬せ千ち早はやは思っている。小さいころから神代は優やさしい。時々その優しさが過ぎることがあるけれど、愛あい情じようゆえのことなのだから、ありがたく受け止めることにしていた。


　姉妹しまい仲なかは良い方だと信じている。かつて親しん友ゆうの杜もり崎さき沙さ弓ゆみに、「千早のところは仲が良すぎて、反対に羨うらやましくない」と言われたことがあった。どうもここまで親しん密みつなのが、逆に現げん実じつ味みを損そこなっているらしい。確かに姉妹にしてはべたべたし過ぎなのかもしれないので、葵あおい学がく園えんに入学したのを機に、離はなれて暮くらすようにした。ところが実家に帰るたびに神代は、「お姉ちゃんがいないからつまらない」と文もん句くを言い続け、転校したら前よりべたべたするようになった。なので始し終じゆう喧けん嘩かをするよりは、全然ましだと思うようにした。


　喧嘩といえば、つい先日、少しだけ神代と揉もめた。妹は直ちよく情じよう的てきな性せい格かくで、はっきりと感情をぶつけてくる。戸と惑まどったが、これも愛情の裏返しなのだし、そう信じている。


　喧嘩の理由は考えたくない。


　あれは自分の問題なのだ。神代が持ちかけてきたが、はっきりしない自分を見かねてのことだった。


　どうしてはっきりしないのか。


　それこそ考えたくもなく、思い出したくもない事実だった。どうにも埋うめきれない、ぽっかりと心に開いた穴あなを直ちよく視ししなければならなくなる。それは嫌いやだった。


　目をそらすのは逃にげで、弱い心の表れだった。それも分かっている。神代は「お姉ちゃんはすごく弱い」と言っていた。心が痛いたくなる台詞せりふだ。そうなのかもしれない。だけど認めるのも勇ゆう気きがいる。それこそが弱い証しよう拠こなのだろう。


　たかがあれだけのことで、どうしてここまで心が揺ゆれるのか、自分でも不明だ。もっとも、分かったらここまで悩なやんだりはしない。


　高校時代の、よくある光こう景けいだと思えばいい。


　悩みは誰でも持つのだ。同級生の石いし川かわ映えい子こは頻ひん繁ぱんに「便べん秘ぴだ」と騒さわぐ。「今日の悩みは深い」とわけの分からないことを言う。女の子にあるまじき騒ぎ方だと思うけど、他者から見れば悩みなんて、映子と同じようなものなのだ。


　こんなことばかり考えていると、また落ち込んでしまう。だからこそ神代は誘ってくれるのだ。喜よろこんで遊びに行こうと、千早は思っていた。





「で、どこ行くの神代」


　洗あらい物ものをしながら千早は訊きいた。連れん休きゆう初しよ日にちの朝のことである。


　千早は今日までどこに遊びに行くのか聞いていなかった。神代が「わたしに任まかせて」と言っていたので、その通りにしていたのである。驚おどろかせようとしていたらしく、秘ひ密みつにしたがっていた。


　神代は自分の食しよつ器きを片づけながら答えた。


「静しず岡おかにした」


「静岡県？　東京か横浜じゃないの？」


「そっちは行かない。富ふ士じ山さんの方。近くに遊ゆう園えん地ちや湖みずうみがあるから」


「珍めずらしいね。神代、街の方が好きじゃなかった」


「自し然ぜんだって好きだよ」


　と妹は言ったが、本当は都会っ子だと千早は知っている。心こころ遣づかいなのだろう。東京方面に行くと、どうしても思い出してしまうからだ。


「じゃあもっと早く行ったほうがいいんじゃない？」


　千早は時計を見上げた。そろそろ十時になる。


「平気だよ。泊とまるもん」


「え、泊まりなの？」


「うん。もう予よ約やくもしたから」


　神代はしてやったりといった感じで笑う。


　千早には、驚きと呆あきれが半分ずつやってきた。


「あたしが明日予定入れてたらどうするの」


「入れてないじゃん」


「そうだけど。お父さんとお母さんは？」


「許可取ったよ。行ってきていいって」


　山瀬姉妹の両親は、放ほう任にん主しゆ義ぎではないものの、娘むすめたちにかなりの自由を認みとめてくれる。連れん絡らくさえきちんとすれば、過か剰じような束そく縛ばくはなかった。


「前にも家族旅行で泊まったとこだから」


「じゃあいいけど……でも泊まりだったら、あらかじめ言っておきなさいよ」


「そしたらお姉ちゃんが準じゆん備びしちゃうじゃん。意味ないもん」


　神代が口を尖とがらせた。


　確かに、事前に「泊まりで遊びに行く」と聞かされていたら、宿の予約や切きつ符ぷの手て配はいは自分がおこなっただろう。妹の手て際ぎわが不ふ安あんというより、姉としての責せき任にん感かんがそうさせてしまうのだ。


「わたしが誘さそったんだから、わたしが準備したの」


「ごめん、ありがと。じゃ、用意しないと」


　千早は蛇じや口ぐちの栓せんを閉しめて、洗あらい物ものを終わらせた。タオルで手を拭ふく。


　自分の部屋で荷物をまとめなければならない。泊まりなら泊まりとしての用意がある。


「一泊よね」


　部屋に行こうと、階段を昇のぼりながら妹に訊きく。


「うん。もっと増ふやす？」


「そんなに長く外がい泊はくできないでしょう」


「お姉ちゃんと一いつ緒しよなら、ずっと泊まってたっていいよ」


　無む茶ちやなこと言わないでと千早は答えた。やっぱり妹は甘あまえすぎだ。でも愛情の一いち形けい態たいであるし、自分を慰なぐさめてくれるのだから、叱しかることもできないなと思いつつ、彼女は部屋に戻もどった。





　　　　○





　窓まどの外を山と畑が、縦たてにぶれながら通り過ぎていく。


　式しき森もり和かず樹きの乗っている列れつ車しやはがたがた揺ゆれていた。レールを擦こする騒そう音おんもかなり聞こえる。この車しや輛りようはかなり年ねん季きの入ったものらしく、座ざ席せきのクッションもなんだか硬かった。


　和樹の目の前で、風かぜ椿つばき玖く里り子こがうるさそうに耳をかくと、大きくあくびをした。


　人が見ていようといなかろうと、遠えん慮りよなく大口を開けている。高校生離ばなれした結けつ構こうな美人なのだが、ときどきこういうがさつなことをする。


　隣となりの神かみ城しろ凜りんが眉まゆを顰ひそめた。


「玖里子さん、口に手を当てるくらいしたらどうですか」


「あー？　面めん倒どうだし、眠ねむいし」


　彼女は目を擦った。


「朝早かったのよ。あたし、寝ね坊ぼう大好きだからこういうのきつい」


「そのわりには、準備の全すべては玖里子さんが仕し切きってましたが」


「あたしの家のコネ使うんだから、あたしがやんなきゃしょうがない。それに」


　玖里子はちょっと肩かたをすくめる。


「実は旅行って好きなのよ」


　その台詞せりふに、和樹の横に座すわっている宮みや間ま夕ゆう菜なが、くすっと笑った。


　四人の乗った列車は、スピードをゆっくりと上げていった。


　旅行を計画したのは、珍めずらしいことに玖里子だった。「考えてみたら、みんなでのんびり遊んだことはない」と言うのである。


　確かに、どこかに行けば必ずといっていいほどトラブルに巻き込まれ、ちゃんと遊んだ記き憶おくがない。誘ゆう拐かいされたことまであるのだ。高校生がのんびりというのも年寄りくさいが、気分よく遊びたいのは事実であった。


　みんなで旅行案内を読みながらここだあそこだとわいわい騒ぎ、連休を見つけて東とう京きよう脱だつ出しゆつとなったのであった。


　休みだけあって、四人ともうきうきした気分になっていた。特に夕菜は、しきりと外を眺ながめたり話をしたがっていた。


「久しぶりですよね。こういうの」


「そう……かな」


　和樹は記き憶おくを辿たどる。そういえばあまりしたことはない。


「みんな一緒なのは、やっぱり嬉うれしいです」


「みんなじゃないけどね」


「そうなんですよね。舞まい穂ほちゃんも早く来ればいいのに」


　本当なら栗くり丘おか舞穂も来る予定だったのだが、魔ま力りよくの検けん査さのため、遅おくれて到とう着ちやくすることになっていた。


「あれは時間がかかるのか？」


　凜が和樹に訊きく。


「かからないと思うよ。紅あか尉い先生次し第だいだけど」


「お前と離はなればなれになっているが、平気か？　世界が滅ほろびたりはしないだろうな」


「平気じゃないけど、今は僕ぼくも舞穂ちゃんも体たい調ちようがいいから、よっぽど変わったことが起こらなきゃまず大だい丈じよう夫ぶだって」


　和樹は笑った。凜もほっとした風になる。


　日ひ射ざしが窓から差し込んできた。


「天気いいですね」


　夕菜が外を眺めながら言う。


「これだけ晴れてるなら、どこか途と中ちゆうの駅で降おりちゃいたいくらいです」


「残念ながら、ノンストップよ」


　玖里子がポケットサイズの時じ刻こく表ひようを眺めながら答える。


「さっき止まったから、あとは目的の駅まで一直線。新しん幹かん線せんとあまり変わらないわね」


「ちょっとつまんない」


　と言ったものの、夕菜は十分満まん足ぞくしているようであった。


　玖里子は時刻表をしまった。


「座っていれば、着くから」


「和樹さん、何時ですか？」


「ええとね」


　袖そでをまくろうとして気づく。


「夕菜、時と計けいは？」


「してこなかったんです」


　彼女は和樹の時計の文も字じ盤ばんを覗のぞき込こんだ。


「……あ、わたしがプレゼントした時計だ」


「うん」


「嬉うれしいです。ちゃんとしてくれているんですね」


　にこりとする夕菜。ぐっと顔を近づける。


　和樹は袖口を引ひっ張ぱった。


「あ、なんでしまっちゃうんですか」


「いや……だって見たよね」


「もっと見せてください」


「もういいよ」


　和樹は腕うでを自分の背中に回して隠かくそうとした。


「そんなことしないでください」


「いいじゃないか時間なんて。もうすぐ着くよ」


「時計が見たいんです」


「玖里子さんが持ってるよ。きっとこれより高いの」


「照てれないでください」


「照れてないってば」


　逃のがれようとする和樹。そうはさせまいと迫せまる夕菜。玖里子は呆あきれたように笑い、凜は首を振ふった。


　列車はスピードを緩ゆるめた。





　　　　○





　山瀬家から最も寄よりの駅までは距きよ離りがある。いつもなら両親の車で送ってもらうが、休きゆう日じつ出しゆつ勤きんとやらで家にいなかった。なのでバスを使うことになった。


　バスの中で神代は、ずっとにこにこしっぱなしだった。一いつ緒しよに旅行に出かけることが、よほど嬉しいらしい。二人だけというのもあるのだろう。


　しばらく乗り続け、駅に着いた。


　神代が真っ先に降りる。千早も引っ張られるようにして降りた。


　駅前は混こんでいた。


　休日だからだろうか、滅めつ多たに見ない人の数だった。おまけに人だかりがしてざわついていた。


「なんか変ね」


　千早は呟つぶやいた。雰ふん囲い気きがおかしい。行こう楽らくによる混こん雑ざつというより、なんらかのトラブルみたいに感じられるのだ。よく見ると、改かい札さつの上にある電でん光こう表ひよう示じ板ばんが消えていた。


「お姉ちゃん、わたし、見てくる」


　千早がなにか言う前に、神代は走り出した。人だかりをかき分けるようにして改札口に近づいていく。


　やや時間が経けい過かしてから戻もどってきた。


　妹はむっとした顔をしていた。


「電車止まってるって」


　千早は驚おどろいた。


「本当？」


「この先で事じ故こがあったみたい。パンタグラフがなんとかかんとかって言ってた。ずっと動いてないんだって」


「困こまったわね」


　確かにホームには車しや輛りようが止まりっぱなしで、動く気け配はいがなかった。


　目の前の駅には上下線しかなく、他ほかの会社も乗り入れていない。目的地に行こうにも、電車では手段がないのだ。


　神代は怒おこっていた。


「もう馬ば鹿かみたい。出かけたのに駅で動けなくなった」


「しょうがないわよ」


「だって、せっかくお姉ちゃんと旅行なのに」


　怒いかりのぶつけようがないのか、ときどき手を振ふり回したりしている。千早は苦く笑しようするしかない。


「いつ直るって言ってた？」


「不明だって」


「代わりになにかあるって言ってなかった？」


「替かわりにバスを用意するみたいだけど……でもわたし、電車で行きたい」


　それは千早も同感だった。せっかくだから景け色しきを眺ながめながら、列れつ車しやで旅行がしたい。


「そうね。でも動いてないんだから仕方ないわ」


「どうしよ」


「待つしかないでしょ」


「お茶してよっか」


　神代が周囲を見回した。背の低いビルが並んでおり、中に何なん軒けんか喫きつ茶さ店てんが入っている。


「席、開いてるかな」


「あたしたちと同じこと考えてる人多そう」


「待っててお姉ちゃん。見てくるから」


　神代は小走りに、一番近くの喫茶店へ向かう。


　千早は少し考え、駅の改札へ歩いた。深い意味はない。単に自分で確かく認にんしたかっただけだ。人だかりの後ろから首を伸のばす。


　ホームには列車が止まっていた。自分たちが乗るのとは違ちがう車輛だ。動く気配はない。


　改札口では神代の言うとおり、駅員が「ダイヤが乱れている」ことを繰くり返していた。客も諦あきらめ半分なのか殺さつ気きだっておらず、確認しては離はなれていった。


　こうしていても仕方がない。千早も神代の元へ戻もどろうとした。


（あれ……？）


　改札の奥おく、ホームに誰だれかいたような気がした。どこかで見たことがある。


　男の子ではない。女の子。


　記き憶おくにある姿だ。


（……まさかね）


　千早は首を振った。あの娘こがいるなんてありえない。


　思い込みすぎなのだろう。ここは東京ではなかった。こっちから出向いたわけではないのだから、きっと気のせいだ。


　彼女は改札に背を向けた。そして忘れるようにその場から抜ぬけ出した。





　　　　○





「結局、降りることになっちゃいましたね」


　ホームに降りながら夕菜が言った。


　玖里子は渋しぶい顔をした。


「なにも本当に止まんなくてもいいのよ」


「でもいい気き分ぶん転てん換かんになるじゃないですか」


「トイレ休きゆう憩けいくらいね」


　玖里子の後ろから、凜も車輛を降りた。和樹はその後。


　ホームは人が溢あふれていた。列車が動かないのだから、乗っていても仕方ないということらしい。同じ考えの人たちだ。


　駅構こう内ないではずっと、車輛故こ障しようのため、この先で列車が立ち往おう生じようしていると告つげていた。今のところいつ回復するか分からないらしい。


　ダイヤは大おお幅はばに乱みだれてるようだ。和樹たちの乗っていた列車もそのあおりを受け、この駅に臨りん時じ停てい車しやをすることになったのである。


「しゃーない。ここで待ってよ」


　玖里子が言う。


「それもつまらないですよ。せっかくなんですから、外に出ましょう」


　夕菜が玖里子を引っ張った。持っている切きつ符ぷは再さい入にゆう場じよう可能である。


「はいはい分かったわよ。でもここって見けん物ぶつするようなところあった？」


「そんなに遠くは行きません。乗らないうちに発車されてはたまりませんから」


　凜がホームの時刻表を見ながら言う。


「なにか分かったら、構内放送すると思いますが」


「どうせ五分や十分じゃ動かないでしょ。駅前にいるわ」


　玖里子は和樹をうながした。


「あんたも出るでしょ」


「ええ。ここにいてもつまらないんで。でも、駅前でどうするんです？」


「あたしは木こ陰かげでのんびりしている」


　と玖里子。


「私は改札口にいる。発車の目め処どがたったら、連れん絡らくする」


　と凜。


「わたしは本屋さんを覗のぞきたいんです。和樹さん、つきあってください」


　と夕菜。和樹はうなずいた。


「いいよ」


「こんなとこかしらね」


　玖里子が一同を見ながら、


「じゃ、まあ適てき当とうに。乗り遅れないようにね」


　そう言うと、さっさと改札口を出ていった。





　　　　○





　それなりに時間がたってから、神代は帰ってきた。


「どこも混んでる」と彼女は言った。やはり列車が止まったため、客が喫きつ茶さ店てんに流れたらしい。


「いいわよ。そこらへんで座すわってよ」


　駅前は桜さくらの木を中心にした、ちょっとした広場になっていた。


「でもお姉ちゃんをこんなとこで待たせるなんて」


「そんなこと考えなくていいわよ」


「だってわたしが誘さそったから」


「喫茶店、お客さん並んでるじゃない」


「わたしも並んでくる」


　待ちなさいと千早は言ったが、妹は行ってしまった。


　やれやれといった感じで、千早は息をついた。この前喧けん嘩かをしてから、むしろ神代は自分に世せ話わを焼くようになった。普ふ通つうは疎そ遠えんになるものだがこれは逆ぎやく。しかし姉妹仲がいっそう親しん密みつになったというより、一方的に気を遣つかわれていた。


　これじゃあたしが面めん倒どう見られてるみたいと呟つぶやきながら、千早は植え込みを囲んでいる石いし垣がきに腰こしを下おろした。


　陽ひは高いが、ちょうど木こ陰かげになっているので直ちよく射しや日につ光こうにならなかった。


　駅周辺には電車待ちの人が多い。学がく生せい服ふくの一団もいた。どこかで模も擬ぎ試し験けんでもあるのだろうか。


　男女同数のグループだった。何人かで話し合っている。自分と同年代みたいだ。


　ああいうのを眺ながめていると、どうしても思い出してしまう。


　修しゆう学がく旅りよ行こう。あれもグループ行動だった。


　清せい修しゆう学がく園えん二年生の行き先は京都。学校側は「勉強の一いつ環かん」というけれど、実じつ際さいは遊びみたいなものだ。神じん社じや仏ぶつ閣かくよりも、誰となにしたとかどんなもの食べたとかの方が、よく覚えている。実際、映子は「京都の食べ物は美お味いしかった」と何度も繰り返していた。


　千早はもっと別なことが記き憶おくに残っている。


　残っているというのは微び妙みような言い回しだ。忘れられないのである。本当は忘れたいのに。


　好きだった少年。彼に出会った。


　彼とは一年生の時に初めて会い、わずかな間だけ親したしかった。文字にすればそれだけにすぎない。その人に旅先で遭そう遇ぐうした。演えん歌かみたいだ。


　あれは事件だった。青春の一ページ。青くて痛いたい。他人にはどうってことがなくても、心には刻きざみ込まれている。


　あのとき自分は、好きな男の子の気持ちを確かめようとした。


　夜も眠れないくらいに思っていた。あんなに異い性せいを好きになったのは初めてだ。それまでの軽い「好き」が、どんなに薄うすっぺらいものか分かった。本気の「好き」は今までの価か値ち観かんを全てひっくり返すくらいのものだった。


　彼のことを考えると、心しん臓ぞうが締しめつけられ、授じゆ業ぎよう中ちゆうでも上の空になった。教師に注意されても気づかなかった。そんな気持ちにけりをつけるつもりだった。


　うまくいかなかった。


　土ど壇たん場ばで引いてしまった。チャンスはあったが、ちゃんと告つげるとこまで行けなかった。


　彼がはっきり拒きよ絶ぜつしたのではない。だが彼の側そばにいた女の子と、その娘へ向けた彼のささやかな気持ちが分かった瞬しゆん間かん、自分は引いたのだ。


　忘わすれなければならない出で来き事ごとのはずだった。


　辛つらいからだ。記憶から追い出した方がいい。あるいは笑って話せる思い出にするか。


　そうやって年月は過ぎていく。心の中の空くう白はくも埋うまっていく。


　しかしそれができれば苦く労ろうはしない。ずっとそうなのだ。


「いまごろ、なにしてるのかな……」


　はっとして、口を押おさえた。


　つい呟いてしまった。なにをやっているんだろう、遠くに離はなれた人のはずなのに。本当なら、関係がないと言い切ってもいいくらいなのだ。


　頭を軽く叩たたく。自分が嫌いやになった。こんなことだから妹に心配されるのだ。忘れないまでも、別のことを考えるようにしよう。せめて神代と旅行をしている間は。


　視線を前方にやった。学生服の集団はとっくにいなくなっている。


　女性が歩いていた。まぶしいのか目を細め、日ひ陰かげを求めてこちらに来る。


　目があった。


「あ……」


　今度の呟きは押さえなかった。


　見覚えがあった。向こうも気づいたらしく、「あら」と言った。


　最初に切り出したのは、その女性だった。


「ごめんなさい。あなた、前に会わなかった？」


「はい。会いました。葵学園の寮りようで……」


　あのプレゼントの日だ。千早は彩さい雲うん寮りようの玄げん関かんで顔を合わせていた。


「そうそう、そうだった。あのときのお客さんだったわね」


　女性は、葵学園三年生の風椿玖里子だと名乗った。


「隣となり、座すわっていい？」


「どうぞ」


　腰を下ろすのを待って、千早は自分の名前を告げた。


「一年生の時、葵学園にいたんです。文ぶん化か祭さいまででしたけど」


「ああそうなんだ。それでか」


　玖里子はなにやら納なつ得とくしていた。


「山瀬千早さん、だったわよね」


「はい」


「名前聞いたこと、あるわよ」


「そうなんですか？」


　千早はびっくりした。


「うん。和樹から聞いた」


「え……」


　その名が、頭の中を駆かけめぐった。忘れようとしても忘れられない、どうしても思い出してしまう男の子。


「式森君のこと……ご存じなんですね」


「知ってる知ってる。和樹のことはね、もう大変なくらい知ってるわ」


　彼女は少し笑った。


　千早の心にさざ波なみが立つ。寮の時もそうだったけど、この人は、式森君のことを名前で呼んでいる。


「式森君はなんであたしのこと……」


「修学旅行のこと、聞いたのよ。大変だったみたいね」


「はい……」


　そうか。やっぱり修学旅行か。あのことは、どうあっても離はなれてくれないらしい。


「襲おそわれたんでしょ。怪け我ががなくて良かったわね」


「それは……平気です」


　そんなことはもう気にしていない。それよりももっと別なことが訊きたい。


「あの……式森君、元気ですか」


「元気？　んー、なんていうか、存そん在ざいはちゃんとしてる。病びよう気きもしてない。でも元気って言葉は和樹に似に合あわないわね。いつも通り」


「そうですか……」


　しばらく会話が途と切ぎれた。


　桜の枝えだが揺ゆれる。風が出てきた。


　千早は話わ題だいに困こまっていた。どうするべきか迷まよう。初対面の人間と話すことなんてそうない。


　いや、それは噓うそだ。本当は知りたいことがある。


　思い切るには精せい神しん力りよくが必要だった。


「風椿さん……式森君と、その、どういう関係……」


「女によう房ぼう」


「えっ!?」


「冗じよう談だん」


　玖里子は手を振ふった。


「冗談よ。でも……ま、とにかく今はまだ、冗談」


「びっくりした……」


　胸をなで下ろした。よく考えれば冗談だと分かるが、今の彼女には難むずかしかった。


「和樹とはね、そうね、なんていうのかしら、友達……っていうのも違ちがうわね。家か族ぞく……違うな」


　玖里子は腕うで組ぐみをしていた。本気で悩なやんでいるっぽい。


「親したしいわよ。それは本当」


「そうですか……。昔から、知り合いだったんですね」


「違うわ。あたし、三年になるまで式森和樹のことなんて知らなかった」


「えっ」


　千早は思わず声を上げた。


「親しいんじゃないんですか」


「今はね。でも和樹って目立たないでしょ。勉強も駄だ目めでスポーツも駄目。かっこいいわけでもない。そんな男興きよう味みなかったもん」


　遠えん慮りよがない。千早は反はん論ろんしたくなったが、一方で事じ実じつかと思う。


　玖里子は続けた。


「理り由ゆうがあって和樹のこと知ったんだけど、最初は『つまんないやつ』って思ってたわよ。だからさっさと終わらせちゃえばそれっきりだって」


　なにが終わるんだろうという疑ぎ念ねんが湧わいたが、口には出さなかった。


「だけど機き会かいがあるようなないようなでここまで来て……曖あい昧まいのまま続いてるのよ。和樹がいきなりいい男になったわけじゃないんだけど、あたしと切れるわけでもない。不ふ思し議ぎね」


「嫌きらいとかじゃないんですよね」


「もちろん違う。嫌いだったら口もきかない。好このみのタイプじゃないんだけど……なんていうかな、くされ縁えん？　和樹はまれにかっこいいとこ見せるけど、情けなくて、頭悪くて、鈍にぶくて……。でもあたしの男友達じゃ一番話をする。そんな仲」


　眼がん前ぜんの女性は、少し照てれたような表情になった。


「自分でもうまく説明できないけど、こんな感じなのよ。分かりづらかったらごめん」


「そうなんですか……」


　千早に玖里子の心の底にある感かん情じようを読みとることはできない。しかし、とても親しいということだけは、よく理解できた。


　式森君、こんな人と知り合いになっていたんだ。


　葵学園を離れてから一年以上たつ。その間、自分にも様さま々ざまな出会いがあった。新しい環かん境きように新しい友人。彼に同じことがあってもおかしくない。


　女性と知り合うこともあるに違いない。


　修学旅行の時だって、女の子と仲が良かった。プレゼントを渡わたしに行ったときも。彼は女の子と縁があるみたいだ。


　あらためて隣となりの女性を見る。美人だった。


　三年生だと言っていたが、もっと年上に感じられる。ウェーブのかかった髪かみも、色白の肌はだも、抜群のスタイルも、全すべてが魅み力りよく的てきだ。


　どうしても自分と比くらべてしまう。


「風椿さん、お綺き麗れいですね」


「あら、ありがと。お世せ辞じでも嬉うれしいわよ」


「お世辞なんて」


「和樹って、あまりそういうこと言ってくれないのよ」


「男の子ですから」


　お世辞を言うタイプじゃない。無ぶ愛あい想そうなんじゃなくて、照てれ屋やだからだ。


「そこが駄だ目めなのよね。相手に気き遣づかいはするんだけど、肝かん心じんなところが鈍いのよ」


　玖里子は怒おこったような口調だったが、顔はにこやかだった。


　彼のことを良く見ていた。「和樹」と呼よび捨すてにするだけあって、ちゃんと理り解かいしている。そういえば、彼の話をするとき、なんだか楽しそうにも感じられる。


　口では言ってないんだけど、きっとこの人も式森君のことが好きなんだろう。


　胸がざわつく。


　千早ははっとして、その感情を追い出そうとした。いけない。自分は最近の式森君と会うこともしていない。なのにこんな気持ちを抱いだくなんて。


　なかなか出ていってくれない。困こまった。そんな女じゃないつもりなのに。


「どうしたの？」


　気がつくと、玖里子が覗のぞき込こんでいた。


「な、なんでもないです」


　話しかけてくれて助かった。一時的に気が紛まぎれた。


　千早はなにか話題を作ろうと、


「風椿さん、化け粧しよう品ひんなに使っているんですか？」


「なに、どうしたの急に」


「綺き麗れいだから、うらやましくて」


　とっさだったが、本当のことだった。


「変なこと訊きくのね。あたし、あまり化粧はしないわよ」


「そうなんですか？」


「そうよ。持って生まれた自分自身の魅み力りよくで十分」


　自信たっぷりの台詞せりふだったが、不思議と嫌いや味みに聞こえなかった。


　やはりうらやましくなる。この人は自分にないものを持っている。


　美人は得とくだなんてつまらない言葉だと思うけれど、美しければそれに越こしたことはない。仮に性せい格かくの同じ女の子がいたとして、男の子がどっちを選ぶかといえば、見ためがいい方に決まっているだろう。


　式森君だけが違ちがうだなんて保ほ証しようがどこにある。むしろそっちが普ふ通つうだ。


　また嫌いやな想そう像ぞうになってきた。


「山瀬さんも十分可愛かわいいわよ」


　心しん中ちゆうを見み透すかしたように、玖里子が言う。


「そんな……」


「そうよ」


「そんなことないです」


　首を振ふった。千早は自分のことが好きではなかった。両親を怨うらむつもりはないけれど、自じ慢まんできるような顔でもない。


「そう？　あたしはかなりいけると思うけど」


「冗じよう談だんは止やめてください」


「本当だけどな」


「自分で言うのも変なんですけど、あたし、地じ味みですから。褒ほめてもらうとこなんかないです」


「目立てばいいってもんじゃないけど、こういうのは気分によるの。自信持ちなさいよ」


　はげまされてしまった。


　自信は重要かもしれない。ずっと弱よわ気きでいると、顔や仕し草ぐさにも表れて、他人から「駄目な人間」だと思われてしまうらしい。なにかの本で読んだ。


　そうかもしれない。自信がないから、あと一歩が踏ふみ出だせないから式森君と離はなれてしまい、しかもうじうじしているのだ。


　小学生だってもっと思い切りがいいだろう。単たん純じゆんな話なのだが、その単純なことができない。プレゼントの時もそう。こんなことの繰り返し、堂どう々どう巡めぐりだった。


　自分の馬ば鹿かさ加か減げんに呆れるばかり。式森君も、こんな愚おろか者と一緒に文ぶん化か祭さいをやって、後こう悔かいしているかもしれない。


「なんかずいぶん悩なやんでいるみたいね」


　玖里子が話しかける。


「悩みじゃないんですけど……」


「初対面だから解かい決けつまではいかないけど、愚ぐ痴ちくらいなら聞くわよ」


「すみません。そういうことでもないんです」


「とにかくなにか話してみれば」


　そううながされると困る。自分の彼に対する感情まで説明しなければならなくなる。


　この人は驚おどろくだろうか。あなたも好こう意いを持っている男の子のことなんです。


　適てき当とうにごまかすしかない。


「あの……」


　そこまで千早が言いかけた瞬しゆん間かん、玖里子はよそを向いて立ち上がった。


「凜！　こっち」


　呼びかけて、手て招まねきをしていた。


　背の低い女の子が近ちか寄よってくる。竹刀しない袋ぶくろのようなものを手にしていた。


「玖里子さん、こちらでしたか」


「なんかあった？」


「鉄道の復ふつ旧きゆうですが、まだ時間がかかるそうです。わたしたちが乗っていた列車もしばらく動きません」


「そう。じゃ、ゆっくりしましょう」


「ええ……こちらの人は？」


　千早のことを訊きいた。


　玖里子は「山瀬千早さん。和樹の知り合い。前に葵学園にいたの」と紹しよう介かいしてくれた。


「式森のお知り合いですか」


　女の子は神城凜と名乗った。


「葵学園にいらっしゃったとは存ぞんじませんでした」


「あたし、一年生の時だけだから……」


「そうでしたか。私の入学前なのですね」


　してみると、この娘こは一年生らしい。


　気の強そうな娘だった。日本人形のような可愛かわいらしい顔立ちなのに、口をきっと引ひき締しめ、背せ筋すじを伸のばしている。それでいて礼れい儀ぎは正しかった。


「座すわらないの？」


　千早が勧すすめたが、凜は「このままでいいです」と言った。ちょっと愛あい想そがない。


　玖里子が苦く笑しようした。


「ごめんね山瀬さん。凜は初対面の人に堅かた苦くるしいのよ」


「いいです」


「申し訳ありません」


　凜が腰こしを折おる。


「凜はもう少し砕くだければいいのよ」


　玖里子がまた言う。


「初めてあった人に無愛想って思われるのよね」


「玖里子さんは礼れい儀ぎがなさすぎるのです。少し距きよ離りを置くくらいがちょうどいいのです」


「だから和樹にも怖こわいとか思われていたのよ」


「式森のことはいいではありませんか」


　凜がわずかに顔を赤くした。


　この娘もだ、と千早は思った。式森君のことを呼び捨てにしている。名前ではなく姓せいだけれど。


「あの……」


　恐おそる恐る千早は尋たずねた。


「神城さんは式森君と、どんな知り合い……」


「…………」


　何な故ぜか凜は黙だまってしまった。


　端たん整せいな横顔は変わらないものの、なんだかこわばっている。いや、逡しゆん巡じゆんしているのだろうか。困こまっているようにも見える。とにかく無む言ごんだった。


　年下だから敬けい語ごを使わなかったけど、そのせいで怒おこっているのかなと考えていたら、代わりに玖里子が発言した。


「凜もあたしと同じよ」


　ほっとしたのか、小こ柄がらな少女がうなずいた。


「……まあ、そのようなものです」


「和樹の奥おくさん候こう補ほよね」


「……なっ、違ちがいます！」


　慌あわて出す凜。


「初めて会った人に、変なことを教えないでください！」


「いいじゃない。当たらずといえど遠からずよ」


「当たってません遠いです！」


「ごまかさなくていいわよ。最近は本気なんでしょ」


「失礼な！　言いがかりです」


「またまた」


　腕うでを振ふり回す凜を、玖里子が軽くいなす。


　千早はぽかんとしてその光こう景けいを眺ながめた。また奥さん候補が出たこともあるが、それより気き丈じようそうな凜が狼ろう狽ばいしたのにびっくりしたのだ。


　さきほどまでの冷れい徹てつな表情はどこかにいき、顔面を紅こう潮ちようさせて支し離り滅めつ裂れつな反はん論ろんをする、年とし相そう応おうの少女となっていた。


「分かったわよ、ごめんごめん。山瀬さんが困こまっているわ」


「分かっていただければいいのです」


　凜は肩かたを大きく上じよう下げさせていた。


「あの……それで、式森君とはどんな……」


「え……ああ、そうでした」


　凜が汗あせを拭ふく。


「私と式森とは……あー……なんと言いますか、たいした仲ではないです」


　なんだか曖あい昧まいだった。


「……そうなの？」


「たいした仲ではないと言っても、険けん悪あくではありません。いえ、以前はそれに近かったかもしれませんが、今は違います。昔も私が一方的に嫌きらっていた面があるのですが……しかしそれもあの男が軟なん弱じやくだからで、その……」


　やっぱり言ってる意味が分からない。


「お友達なんだ」


「そ、そうです。でも友達ではあるんですが、やはりそれ以上、いやそうではなく……」


「凜はね、素す直なおじゃないの」


　玖里子が横から口を出す。


「自分の気持ちに噓うそつくのが得意なのよ。だから全部逆にとってくれるといいわ」


「なにを言うのです！」


　また激げつ昂こうする凜。


「どうしてさっきから余よ計けいなことを……！」


「ほらほら、山瀬さんほったらかし」


「そうでした……えー、ですから、私と式森は普ふ通つうです。普通の仲にすぎません」


　千早というより、自分に言い聞かせているようであった。


「理解していただけましたか」


「……うん」


　と言ったが、千早の頭の中は別なことで占しめられていた。


（この娘も式森君のことが好きなのかな……）


　彼の話題になるたびに動どう揺ようしている。表情がくるくる変わっていた。玖里子のときよりも分かりやすい。


　好きなのかと訊きけばきっと否ひ定ていするだろう。それも必ひつ死しになって。でもその言葉を信じるのは、どんなお人好しにも無む理りだ。


　見れば可愛かわいい娘こだ。すましたときよりも、ずっと魅み力りよく的てきに感じられる。冷つめたかった顔の下に、豊かな感かん情じようが隠かくされていた。


　小さくて可愛くて、妹みたいだ。そういえば感かん性せいが神代に似にているかもしれない。


（式森君、もてるなあ……）


　それも綺き麗れいな人ばかりだ。風椿さんも神城さんも。


「山瀬さん？　どうなさったのです」


　目の前に凜の大きな瞳ひとみがあった。


「え……あっ、ごめんなさい。ぼんやりしちゃって」


「具ぐ合あい、悪いのですか？」


「そうじゃないけど……。神城さん、式森君と仲いいみたいでいいなって」


　これは本ほん音ねだ。


「う……仲は悪くありませんが、格かく別べつ良いわけでも」


「でも凄すごく楽しそうだった」


「それはしかし……私はあんな優ゆう柔じゆう不ふ断だんで軟弱な男は……」


「式森君ってそんなに軟弱かな」


「軟弱です。男子たるものもっとしゃきっとしてもらわなければ。かなり改かい善ぜんされてはいるのですが、まだ肝かん心じんなところが……」


「でも優やさしいよ」


「そこは取とり柄えです。しかし優しいだけではなくてもっとこう、一本芯しんの通ったところが欲ほしいので……あ、誤解のないように言っておきますが、私は一いつ般ぱん論ろんを話しているのであって、好みを述のべているのではありません」


「……うん」


「式森は勉強ができませんが、馬ば鹿かではないのです。コツとやる気の問題です。好きなことなら集中できますから、試験前だけでもそっちに精せい神しんを向ければいいだけです。スポーツもそうです。この年代で運うん動どう神しん経けいが鈍にぶったりはしません。少しのきっかけでそっちの能力を伸のばすのは十分です。男の外見などというのは意味はありません。他人に優しくできるのですから、あとは変な劣れつ等とう感かんだけなくせば……繰くり返しますが、そうすれば私の好みになるというわけではありません。決して」


　早口だったが、言いたいことは十分理解できた。


　この娘も、式森君のことを良く知ってるなと思う。いいところも悪いところもきちんと分かっている。その上で彼と仲良くしているのだから、やはり好きなのだろう。


　なんだかせつなくなってくる。


　自分が葵学園を離はなれているうちに、彼のことを分かってあげられる女性が増ふえた。心の中まで、きちんと見てあげられる人たちだ。いいことなんだけれど。


　前はそうじゃなかった。彼の良さを理解しているのは自分だけだと思っていた。


　目立たない人だったから、注ちゆう目もくする女子なんかいなかった。距きよ離りが近くなるのも、親しくなるのも、自分だけなんじゃないかと思っていて、ちょっと優ゆう越えつ感かんを抱いだいたりもした。


　とんでもない思い込みだった。あるいはうぬぼれだった。彼のことを見てる女の子は、他ほかにもちゃんといるのだ。


　考えてみれば当たり前だ。自分に分かることが他の人にも分かるなんて当然なのだ。


　しかも彼女たちは東京にいた。式森君のすぐそばに。


　自分も葵学園にいれば違ちがうのだろうけど、そうはいかない。もう清修学園の人間だ。物理的な距離が遠い。精神的なことは、言うまでもない。


　現実を知るに連れ、気持ちが沈しずんでくる。


（式森君、あたしから離れたんだな……）


　不意に玖里子が口を開いた。


「和樹ね、ときどきあなたのこと、噂うわさしてるわよ」


　突とつ然ぜんのことで、どきりとした。


「……本当ですか？」


「うん。修学旅行の話をしたときにね、文化祭のことも聞いた。凜も知ってるでしょ」


　凜は隣となりで「ええ」と言った。


「色々話してくれたわよ。合同で劇げきをやったんだって？」


「はい」


「楽しかったって言ってた。その後もね、ちょくちょく話は出た」


「覚えていてくれたんですか……」


　多少、気分が持ち直した。


「和樹に会う？」


「え……それは……」


　それは話が違ってくる。会いたいけれど、難しい。覚えていてくれたとしても、いきなりは迷めい惑わくかもしれない。そもそも「じゃあ」って東京まで行けるわけもない。逆方向に出かけるところなのだ。


「無理だと思います」


　こう答えるしかない。


　玖里子がきょとんとした。


「大丈夫よ」


「だって、式森君はここには……」


「言わなかったかしら。和樹も来てるけど？」


「えっ!?」


　今日一番の驚おどろきが千早を襲おそった。


「みんなで旅行してるのよ。電車が止まっちゃって、暇ひまつぶしにこの駅で降りたの」


「そうだったんですか……」


　心しん臓ぞうのあたりが、一気に熱ねつをもった。


　式森君がいる。すぐ近くに。


　信じられなかった。会いたいと思っていたときは会えなくて、諦あきらめていたら会えそうになる。なんて意い地じ悪わるな偶ぐう然ぜんなんだろう。こんなことがあるなんて。


　心臓の鼓こ動どうが早くなる。自分でも聞こえる。


　気持ちの準じゆん備びなんて、当然できていない。


　どうしよう。会いたいのには変わりない。でも、どうしよう。


　会った方がいいんだろうか。迷惑じゃないんだろうか。なんて話せばいいんだろう。どんな表情をすればいいんだろう。


　式森君はあたしのこと、どう思ってくれるだろう。


　考えがまとまらない。どうしてなんだろうか。こんなに簡単なことなのに。


「山瀬さん？」


　玖里子が怪け訝げんな顔をする。


「え、えと……」


「呼んでこようか。和樹も喜ぶわよ」


「でも、でも……」


　パニック寸前だった。気持ちは喉のどまで出かかっているのに、別な感情が必ひつ死しになって押おし戻もどそうとしている。


　もうわけがわからない。


「なんか和樹のこと、気にしてるみたいね」


　いきなり玖里子が訊きき、千早は現実に戻された。


「えっ……どうして……」


「さっき、あたしと和樹のこと訊きたがっていたから。凜にも訊いてたわよね」


「……そうです……けど……」


　返事はかろうじてこれくらい。


「前になにかあったの？」


「そんな……なにも……」


「ふーん」


　玖里子がしげしげと、自分のことを見ている。凜も注ちゆう視ししていた。


「会いたくない？」


「……そんなことは……」


「……ねえ山瀬さん、もしかして」


　反射的に、遮さえぎるように叫さけぶ。


「すみません風椿さん、やっぱりあたし」


　そのときだった。


「玖里子さん、凜ちゃん。ここにいたんだ」


　二人は声のする方に振ふり向いた。もちろん、千早も。


　男の子が立っていた。


　ずっと千早の心を占しめていた、あの姿、あの声。


　彼は以前と変わらぬ笑え顔がおだった。


「捜さがしましたよ。どこにいるのかって……あれ？」


　こっちに気づいた。


「……山瀬さん？」


　視し線せんが自分を捉とらえる。


　胸が熱くなった。


　じんわりと柔やわらかな感情が、全身に広がる。手足の隅すみ々ずみまで甘あま酸ずっぱい気持ちが染しみ渡わたっていく。


　自然と口が開く。


「久しぶりだね、式森君」


　さっきまでとはうって変わり、驚くほどスムーズに言葉が出た。


「元気だった？」


「うん……いつ以来だっけ」


「分かんない」


　本当に分からない。夢ゆめの中ではあなたと何度も出会っていたけれど。


「なんでここに？　玖里子さんや凜ちゃんと知り合いだったっけ」


「ちょっと前に知り合いになった」


　玖里子が、偶ぐう然ぜん出会ったこと、凜も一いつ緒しよにずっと話をしていたことを補ほ足そくしてくれた。


「そうなんだ」


　和樹は安心したようになった。


「なにかあったのかと思っちゃったよ」


「そんなことないわよ」


「山瀬さんも元気そうだね」


「元気だよ」


　厳げん密みつには噓うそだった。


　このところ頻ひん繁ぱんに落ち込んでいたのだ。感情のコントロールが利きかないほど沈しずんで、少しだけ浮うかび、また沈む。


　それの繰くり返しだった。


　だけどそれをここで口にはできない。目の前のあなたが理由だったとしても。


「山瀬さん、昔から明るかったもんね」


「それしか取とり柄えがないから」


「そんなことないだろ」


「あとは健けん康こうくらいかな」


「それでも凄すごいよ」


　褒ほめてくれた。ありがとう。


「……でも山瀬さん、今具合悪い？」


「そんなことないよ。いつもと同じ」


「そっか。なんか前よりも、陰かげがあるような気がして」


　当たりなんだよそれ。千早は心の中で呟つぶやく。やっぱり式森君にも分かっちゃうよね。


　隠かくしたい。みっともない自分の傷口を晒さらしたくない。一年前と同じ自分の方がいい。


　話を変えたかった。


「あたしより、式森君も変わってないね。あ、でもちょっとたくましくなったかな」


「そ、そう？」


「そうだよ。修学旅行の時と違ちがう感じがする。風椿さんや神城さんと一緒にいるから？」


「そうかも」


　和樹も、玖里子も凜も笑った。


　屈くつ託たくがない。家族のようだ。


　うらやましい。心の底からそう思う。あたしもその輪の中にいたいよ。


「山瀬さんは買い物なの？」


「出かけるところ。式森君たちは？」


「僕たちも。でも電車が止まっちゃってさ」


「そうなんだよね。あたしも駅に着いて知った」


「いつ動き出すか分からない……そうだ、凜ちゃん、時間は大だい丈じよう夫ぶ？」


「まだ平気だが……」


　凜が改札口を眺ながめながら言う。


「余よ裕ゆうあるかな」


　和樹が袖そでをまくって時計を見た。


「…………」


　千早の記き憶おくが甦よみがえる。甘あまくない、酸さん味みの強い思い出が。


「……式森君、新しい時計だね」


「これ？　誕生日の貰もらいものなんだけどね」


「いいセンスだと思うよ」


「ありがとう。もう一つ、似てるのがあるんだけど」


　和樹は革かわのベルトをなでていた。


「腕うで時計なんだ」


「うん。不思議なプレゼントでね、届けてくれた人がいるんだけど、誰がくれたのか教えてくれない。差さし出だし人にん不ふ明めいなんだ」


「……そう」


「二つもいらないんだけど、捨すてることはしたくないから持ってる。いつか着つけるつもり」


「それ、いいことだよ」


　千早は言った。


「あげた人も喜ぶんじゃないかな」


「ならいいんだけど。くれた人が名前を言ってくれれば、もっといいんだけどね」


　それ、あたしだよ。


　言いたかったが、言い出せない。


　正直になれなかった。馬ば鹿かだ自分は。こんな簡かん単たんなこと、普ふ通つうに話せばいいことなのに。


　越こえられないハードルだった。高い、とてもとても高い障しよう害がい。いつになったら越せるようになるのか、見当もつかない。


　自分の感情を押おさえつけている。会話だって、さっきから当たり障さわりのないことしかしてない。そこから踏ふみ込めていない。


　自分自身に腹が立ってくる。


　言い出せないだけじゃない。式森君に気づいて欲しいのだ。「あのプレゼント、もしかして山やま瀬せさん？」と言って欲しいのだ。だから普通の話だけをしている。彼のほうから言ってくれるのを待っている。


　卑ひ怯きようなやり方だった。リスクを冒おかそうとしない、自分の都つ合ごうだけを最さい優ゆう先せんした方法だ。


　あたしは駄だ目めな奴。分かっていたけれど。


　唯ゆい一いつ、時計を持っていてくれることだけが、よりどころだった。送り主が自分だと告げなくても、安心できる。


　唯一の、式森君との繫つながり。


　そこで気づいた。でも、式森君が今着けているのは……。


「和樹さん」


　女の子の声。


「鈴すずを転ころがすような」という表現があるけれど、まさにぴったりだった。声だけで、どんな姿すがた形かたちか想像できる。


　千早はこの声が誰だか知っている。修学旅行で会って話もした。式森君と三人で、公園を歩いたりもした。


　あの娘こだ。改札口で見たのは、間ま違ちがいではなかった。


「夕菜」


　彼がその娘の名を呼んだ。


　宮間夕菜は京都で会ったときと、少しも変わっていなかった。


「和樹さん、ここだったんですか。あら……？」


　視線がこっちに移動した。


「山瀬千早さん……ですよね」


「……ええ」


　小さく返事をした。


　夕菜は「覚えています」と言いたげな笑え顔がおだった。まぶしかった。


（どうして……）


　どうしてこんなに可愛かわいいんだろうと千早は思った。世の中は不ふ公こう平へいだ。よりによって、この娘こを美少女に仕し立たててしまうなんて。


　グラビアから抜け出たような顔立ち。制せい服ふくの似に合あいそうな身体。言葉も丁てい寧ねい。仕し草ぐさも、態たい度ども、声こわ音ねも、全てが女の子らしい女の子。


　絵のうまい人に「想そう像ぞうで美少女を描かいてください」と言えばきっとこうなる。理り想そうがそのまま形になったかのようだ。同性の自分ですらそう感じるのだから、男の子はなおさらだろう。なにもかも自分と差があった。


　心がしぼんでいく。


　また気持ちの支ささえが崩くずれていく。同時に、奥の奥にある、どろりとしたものが浮かび上がってくる。


　嫌な感情。もっとも見せたくないものが顔を出そうとしている。心の弱い部分に浸しん食しよくしようとしている。式森和樹の側にいるこの女に、呪のろいの言葉を吐はこうとしている。


　夕菜はなにも気づいていない。


「こんにちは。修学旅行以来ですよね」


「そうだね」


　本当は違う。あなたにはそうでも、あたしには違う。


「ここで会えるなんて思いませんでした」


「あたしも思ってなかった」


　変に冷つめたい言い回しになる。いけないと思っているのに、うまく制せい御ぎよできない。


「連休ですけど、偶ぐう然ぜんにしてはできすぎてます」


「偶然ってこんなものなんじゃないかな」


　あってたまるかこんな偶然。きっと必然なんだよ。神様があたしをへこませるための。


　夕菜はその綺き麗れいな顔を、和樹に向けた。


「和樹さん、山瀬さんと会ったばかりですか？」


「そうだよ」


「やっぱり、たまたまってあるんですね」


　二人の親したしげな会話。修学旅行の時と同じだ。


　その中に割って入りたくなる。懸けん命めいにこらえた。


「山瀬さん、どちらに行かれるんですか？」


「静岡」


「あら、わたしたちと同じ方向」


「そうなの？　妹と旅行するんだけど」


「妹さん、いらっしゃるんですね」


「そうだったんだ。僕もしらなかった」


　和樹が言った。


　そうか。式森君にあたしの家族のこと、話したことなかったよね。短い間しか親しくなかったから。


「いるんだよ。大好きな妹」


「山瀬さんに似てる？」


「似てない。あたしより可愛い」


　彼はそうなのと笑っていたが、千早の本音だった。


　夕菜が和樹の服を引っ張った。そんな行為すら、見たくなかった。


「そうだ和樹さん、さっき放送してましたよ。そろそろ復ふつ旧きゆうするみたいです」


「じゃあ戻もどらなきゃ」


　彼は時計を確かく認にんしてから袖そで口ぐちに隠かくした。玖里子も立ち上がり、凜は竹刀しない袋ぶくろを肩かたにかける。


「山瀬さんもこの駅だよね」


「家もこっち」


「静岡に行くんなら、一いつ緒しよに行こうか」


　えっ、と言葉が漏もれた。なんの気なしの台詞せりふだろうが、千早には重かった。


　式森君と一緒？　それだけじゃなくて、この女の子たちと一緒？


「……でも……」


「電車の中、大勢いた方が楽しいよ」


「でもあたし、式森君たちと電車違う」


「自由席なら大だい丈じよう夫ぶなんじゃない」


　親しん切せつで言ってくれている。それは分かる。だけど千早には、玖里子と、凜と、なにより夕菜と一緒にいることが辛つらかった。


　夕菜が悪いわけじゃない。ただ、苦しいのだ。自分の心の奥底にある、醜い心が出てきてしまうのだ。


　さっきから懸けん命めいになって押おさえ込んでいるものが。


　自分は一度身を引いた。あれはどうあっても直せない。なのにここで、妬ねたみとかやきもちとか、そんなわがままを言いたくない。どうしようもない女である山瀬千早をさらけ出したくない。


　我が慢まんしなきゃ駄だ目めなんだ。絶対に。


　千早はかすかに言葉を震ふるわせつつ、言った。


「残念だけど、妹もいるから」


「僕は気にしないけど」


「でも、やっぱり駄目」


「みんなもいいよね？」


　周囲の女の子たちも「いいですよ」「いいわよ」「構いません」と答える。


　気持ちが揺ゆれる。なんとか踏ふん張ばる。


「いいよ。式森君たちの邪じや魔ましちゃ悪い」


「そんなことないって」


「いいんだってば」


　千早は視線を外はずした。


　あまり優しくしないで欲しい。どうかあたしのところから、早く離れていって欲しい。


「なにか言った？」


「ううん」


　彼女は無理に笑えみを作った。


「早くしないと、電車行っちゃうよ」


「そっか。残念だね」


　和樹の台詞が心に染しみこむ。


　あたしも残念だよ。大好きな式森君にせっかく会えたのに。こんな機会はもうないと思う。だけどこれだけでいいよ。ここで会えただけで満まん足ぞくする。きっとそれでいいんだよ。


　駅からアナウンスが聞こえた。


「ほら、なんか言ってる」


「じゃあ行くよ。久しぶりで嬉うれしかった」


「あたしも」


「静岡で会えたらいいね」


「残ざん酷こくなこと言わないで」


「え？」


「なんでもない」


　千早は手を振ふった。


「それじゃね、式森君。さよなら」


「またね」


　和樹のその台詞に、返事はしなかった。


　四人は千早に背を向けた。その姿は駅へ消えていき、すぐに見えなくなった。


　千早はずっと立っていた。発車ベルが響ひびき、列車が遠ざかるまでそのままでいた。


　和樹たちを乗せた列車が、西へ去ってから、ようやく力を抜ぬいた。


　ため息も出ない。のろのろと石いし垣がきに座すわった。


　頭が重かった。どうしてもうつむいてしまう。


「お姉ちゃん」


　そんな千早に声がかかる。


　なんとか頭を上げる。


「神代……」


　妹は怖こわい顔をしていた。


「喫きつ茶さ店てんは、どうしたの」


「どうでもいいよ。もう電車動いているし」


「そうね……」


「わたし、ずっと見てた」


　そういえば、神代は彼の顔を知っているのだ。


「……よく、なにも言わなかったね」


「前にお姉ちゃんに言われたから。式森さんに手出しさせないって」


「そうだったね、ありがとう……」


「お姉ちゃんが決めたんだから、わたしはなにもしなかった。でも、一つだけ言いたいよ」


「ここで言って」


「お姉ちゃんは馬ば鹿かだと思う」


　胸に突つき刺ささる。事実は常に痛い。


「……うん」


「お姉ちゃんが思っているより、お姉ちゃんは馬鹿だ」


「そうだね」


「馬鹿」


　妹はそっぽを向いて、大きなバッグを肩かたにかけた。


「わたしたちも行こう。次の電車だよ」


「予定を過ぎちゃったね」


「宿に電話しておいたよ。到とう着ちやく遅おくれるって」


「なんてとこだっけ」


「水すい郷ごう庵あんってところ。行こう」


　神代は先を歩いた。


　次の列車がやってくるのが見えた。





　　　　○





　和樹は荷物を網あみ棚だなに載のせてから、座席に腰こしを落ち着かせた。夕菜は隣となりでパンフレットを見ている。


「面おも白しろいものね、臨りん時じ停てい車しやした駅で、知り合いに会うなんて」


　玖里子が感心したように言う。


「魅み力りよく的てきな方でしたね」


　この感想は凜だ。


「和樹の知ってる女の子って、可愛かわいいのが多いのよ。あたしとか」


　と玖里子は言ってのける。和樹は苦く笑しようした。


「僕も山瀬さんがいるなんてびっくりしましたよ」


「会うときなんて、こんなものなのかしらね」


「かもしれません」


　彼らにとって、旅先で起こったささやかな偶ぐう然ぜんであった。


　列車がスピードを上げた。


　夕菜はまだ熱心に、パンフレットに目を通していた。


「夕菜、そんなに面白い？」


「……ええ」


　彼女はにこりとした。


「わたしこういうの好きなんです。今度行くところも期待しちゃって」


「そうだね。温泉もあるっていうから」


「有名らしいですよ。水郷庵って名前です。楽しみですね」


　夕菜はパンフレットを閉とじた。


　列車はトンネルに入った。






　あとがき







『まぶらほ』の記念すべき十一冊目をお届けします。「十一」のどこが記念なのかいまいち分かりづらいのですが、サッカーだってイレブンというくらいですから、縁えん起ぎの悪い数字でないことだけは確かです。決して十冊目で祝いわうのを忘れたわけではありません。ええ。


　記念なので、以前メールマガジンでも書いたミスター伝でん勇ゆう伝でんこと鏡かがみ貴たか也やネタを披ひ露ろうしようと思ったのですが、「これ以上鏡先生を侮ぶ辱じよくするのは止めてください。築つき地じ先生は悪の枢すう軸じくです」という眼鏡めがねの似合う純じゆん情じよう女子高生（しかも図書委員）からの手紙が一通も来なかったのでやりません。ちなみに私は、彼と年に二回くらいしか話をしない大の仲良しです。


　あとは今は亡なき昔の勤つとめ先の話とか、木き村むら真しん一いち郎ろう監かん督とくのやっぱり昔の勤め先の話とかありますが、冗じよう談だんにならなくなってくるのでパス。ここは作品内容の話にしたいと思います。もしかして、あとがきで書くの初めて？





　さて、短編集といえば書き下ろし、書き下ろしといえば山やま瀬せ千ち早はやです。番外編の顔となり、メイドのリーラと並んで根ね強づよいファンもいる彼女ですが、当初予定では一回こっきりのゲストキャラでした。当時は再登場の要よう望ぼうもなく、なんとなく続きを書いていまして、気がついたら明めい朗ろう快かい活かつ路線から転がり落ち、すっかり悲ひ劇げき性の強いキャラクターとして定着することになりました。


　もちろん私はいまさら引き返すわけにもいかないので、この路線を堅けん持じし、「『まぶらほ』はなんでもありの世界だから」と言い訳にいそしんでいるのですが、これに敢かん然ぜんと異いを唱となえたのがアニメ『まぶらほ』です。千早を「ちーちゃん」と呼ぶ脚本家滝たき晃こう一いちさんの手により、彼女の健康さは維い持じ。しかもストーリーに深く関かかわることになったのです（余談ですが、アニメプロデューサーのＴ氏も「千早ちゃんは幸せにしてあげてください」と言ってきました。うるさい男です。


　この千早がらみのストーリーと設定のおかげで、小説とアニメは大きく展開が異ことなっています。小説は「和樹の同級生」であり、それ以上の細かいバックボーンはありませんが、アニメでは「和樹の幼なじみ」になっており、ここが強く影響しているのです。


　そもそも『まぶらほ』は、女の子が間かん欠けつ泉せんのごとく沸わき出し、和樹が右う往おう左さ往おうする話なのですが、夕菜だけは特別な存在になっています。それは「夕菜は昔の和樹を知っている」ということです。彼女だけは和樹の「お嫁よめさんになる」という約束をしており、他の女の子たちとスタート地点が異なるのです。夕菜だけは和樹への想いが特別なので、だからこそ第一のヒロインなのです。そしてどんな暴あばれようが物を壊そうがヒロインの座にいるわけです。


　ところがアニメの千早は幼なじみであり、やはり昔の和樹を知っています。呼び方も小説は「式森君」「山瀬さん」であり、アニメは「和樹君」「山瀬」です。つまりアニメの千早は和樹との関係が、夕菜と同じくらい特別なのです。


　これは結構重要なことで、番外編だけに留とどまっている小説と異なり、アニメでは和樹の過去に深く関かん与よして、第四の女の子としての地位を確立しています（ここでは舞穂のことは考えていません）。しかも立場は夕菜と同どう格かく。これはもう確実に別路線です。


　どっちがいいとか悪いとかの話ではないです。ただ、小説とアニメはここまで異なっているということです。もしもアニメの続編があるならば、原作とは相そう当とう違った路線をとるものと思われます。和樹を夕菜と千早で取り合うことになるのではないでしょうか。そしてなんらかの形で決着がつくと思われます。今のところ続編を作るなんて話はまったくありませんけどね。


　と、ここまで書いて気づいたのですが、「夕菜と千早で和樹の取り合い」って、小説でもあまり変わりません。そもそも前巻の表紙だ。ただ、アニメの千早は「夕菜たちと同じ舞台に立っている」のですが、小説は「同じ舞台に立てず、そのことで苦しんでいる」キャラクターです。


　次で千早の話には、いったん結論を出します。これまでのように悲ひ劇げき性せいのある結末となるか、それともアニメのように健康さを取り戻すか。まだ決めていないのですが、そこらへんを楽しみにしていただければ幸さいわいです。


　ではまた。
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